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南
部
伊
達
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藩
藩
境
壌

北
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川
以
東
の
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板
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博
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序

南
部
伊
達
両
藩
の
藩
境
塚
は
、
西
は
奥
羽
山
脈
の
和
賀
駒
ヶ
岳
か
ら
、
東
は
太
平
洋
岸
の
唐
丹
湾
ま
で
、
延
々
一
三
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
区
間
に
築

か
れ
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
、
そ
の
現
況
に
つ
い
て
調
査
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
去
る
昭
和
三
十
九
年
か
ら
四
十
一
年
に
か
け
て
、
三
次
に
わ
た
り
北
上
川
以
西
の
南
部
伊
達
両
藩
藩
境
塚
を
実
測
調
査
し

た
結
果
を
、
す
で
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
五
十
三
年
ま
で
の
約
一
〇
年
間
、
八
次
に
わ
た
り

北
上
川
以
東
の
藩
境
塚
の
実
測
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
調
査
報
告
書
に
は
、
関
係
資
料
も
あ
わ
せ
集
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
書

の
刊
行
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
南
部
伊
達
両
藩
藩
境
塚
の
全
ぼ
う
に
つ
い
て
記
録
保
存
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
調
査
に
あ
た
ら
れ

た
先
生
方
と
と
も
に
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
書
が
、
関
係
遺
跡
の
保
護
並
び
に
近
世
の
藩
境
塚
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
存
ず

る
も
の
で
す
。

八
次
に
わ
た
る
調
査
は
、
あ
る
と
き
は
風
雪
に
、
あ
る
と
き
は
雨
に
あ
い
、
ま
た
炎
天
の
も
と
雑
木
や
涯
木
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る
歩
行
困
難
な
山
中

を
踏
み
わ
け
て
、
藩
境
塚
を
探
索
し
、
実
測
を
行
う
な
ど
、
そ
の
労
苦
は
全
く
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
調
査

に
御
協
力
い
た
だ
い
た
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
の
方
々
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年

二
月

岩
手
県
教
育
委
員
会

教
育
長

新

里





例

一
、
本
書
は
、
南
部
伊
達
両
藩
藩
境
塚
の
う
ち
、
北
上
川
以
東
の
部
分
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

二
、
調
査
は
、
古
文
書
、
古
絵
図
等
に
も
と
づ
き
、
藩
境
塚
、
番
所
跡
等
の
現
状
を
確
認
し
、
塚
に
つ
い
て
は
実
測
と
写
真
撮
影
を
お
こ
な
っ

た
。

三
、
報
告
は
本
文
・
図
版
・
写
真
の
順
と
し
南
部
伊
達
両
港
藩
境
塚
関
係
の
古
文
書
は
、
資
料
と
し
て
そ
の
後
に
一
括
収
録
し
た
。

四
、
本
書
の
執
筆
分
担
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章

藩
境
塚
築
造
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯

板

橋

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

第
三
章

藩
境
塚
の
築
造

第
一
次
̃
第
四
次
調
査

第
五
次
̃
第
八
次
調
査

南
部
伊
達
両
藩
藩
境
塚
関
係
資
料

板

橋

司 立 佐

東 花 木

真 敏 博

雄 勝 康

五
、
塚
実
測
図
・
写
真
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
執
筆
者
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
た
。
た
だ
し
番
所
跡
は
司
束
真
雄
が
分
担
し
た
。

六
、
本
書
の
編
集
は
文
化
課
が
お
こ
な
っ
た
。





第
一
章(四) (三) (ニ⊃ (一)

目

詩
境
塚
築
造
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯

南
部
・
伊
達
両
氏
の
接
壌

藩
境
塚
築
造

藩
境
塚
の
修
補
保
全

調
査
を
実
施
す
る
に
い
た
っ
た
契
機

第
二
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北
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以
東
の
調
査
経
過

第
一
次
(
昭
和
四
三
年
十
一
月
)

第
二
次
(
昭
和
四
四
年
四
月
)

第
三
次
(
昭
和
四
四
年
十
一
月
)

第
四
次
(
昭
和
四
五
年
十
一
月
)

第
五
次
(
昭
和
五
〇
年
五
月
)

第
六
次
(
昭
和
五
二
年
三
月
)

北
上
川
東
岸
よ
り
松
坂
越
塚
ま
で

松
坂
越
塚
よ
り
黒
木
峠
塚
ま
で

黒
木
峠
塚
よ
り
五
輪
峠
塚
ま
で

五
輪
峠
塚
よ
り
種
山
高
原
の
物
見
塚
ま
で
…
…
…
…

物
見
塚
よ
り
摺
鉢
峠
塚
ま
で

星二三五六
一
〇

一
三

一
七

二
一

二
三

第
七
次
(
昭
和
五
二
年
五
月
)

摺
鉢
峠
塚
よ
り
浪
岩
塚
ま
で

第
八
次
(
昭
和
五
三
年
六
月
)

印

杭

最
東
端
太
平
洋
岸
に
お
け
る
藩
境
界

旧
浜
街
道
の
七
里
塚

九 九 七 六 四



㈲

藩
境
調
査
を
終
了
す
る
に
あ
た
っ
て

第
三
章

詩
境
塚
の
築
造

資
料
に
み
え
る
藩
境
塚

二

藩
境
塚
の
現
況

○ ○
:

‾

:

‾
:

-

/ ヽ 二二 二 二二

〇 五 五 二

表
白
次

第
一
表

藩
境
塚
主
要
資
料
一
覧

第
二
表

主
要
資
料
に
よ
る
藩
境
塚
一
覧

第
三
表

藩
境
塚
調
査
結
果
一
覧

六 四 三
三 〇 六

図
版
・
写
真
目
次

第
一
図

藩
境
塚
配
置
図

(
袋
入
)

第
二
図

藩
境
塚
・
藩
境
の
め
じ
る
し
の
形
状
図
の
̃
㈲

写

真

藩
境
塚
・
藩
境
の
め
じ
る
し
の
形
状
写
真
1
̃
7
 
8

番
所
跡
写
真
了
9
̃
1
 
0
 
4
…
・
…
…
・

南
部
伊
達
面
詰
詩
境
塚
関
係
資
料

関
所
・
番
所
・
境
い
道
(
概
説
)

南
部
領
内
の
番
所
に
つ
き
書
留

番
所
勤
務
交
替
に
つ
き
引
継
一
件

:

‾
:

‾
:

‾
:

一

一
〇 九 七



南
部
・
伊
達
領
境
絵
図

御
家
被
仰
出

両
領
の
番
所
に
つ
き
書
留

領
境
道
筋
に
つ
き
覚

番
所
勤
番
心
得
に
つ
き
書
留

関
所
通
行
証
文
の
交
付
に
つ
き
願
書

御
目
付
御
調

御
家
被
仰
出

宝
暦
風
土
記

気
仙
郡
古
記

平
田
御
境
杭
打
之
事

御
家
被
仰
出

境
目
番
所
之
事

御
家
被
仰
出

唐
丹
村
境
番
所
に
つ
き
書
出

上
有
住
村
境
番
所
に
つ
き
書
出

下
有
住
村
境
番
所
に
つ
き
書
出

番
所
屋
根
替
え
諸
色
割

水
押
御
番
所
修
理
入
料
目
録

二
二
八

一
四
五

一
四
五

一
四
六

一
四
七

一
四
八

一
四
八

一
四
九

一
五
〇

一
五
〇

一
五
〇

一
五
一

一
五
一

一
五
二

一
五
二

一
五
三

一
五
三

一
五
三

一
五
五



水
押
村
御
番
所
屋
根
蕾
を
さ
し
萱
に
変
更
届

番
所
に
お
け
る
金
代
並
び
に
諸
品
貸
借
覚
帳

檀
那
寺
発
行
の
通
行
証
文

伊
達
領
内
の
境
番
所
に
つ
き
書
留

南
部
・
仙
台
御
境
図

遠
野
之
内
三
ヶ
所
御
境
目
迄
横
田
よ
り
道
積
之
覚

他
領
へ
の
主
な
道
路
に
つ
き
書
留

他
領
出
口
道
筋
之
事

領
境
の
道
筋
に
つ
き
書
上

遠
野
領
か
ら
伊
達
領
へ
出
る
小
路
に
つ
き
書
留

境
役
人
・
足
軽
・
古
人
等
の
人
事
(
概
説
)

小
池
村
境
古
人
書
留

御
境
横
目
に
つ
き
書
留

境
古
人
書
留

小
池
村
境
古
人
書
出

御
境
横
目
に
つ
き
書
留

遠
野
方
面
の
境
番
所
役
人
の
配
備
に
つ
き
書
留

御
境
横
目
に
つ
き
書
留

御
境
横
目
に
つ
き
書
留

:

‾
:

‾
:

‾
∴

一
∴

一
∴

-
∴

一
∴

一
∴

-
∴

一
∴

-
∴

一
∴

一
∴

一
∴

一
∴

一
∴

-
:

一
言

一

八 八 八 八 八 八 七 七 七 七 七 七 七 七 六 六 六 五 五
一 一

〇 〇 九 九 八 七 七 六 五 五 二 〇 〇 七 六



御
境
横
目
に
つ
き
書
留

小
池
村
境
古
人
書
出

下
門
岡
村
境
古
人
役
の
申
渡
書

境
古
人
の
役
料
に
つ
き
書
留

御
境
横
目
役
の
配
置
替
え
に
つ
き
願
書

上
門
岡
村
境
古
人
書
出

御
境
奉
行
役
申
し
渡
の
初
め
に
つ
き
書
留

境
古
人
の
役
料
に
つ
き
書
留

小
池
村
境
古
人
書
出

境
古
人
の
由
緒
等
に
つ
き
書
上
の
覚

上
口
内
村
境
古
人
書
出

番
所
勤
務
交
代
に
つ
き
口
上
書

小
池
村
境
古
人
書
出

土
日
内
村
境
古
人
書
出

岩
谷
堂
足
軽
の
減
員
停
止
に
つ
き
願
書

小
池
村
境
古
人
書
出

岩
谷
堂
足
軽
の
減
員
停
止
に
つ
き
願
書

小
池
村
境
古
人
書
出

気
仙
郡
上
有
住
村
境
古
人
書
出

臆_ _ ▲ - - - i▲ ▲ ▲ 〇〇 〇 〇〇 〇 〇〇 〇 〇 ‾ ○○ ●

九 九 九 九 九 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八
一 一 〇 九 九 八 八 七 六 六 五 五 四 三 三 三 二



御
境
横
目
役
人
の
任
命
替
え
に
つ
き
布
達
書

境
古
人
の
免
地
高
証
文

境
古
人
跡
役
に
つ
き
伺
書

領
境
巡
視
(
概
説
)

幕
府
巡
見
使
下
向
に
つ
き
書
留

伊
達
安
芸
の
領
境
巡
視
に
つ
き
書
留

幕
府
巡
見
使
下
向
に
つ
き
書
留

〇 〇 九 九 九 九 九
一 一 五 五 四 三 二

遠
野
南
部
氏
の
領
境
巡
視
に
つ
き
書
留

…
…
…
二
〇
二

伊
達
吉
村
の
領
境
巡
視
に
つ
き
書
留

伊
達
吉
村
の
領
境
巡
視
旅
日
記

遠
野
南
部
氏
の
領
境
巡
視
に
つ
き
書
留

御
境
奉
行
の
領
境
巡
視
に
つ
き
布
達
並
び
に
巡
視
結
果
書
上
帳

御
境
奉
行
の
領
境
巡
視
に
つ
き
書
留

領
境
確
定
前
の
境
論
(
概
説
)

南
部
氏
の
領
境
固
め
に
つ
き
知
行
状
及
び
記
録

伊
達
氏
の
領
境
固
め
に
つ
き
記
録

釜
石
狐
崎
城
一
揆
記
録

伊
達
政
宗
書
状

遠
野
小
友
金
山
争
論
往
復
書
状
並
び
に
抜
霧
状

二
〇
二

二
〇
二

二
〇
四

二
〇
六

二
一
〇

二
一
一

二
一
三

二
一
五

二
一
五

二
一
六

二
一
七



寛
永
十
年
境
論
書
留

覚
間
沢
境
論
に
つ
き
書
留

領
境
確
定
後
の
境
論
(
概
説
)

境
目
申
合
せ
の
覚

領
境
協
定
に
つ
き
南
部
領
側
よ
り
の
書
状

境
絵
図
覚
書

境
争
論
覚

境
絵
図
覚
書

覚
間
沢
越
境
畑
起
こ
し
争
論
の
原
因
一
件

党
閥
沢
越
境
畑
起
こ
し
争
論
に
つ
き
両
領
肝
煎
間
の
協
議
一
件

覚
間
沢
越
境
畑
起
こ
し
争
論
に
つ
き
幕
府
老
中
職
の
仲
介
交
渉
一
件

覚
間
沢
越
境
畑
起
こ
し
争
論
に
つ
き
協
定
、
中
塚
新
規
築
造
一
件

蛭
川
山
越
境
盗
伐
争
論
一
件

越
境
盗
伐
争
論
に
つ
き
口
上
書
付
の
書
留

赤
羽
根
境
い
越
境
草
苅
等
の
協
定
に
つ
き
書
留

遠
野
領
に
お
け
る
境
争
論
の
有
無
に
つ
き
書
上

領
境
変
地
改
め
に
つ
き
境
絵
図
補
訂
一
件

陸
奥
国
南
部
領
変
地
英
外
相
故
の
目
録

越
境
畑
起
こ
し
始
末
一
札

二
一
九

二
二
〇

二
二
一

二
二
二

二
二
二

二
二
三

二
二
四

二
二
五

二
二
七

二
三
二

二
三
六

二
四
五

二
五
四

二
五
六

二
五
六

二
五
八

二
六
〇

二
六
八

二
六
九



唐
丹
浜
方
面
の
領
境
出
入
に
つ
き
書
留

境
塚
・
遵
法
・
境
の
御
林
(
概
説
)

下
門
岡
村
御
境
諸
侯
覚

上
大
内
沢
上
野
山
日
当
御
林
に
つ
き
書
留

覚
間
沢
相
野
梶
山
御
林
に
つ
き
書
留

蛭
川
山
中
名
書
上
覚

御
境
塚
間
数
之
事

塚
位
置
書
上

領
境
間
数
覚

領
境
覚

御
境
目
法
之
覚

改
新
絵
図

仙
台
御
境
筋
品
御
境
奉
行
書
上

仙
台
御
領
御
境
廻
書
上
帳
写

領
境
筋
見
回
り
留
帳

御
境
書
上
帳

御
境
見
分
党
帳

御
境
筋
書
上
帳
写

御
林
植
立
願
書

二
六
九

二
七
〇

二
七
一

二
七
二

二
七
三

二
七
三

二
七
四

二
七
五

二
七
六

二
七
六

二
七
七

二
七
八

二
七
九

二
八
五

二
八
六

二
九
〇

二
九
一

二
九
八

三
〇
〇



御
林
植
立
願
書

道
植
立
証
文

定
・
布
達
・
取
締
(
概
説
)

遠
野
城
下
雑
人
下
馬
に
つ
き
定

南
部
氏
家
老
桜
庭
安
房
守
直
綱
等
連
署
書
状

越
境
欠
落
老
人
返
し
に
つ
き
書
留

遠
野
南
部
氏
の
自
治
に
つ
き
書
留

越
境
盗
人
の
人
返
し
に
つ
き
書
留

他
領
人
買
い
に
つ
き
申
し
渡

越
境
欠
落
者
の
人
返
し
に
つ
き
書
留

境
通
し
物
留
御
札
写

越
境
欠
落
者
の
人
返
し
に
つ
き
書
留

馬
の
売
買
に
つ
き
定
書

越
境
欠
落
者
の
人
返
し
に
つ
き
書
留

越
境
欠
落
者
の
人
返
し
に
つ
き
書
留

他
領
移
出
禁
制
品
自
筆
に
つ
き
定
書

越
境
欠
落
者
の
人
返
し
に
つ
き
定
書

越
境
欠
落
者
の
人
返
し
に
つ
き
書
留

不
審
者
大
領
多
き
に
つ
き
布
達
書

三
〇
一

三
〇
四

三
〇
五

三
〇
七

三
〇
七

三
〇
八

三
〇
九

三
〇
九

三
〇
九

三
一
〇

三
一
〇

三
一
〇

三
一
一

三
一
一

三
一
一

三
一
一

三
二
一

三
一
三

三
一
三



他
領
神
社
仏
閣
参
詣
に
つ
き
願
い
書
付
の
案
紙

境
古
人
た
ち
へ
の
申
し
渡
し
覚

領
境
警
固
に
つ
き
書
留

他
領
移
出
馬
の
判
紙
に
つ
き
布
達
書

身
売
人
の
越
境
禁
止
に
つ
き
布
達
書

他
領
へ
移
出
す
る
商
品
へ
の
課
税
に
つ
き
覚

馬
の
密
移
出
に
つ
き
布
達
害

鳥
の
移
出
入
に
つ
き
定
書

銭
密
造
犯
の
探
索
に
つ
き
書
留

商
人
の
出
入
に
つ
き
境
番
所
の
布
達
書

他
領
神
社
仏
閣
参
詣
に
つ
き
願
書
案

馬
の
通
行
証
文
の
下
付
に
つ
き
布
達
書

馬
の
移
入
に
つ
き
布
達
書

領
内
外
馬
の
区
別
に
つ
き
定
書

乞
食
の
横
行
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

他
領
の
者
召
抱
え
禁
止
に
つ
き
布
達
書

乞
食
の
横
行
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

捨
馬
制
禁
並
び
に
他
領
よ
り
囚
人
護
送
に
つ
き
触
書

他
領
移
出
入
禁
制
品
目
に
つ
き
覚

三
一
四

三
一
五

三
一
五

三
一
六

三
一
六

三
一
七

三
一
七

三
一
八

三
一
八

三
一
九

三
二
〇

三
二
〇

三
二
〇

三
二
一

三
二
一

三
二
一

三
二
二

三
二
二

三
二
四



江
刺
郡
内
の
境
古
人
た
ち
の
申
し
渡
し
覚

境
古
人
に
渡
さ
れ
た
領
境
絵
図
の
扱
い
に
つ
き
覚

馬
商
人
の
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

境
古
人
申
合
せ
証
文

上
納
金
の
取
り
立
に
つ
き
定
書

他
領
移
出
入
禁
制
品
目
に
つ
き
定
書

越
境
欠
落
老
人
返
し
に
つ
き
書
留

萱
刈
野
利
用
に
つ
き
申
し
渡
証
文
案
紙

他
領
へ
の
通
行
証
文
の
発
行
に
つ
き
布
達
書

評
定
所
格
式

境
番
所
へ
の
申
し
渡
覚

領
境
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

他
領
移
出
品
目
に
つ
き
布
達
書

肝
煎
役
の
罷
免
に
つ
き
書
留

境
横
目
衆
の
勤
務
心
得
に
つ
き
定
書

馬
の
取
引
き
の
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

馬
の
移
入
に
つ
き
定
書

領
境
野
火
始
末
書
留

密
馬
の
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

三
二
五

三
二
六

三
二
七

三
二
八

三
二
八

三
二
九

三
二
九

三
二
九

三
三
〇

三
三
〇

三
三
一

三
三
二

三
三
三

三
三
四

三
三
四

三
三
四

三
三
五

三
三
五

三
三
六



関
所
取
締
り
強
化
に
つ
き
布
達
書

馬
の
移
出
に
つ
き
布
達
書

馬
の
通
行
に
つ
き
布
達
書

伊
達
吉
村
の
領
内
巡
視
に
つ
き
心
得
の
覚

馬
の
移
出
に
つ
き
布
達
書

密
移
出
馬
の
取
締
り
に
つ
き
触
書

不
法
行
為
に
よ
る
御
山
守
の
処
罰
に
つ
き
書
留

境
奉
行
並
び
に
境
古
人
心
得
覚

領
境
の
山
林
へ
の
失
火
に
つ
き
詫
状

領
境
回
り
の
結
果
報
告
案
紙

御
林
の
不
法
伐
採
に
つ
き
詮
議
一
件

諸
士
の
関
所
通
過
荷
物
の
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

境
巡
視
に
お
け
る
役
務
処
理
方
法
の
覚

密
造
銭
の
凡
設
に
つ
き
返
書

検
断
職
の
給
銭
及
び
諸
役
金
の
書
上

馬
商
人
の
不
法
出
国
の
取
締
り
に
つ
き
布
達
書

他
領
侵
入
に
つ
き
書
留

馬
の
移
出
入
に
つ
き
定
書

抜
け
道
通
行
取
締
り
方
上
申
書

三
三
六

三
三
七

三
三
七

三
三
八

三
四
〇

三
四
〇

三
四
〇

三
四
二

三
四
三

三
四
四

三
四
四

三
四
七

三
四
七

三
四
九

三
五
一

三
五
一

三
五
二

三
五
二

三
五
二



大
領
制
限
に
つ
き
布
達
書

馬
の
密
移
出
の
取
締
り
に
つ
き
書
留

百
姓
一
揆
越
境
の
警
衛
に
つ
き
書
留

築
塚
と
修
復
(
概
説
)

境
塚
破
損
の
時
の
繕
普
請

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
覚

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
協
議
一
件
書
留

塚
の
現
状
見
回
り
に
つ
き
弁
当
入
用
料
書
付
覚

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
弁
当
入
用
料
書
付
及
び
人
足
村
割
覚

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
覚

塚
修
復
と
塚
名
の
覚

唐
丹
村
境
に
杭
立
て
る
に
つ
き
書
上

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
伺
い
書

領
境
の
見
回
り
修
復
に
つ
き
書
上
覚

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
協
議
一
件
書
留

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
協
議
一
件
書
留

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
協
議
一
件
書
留

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
協
議
一
件

塚
刈
払
い
修
復
に
つ
き
協
議
一
件
書
留

三
五
三

三
五
三

三
五
四

三
五
五

三
五
七

三
五
七

三
五
八

三
六
〇

三
六
一

三
六
二

三
六
四

三
六
六

三
六
七

三
六
七

三
六
八

三
七
一

三
七
七

三
八
一

三
八
五





第
一
章

藩
境
塚
築
造
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯

南
部
・
伊
達
両
氏
の
損
壊

北
上
川
は
岩
手
県
内
陸
中
央
部
の
岩
手
郡
岩
手
町
御
堂
に
発
し
、
北
上
・
奥
羽
両
山
系
か
ら
発
す
る
大
少
幾
多
の
支
流
を
合
せ
、
岩
手
県
を
北
か
ら

南
に
縦
貫
し
、
岩
手
県
一
関
市
の
狐
禅
寺
狭
窄
部
を
経
て
宮
城
県
に
入
り
、
柳
津
地
先
で
新
旧
両
川
に
分
流
さ
れ
新
北
上
川
は
追
波
に
、
旧
北
上
川
は

石
巻
港
に
注
ぐ
。
こ
の
狭
窄
部
は
い
ま
も
岩
手
・
宮
城
両
県
の
県
界
と
な
っ
て
い
る
。
地
形
上
、
狭
窄
部
以
北
が
北
上
平
野
(
岩
手
県
)
で
あ
り
、
以

南
が
仙
台
平
野
(
宮
城
県
)
で
あ
る
。

北
上
平
野
に
南
進
し
た
南
部
氏
と
、
北
上
平
野
に
向
っ
て
北
進
し
た
伊
達
氏
と
が
境
界
を
初
め
て
接
し
た
の
は
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
か
ら
で
あ

っ
た
。

南
部
氏
は
頼
朝
の
平
泉
征
伐
に
従
軍
し
た
功
労
に
よ
っ
て
、
糠
部
を
与
え
ら
れ
た
旧
族
で
あ
る
。
糠
部
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
下
北
郡
・
三
戸
郡

(
以
上
青
森
県
東
半
部
)
・
鹿
角
郡
(
秋
田
県
北
東
部
)
・
九
戸
郡
・
二
戸
郡
(
岩
手
県
北
部
)
あ
た
り
の
広
大
な
地
域
の
汎
称
で
あ
っ
た
。
南
部
氏

は
こ
こ
を
基
盤
と
し
て
盛
衰
・
伸
縮
を
く
り
か
え
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
秀
吉
の
諒
解
を
え
て
南
進
し
岩
手
・
紫
波
・
稗
貫
・
和
賀
・
閉
伊
五
郡

を
併
せ
て
表
高
十
万
石
の
近
世
大
名
に
な
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

南
部
氏
の
南
進
に
対
し
て
、
伊
達
政
宗
は
北
進
し
気
仙
・
磐
井
・
胆
沢
・
江
刺
(
岩
手
県
南
部
)
の
四
郡
を
領
有
し
、
東
北
地
方
最
大
の
表
高
六
二

万
石
の
近
世
大
名
と
な
っ
た
の
で
、
両
藩
は
藩
境
界
を
接
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
御
境
争
論
が
お
こ
る
に
い
た
っ
た
。
御
境
争
論
が
寛

永
十
九
年
(
一
六
四
二
)
に
い
た
っ
て
藩
境
塚
を
築
造
し
解
決
す
る
ま
で
に
約
半
世
紀
も
か
か
っ
て
い
る
。
末
梢
的
な
争
論
は
そ
の
後
も
継
起
し
、
そ

の
よ
う
な
小
争
論
が
一
応
落
着
し
た
元
蔵
王
年
(
一
六
九
八
)
ま
で
を
計
算
す
れ
ば
約
一
〇
〇
年
、
ま
こ
と
に
深
刻
な
対
立
抗
争
で
あ
っ
た
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

両
藩
の
境
界
妥
結
に
ま
つ
わ
る
民
間
伝
承
が
数
々
残
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
争
論
が
い
か
に
深
刻
で
あ
っ
た
か
を
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
一
章

諸
費
塚
築
造
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯



第
一
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藩
境
塚
築
造
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯

の
詩
境
塚
築
造

寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一
)
、
つ
い
に
妥
結
の
時
期
が
き
た
。
仙
台
藩
か
ら
河
島
豊
前
・
饉
町
七
郎
右
衛
門
・
伊
木
安
右
衛
門
、
南
部
藩
か
ら
は
小

枝
指
権
兵
衛
・
石
亀
庄
兵
衛
・
儀
餓
重
右
衛
門
・
御
郡
代
織
笠
庄
助
・
古
人
折
居
嘉
兵
衛
が
会
談
し
、
十
二
月
三
日
、
絵
図
面
に
点
を
う
ち
、
申
合
覚

を
交
換
し
た
。

こ
の
申
合
覚
に
も
と
づ
い
て
実
地
に
「
御
境
踏
み
」
を
な
し
塚
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
早
速
、
翌
年
五
月
下
旬
、
両
藩
か
ら
役
人
が
で
て
境
踏
み
を

し
塚
を
築
い
た
。
北
上
川
以
西
の
築
塚
は
六
月
十
日
で
完
了
、
北
上
川
以
東
で
は
同
月
二
十
一
日
に
終
了
し
て
い
る
。
二
十
二
日
に
絵
図
面
と
申
合
覚

を
と
り
か
わ
し
た
。

①
詩
境
塚
の
修
補
保
全

藩
境
塚
は
、
当
時
「
御
境
塚
」
・
「
御
塚
」
・
「
境
塚
」
・
「
御
境
目
塚
」
ま
た
は
単
に
「
塚
」
な
ど
と
多
様
に
よ
ば
れ
て
い
た
。

境
塚
は
深
い
山
岳
地
帯
に
も
築
造
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
「
拾
ヶ
年
(
も
)
上
置
(
板
橋
註
、
土
を
補
充
し
て
補
修
す
る
こ
と
)
不
仕
(
つ
か
ま

つ
ら
ざ
れ
ば
)
見
舞
無
之
様
′
結
成
」
る
の
で
、
「
山
中
塚
ハ
ニ
ケ
年
置
キ
三
ケ
年
目
、
里
前
ハ
四
ヶ
年
置
キ
五
ケ
年
目
」
ご
と
に
刈
払
を
し
「
上
置
」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
山
岳
地
帯
に
あ
る
塚
は
三
年
日
ご
と
に
、
平
野
部
に
あ
る
塚
は
五
年
日
ご
と
に
両
藩
か
ら
役
人
・
労
務
者
が
出
て
補
修
す
る

と
い
う
ル
ー
ル
は
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
明
確
に
記
し
た
文
書
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
元
文
以
後
で
あ
る
ら
し
い
。

藩
境
塚
の
補
修
に
は
、
か
な
り
の
人
手
と
経
費
を
必
要
と
し
た
。
安
永
八
年
の
場
合
を
例
に
と
れ
ば
、
大
塚
三
九
、
中
塚
三
一
四
の
補
修
に
要
し
た

人
手
は

「
塚
築
直
御
人
足

〆
四
九
一
入

内
半
分
は
他
領
よ
り
出
人
足

木
勢
通
御
人
足

〆
一
三
九
〇
入

内
六
九
五
人
、
他
領
よ
り
出
ル
」

で
あ
っ
た
。



天
保
十
一
年
の

「
御
境
筋
山
中
苅
払
並
御
塚
上
置
御
普
請
」
経
費
は

「
一
、
拾
六
貫
七
拾
八
文

人
料
代

一
、
九
貫
文

一
、
七
貫
弐
百
文

一
、
壱
貫
四
百
文

一
、
弐
古
文

御
賄
代

六
人
江
被
下
(
板
橋
註
、
古
人
六
人
の
こ
と
)

飯
炊
分

山
古
人
三
人
荷
物
背
負

〆
三
拾
三
賞
八
百
七
拾
八
文
受
取

手
前
自
分
町

一
、
弐
貫
六
百
七
拾
弐
文

振
舞
町

一
、
八
百
弐
拾
五
文

で
あ
っ
た
。

賄
肴

」

①
調
査
を
実
施
す
る
に
い
た
っ
た
契
機

両
藩
が
永
い
争
論
の
結
果
、
つ
い
に
協
定
に
達
し
藩
境
に
築
造
し
た
塚
が
、
西
は
奥
羽
山
脈
の
駒
ヶ
岳
〔
標
高
二
二
九
・
八
肋
〕
頂
上
か
ら
東
は

太
平
洋
岸
の
唐
丹
湾
(
町
村
合
併
に
よ
り
釜
石
市
域
と
な
っ
て
い
る
。
釜
石
市
街
部
の
南
方
に
あ
た
る
)
ま
で
、
東
北
地
方
最
大
の
長
江
北
上
川
を
横

断
し
て
延
々
約
一
三
〇
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
一
図
)
。
境
界
問
題
に
造
詣
の
深
い
岩
田
孝
三
氏
も
「
今
に
し
て
、
こ
ん
な

に
見
事
な
境
塚
の
列
が
、
長
い
距
離
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
中
の
ど
こ
に
も
み
ら
れ
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。

岩
手
県
は
旧
南
部
領
の
南
半
八
部
(
現
在
の
九
戸
・
二
戸
・
岩
手
・
紫
波
・
稗
貫
・
和
賀
・
下
閉
伊
・
上
閉
伊
)
と
旧
伊
達
領
の
北
部
五
郡
(
現
在

の
胆
沢
・
江
刺
・
東
磐
井
・
西
磐
井
・
気
仙
)
を
あ
わ
せ
て
成
立
し
た
た
め
に
、
旧
藩
境
は
ま
っ
た
く
そ
の
存
在
意
義
を
喪
失
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
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造
に
い
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ま
で
の
経
緯

四

当
然
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
近
年
に
い
た
り
道
路
開
設
と
か
拡
幅
工
事
、
ま
た
開
拓
工
事
な
ど
に
よ
り
破
壊
さ
れ
消
滅
す
る
と
い
う
事
態
が
起
る
よ

う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
七
年
五
月
か
ら
同
三
八
年
三
月
ま
で
の
間
に
境
塚
が
三
五
ヶ
所
(
大
塚
七
、
中
塚
二
八
)
も
破
壊
さ
れ
た
な
ど
は
、
そ
の
例
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
史
跡
保
全
の
た
め
、
北
上
川
を
起
点
と
し
て
、
こ
れ
よ
り
西
方
駒
ヶ
岳
ま
で
と
、
北
上
川
以
東
唐
丹
湾
ま
で
と
の
二
つ
の
区
域
に
分
割
し
、

ま
ず
北
上
川
以
西
駒
ヶ
岳
に
い
た
る
ま
で
の
区
域
に
つ
い
て
昭
和
三
九
年
三
月
か
ら
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
北
上
川
以
西
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
す
で
に
発
表
し
て
お
い
た
。
岩
手
県
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
報
告
第
十
七
集
『
南
部
伊
達
両
藩
藩

境
塚

-
北
上
川
以
西
の
部
-

』

(
昭
和
四
二
年
三
月
刊
、
B
5
版
、
図
版
・
挿
図
と
も
二
九
一
貫
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
次
報
告
書
は
、
北
上
川
以
東
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

註1

東
北
地
方
建
設
局
岩
手
工
事
事
務
所
編
集
『
北
上
川
』
第
一
輯
1
・
5
・
9
頁

昭
和
四
八
年
三
月
刊
。

2

板
橋
源
・
司
東
寅
雄
・
佐
々
木
博
康
『
南
部
・
伊
達
灘
盤
境
塚
-
北
上
川
以
西
の
部
-

』
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
報
告
第
十
七
集
四
九
̃
五
〇
頁
、
五
三
̃
五
五
頁
、
昭
和

四
二
年
三
月
刊
。

3

同
上

四
五
̃
四
九
頁
。

4

同
上

五
〇
̃
五
一
頁
。

5

同
上

五
五
頁
・
五
七
頁
。

元
禄
十
二
年
生
江
助
内
園
貼
付
紙
墨
書
・
水
沢
市
日
高
神
社
所
蔵
元
文
四
年
六
月
文
書
。

6

同
上

五
七
̃
六
一
頁
。

7

岩
田
孝
三
、
『
関
址
と
藩
界
-
そ
の
歴
史
地
理
的
解
明
』
一
六
二
頁
。
昭
和
三
七
年
九
月
十
五
日
刊
、
校
倉
董
尻
。
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北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

北
上
川
以
東
、
太
平
洋
岸
唐
丹
湾
ま
で
の
調
査
は
昭
和
四
三
年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
て
、
昭
和
五
三
年
六
月
ま
で
八
次
に
わ
た
っ
て
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
八
次
に
わ
た
る
調
査
期
日
を
表
示
す
る
と
、

第 五 第 四 

讐 筆 第 里 

次 次 茨 茨 次 次 項 

19 同 22 同 25 同 20 同 l昭 
調 50 45 44 44 12和 

● 5 ● ● 11 ● ● 11 ● 

● 4 

43 ● 11 ● 6 

査 期 間 
14 16 19 ● 14 

l l l l 

__」 ハ 七 七 七 七 

調 査 日 数 

日 日 日 日 日 

問 間 間 間 間 

塚物 高 五 峠 黒 峠 松 坂 北 

調 査 

ま 見 原 輪 塚木 塚 坂 越 上 
で 塚 の 峠 ま 峠 ま 越 塚 川 

よ 物 塚 で 塚 で 塚 ま 東 
り 見 よ よ よ で 岸 

摘 要 

摺 塚 り り り よ 

鉢 ま 種 五 黒 り 

峠 で 山 輪 木 松 

第 i第 第 回 
八 七 葛」__● /ヽ 次 
次 次 次 項 

10 同 6 同 28 同 

調 53 
・

52 52 

6 ● 

4・ 
5 3 

査 期 間 
7 ● 30 ● 23 

l l l 

四 
_」。ふ ー一一」 調 
/ヽ ノヽ 

査 日 数 

日 日 日 

間 間 間 

を お 最 塚摺 書不積 摺 

調 査 

調 け 東 ま 鉢 の 可雪鉢 
査 る 端 で 峠 検 能 深峠 
藩 太 塚 討

○

く 塚 
境平 よ 

○

関 現 を 

摘 要 

界 洋 り 係 地再 
印 岸 狼 古調 確 
杭 に 岩 文査認 

○ 

つ
ぎ
に
八
次
に
わ
た
る
調
査
参
加
者
を
表
示
す
る
。
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川
以
東
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調
査
経
過

田 高 阿 鈴 斎 近 立 佐 司 板 参 

村 橋 部 木 藤 藤 花 々 東 橋 加 
木 者 

壮 隆 牧 隆 宗 敏 博 真 氏 
一 蔵 雄 英 哲 光 勝 康 雄 源 名 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
次 I 

1

第
一
次
調
査
概
要
(
第
二
図
用
)

昭
和
四
三
年
十
一
月
六
日

く
も
り
午
後
雨
。
北
上
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
県
文
化
財
係
長
佐
藤
昭
一
氏
を
中
心
に
北
上
市
教
育
委
員
会
滝
沢
義

雄
氏
を
ま
じ
え
て
調
査
事
務
の
う
ち
合
せ
を
な
す
。
午
後
、
土
地
の
古
老
多
田
政
蔵
氏
(
北
上
市
立
花
一
五
ノ
二
二
七
、
明
治
二
八
年
生
)
の
案
内
で

櫓
坂
の
下
の
大
塚
一
カ
所
と
急
峻
な
尾
根
の
上
に
あ
る
櫓
坂
挟
塚
を
調
査
。

七
日

晴
。
多
田
政
蔵
氏
の
案
内
で
調
査
順
調
に
す
す
む
。

八
日

晴
。
寺
坂
旧
道
を
は
さ
み
東
西
に
向
い
あ
っ
て
い
る
二
基
の
塚
は
一
里
塚
で
あ
り
、
寺
坂
峠
の
境
塚
は
新
道
開
墾
で
消
滅
し
て
い
た
。
橋
田

坂
(
旧
南
部
領
北
上
市
立
花
字
上
野
と
旧
伊
達
領
北
上
市
稲
瀬
町
字
熊
沢
を
結
ぶ
道
路
)
の
境
塚
も
新
道
切
通
し
工
事
で
消
滅
。
飯
盛
坂
(
旧
南
部
領

北
上
市
立
花
字
中
村
と
旧
伊
達
領
北
上
市
口
内
町
字
飯
森
を
結
ぶ
道
路
)
で
は
境
塚
が
一
基
(
道
の
北
側
の
も
の
)
だ
け
新
道
切
通
し
工
事
で
半
壊
し



て
残
存
。
こ
れ
は
土
地
の
古
老
佐
藤
初
治
氏

(
明
治
二
八
年
生
)

の
案
内
に
よ
り
確
認
。

九
日

く
も
り
、
や
が
て
雨
。
尾
野
将
次
郎
(
明
治
三
二
年
生
)
・
小
原
金
七
(
明
治
一
二
一
年
生
)

の
二
氏
の
案
内
で
多
岐
峠
に
い
た
り
し
も
新
道

切
通
し
工
事
の
際
、
境
塚
は
消
滅
し
た
こ
と
を
確
認
。
つ
ぎ
に
万
内
峠
に
い
た
る
。
こ
の
頃
よ
り
雨
。
こ
の
峠
に

『
塞
之
神
』
と
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
り
、

新
道
切
通
し
で
半
壊
し
た
境
塚
残
存
。
さ
ら
に
ア
ク
シ
ロ

(
悪
代
)
境
塚
に
向
う
。
こ
れ
も
新
道
切
通
し
工
事
で
半
壊
。
後
藤
語
氏
の
説
明
に
よ
り
判

明
。
ヤ
ハ
ズ
森
の
鞍
部
を
経
て
旧
南
部
領
の
黒
岩
の
鴻
ノ
巣
に
あ
る
旧
御
番
所
跡
に
い
た
る
。

一
〇
日

晴
。
尾
野
将
次
郎
氏
の
案
内
で
西
つ
み
谷
地
(
旧
南
部
領
の
北
上
市
立
花
の
湯
沢
と
旧
仙
台
領
の
北
上
市
口
内
町
の
水
押
を
結
ぶ
道
路
)

に
い
た
る
。
西
つ
み
谷
地
付
近
一
帯
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
広
大
な
開
田
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
境
塚
は
消
滅
し
て
い
た
。
西
つ

み
の
谷
地
よ
り
山
稜
を
の
ぼ
り
物
見
山
に
い
た
る
。
展
望
雄
大
。
稜
線
沿
い
に
東
方
に
く
だ
り
松
崎
越
(
旧
南
部
領
の
東
和
町
中
内
の
上
浮
田
・
宮
田

部
落
と
旧
仙
台
領
の
北
上
市
口
内
町
水
押
と
を
結
ぶ
道
路
)
に
お
い
て
境
塚
一
基
残
存
。
芦
沢
越
の
峠
で
は
古
道
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
が
、
尾
野

将
次
郎
氏
や
地
元
の
大
滝
潤
治
(
明
治
十
五
年
一
月
三
日
生
)
・
伊
東
祐
司
(
明
治
三
三
年
九
月
二
九
日
生
)
両
氏
に
う
か
が
っ
て
も
御
存
知
な
か
っ

た
。
峠
一
帯
を
さ
ら
に
探
索
し
た
が
境
塚
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

十
一
日

小
雨
。
晴
れ
あ
が
っ
た
り
強
風
と
な
っ
た
り
し
た
寒
い
日
。
小
豆
沢
峠
(
旧
南
部
領
の
東
和
町
中
内
の
上
浮
田
と
旧
仙
台
領
北
上
市
口
内
町

芦
沢
と
を
結
ぶ
道
路
)

の
西
側
に
一
基
残
存
。
東
側
は
新
道
切
通
し
の
た
め
消
滅
。
松
坂
越
(
旧
南
部
領
の
東
和
町
中
内
の
上
浮
田
と
旧
仙
台
領
北
上

市
口
内
町
松
坂
と
を
結
ぶ
道
路
)

の
峠
に
は
境
塚
二
基
残
存
。
石
峠
(
旧
南
部
領
の
東
和
町
中
内
の
下
浮
田
と
旧
仙
台
領
の
北
上
市
口
内
町
新
田
を
結

ぶ
道
路
)
付
近
の
境
塚
は
新
道
切
通
し
の
た
め
消
滅
し
た
も
の
か
見
当
ら
ず
。

十
二
日

晴
。
六
日
(
今
次
第
一
日
日
)

の
出
発
起
点
北
上
川
東
岸
に
い
た
り
、
石
積
み
の
塚
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
た
。
確
認
す
る
た
め
土
地
の

古
老
渡
辺
真
佐
二
氏
(
明
治
十
七
年
十
二
月
四
日
生
)
宅
を
訪
ね
、
「
境
を
つ
い
た
と
こ
ろ

(
註
、
境
塚
の
こ
と
)

は
三
カ
所
あ
っ
て
、
一
つ
は
山
の

上
(
櫓
坂
の
こ
と
)
、
一
つ
は
射
撃
場
の
そ
ば

(
旧
陸
軍
の
射
撃
場
の
こ
と
で
、
現
在
の
射
撃
場
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
櫓
坂
の
下
の
境
塚
の

こ
と
で
あ
る
)
と
、
も
う
一
つ
は
北
上
川
の
す
ぐ
東
に
二
基
づ
つ

(
挟
塚
の
こ
と
)

で
、
三
カ
所
あ
っ
た
。
川
の
東
の
塚
は

(
道
路
の
東
の
)
水
路
工

事
の
さ
い
、
水
路
と
な
っ
て
つ
ぶ
さ
れ
て

(
消
滅
し
て
)

し
ま
っ
た
。
工
事
は
い
ま
か
ら
五
十
五
年
ほ
ど
前
(
三
十
一
̃
二
歳
頃
)

の
こ
と
で
、
そ
の
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八

と
き
そ
こ
で
か
せ
い
だ
(
働
い
た
)
。
ま
た
、
そ
こ
ら
の
崖
(
露
頭
に
な
っ
て
い
る
岩
場
の
こ
と
)
か
ら
石
を
と
っ
て
工
事
に
つ
か
っ
た
。
」
と
い
う

教
示
を
え
た
。
そ
れ
で
、
北
上
川
東
岸
の
挟
塚
は
水
路
工
事
の
さ
い
消
滅
し
、
石
積
み
の
塚
ら
し
い
も
の
は
同
工
事
の
さ
い
採
石
し
た
石
積
み
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
六
日
(
第
一
日
日
)
に
調
査
し
た
櫓
坂
の
下
の
大
塚
は
、
旧
南
部
領
の
境
塚
で
あ
り
、
沢
を
へ
だ
て
た
崖
の
上
に
旧
仙
台
領
の
境
塚
が
一
基

あ
り
、
結
局
、
挟
塚
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

和
賀
郡
東
和
町
宮
田
中
山
の
平
野
工
司
氏
所
蔵
に
藩
境
塚
古
絵
図
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
書
写
年
月
日
の
記
載
が
な
い
の
で
正
確
な
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
未
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
こ
れ
は
寛
永
十
九
年
(
一
六
四
二
)
南
部
・
伊
達
両
藩
が
藩
境
を
決
定
し
た
と
き
以
来
、
代
々
の
御
境
古
人
に
備
忘
用

と
し
て
交
付
さ
れ
た
絵
図
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
明
白
で
あ
る
。
絵
図
面
は
御
境
古
人
の
家
柄
に
だ
け
伝
承
さ
れ
た
貴
重
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
今
次
調
査
概
要
を
摘
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

北
上
川
東
岸

一
駒

①
立
花
土
橋
挟
塚
(
昭
和
七
年
の
用
水
路
切
通
し
工
事
で
消
滅
)

一
飾

黙
認
挟
塚
(
仙
台
領
一
基
、
東
西
五
・
五
〇
m
、
南
北
六
m
の
方
形
、

態
挟
塚
(
二
基
現
存
。
両
塚
と
も
五
m
弱
の
方
形
で
高
さ
も

阻530
‖
日
生

と
も
に
六
〇
の
)

④
寺
坂
境
塚
(
新
道
切
通
し
工
事
で
消
滅
。
但
し
塞
神
塚
一
基
現
存
。

皿094一l

「
郡
村
境
標
」
と
刻
ん
で
あ
る
石
碑
を
今
回
発
掘
)

⑤
橋
田
坂
境
塚
(
切
通
し
工
事
で
消
滅
。
但
し
塞
神
塚
一
基
現
存
)

高
約
二
m
。
南
部
領
一
基
、
一
辺
五
m
の
方
形
、
高
一

・
七
〇
m
。
以
上
二
基
現
存
)

1,265量血



⑥
飯
盛
坂
境
塚

一
皿

⑦
多
岐
峠
境
塚

一
曲

⑧
戒
郎
峠
境
塚

一
柳

(
北
側
の
一
基
は
新
道
切
通
し
工
事
で
半
壊
し
な
が
ら

も
残
存
。
塞
神
塚
三
基
あ
り
。
残
存
境
塚
は
五
m
の

方
形
で
高
さ
六
五
肋
)

(
国
道
一
〇
七
号
線
の
切
通
し
工
事
で
消
滅
)

物
見
峠
(
物
見
山
、
標
高
二
九
二
偽
)

㍍

⑪
松
崎
越
境
塚
(
南
部
領
側
に
一
基
残
存
。
東
西
五
m
、
南
北
三
・
七

m
、
高
六
〇
の
)

(
新
道
切
通
し
工
事
で
半
壊
し
て
い
る
が
残
存
。
一
辺

五
m
の
方
形
、
高
九
〇
誓

こ
こ
に
「
塞
之
神
」
と

刻
ん
だ
石
碑
あ
り
)

⑫
芦
沢
境
塚
(
現
存
せ
ず
)

⑨
悪
代
境
塚
(
田
瀬
ダ
ム
利
用
の
用
水
路
工
事
で
半
壊
し
て
い
る
が
一

⑬
小
豆
沢
越
境
塚
(
南
部
領
側
に
一
基
現
存
。
東
西
二
・
二
〇
m
、
南

基
残
存
。
一
辺
五
m
以
上
の
方
形
、
高
五
〇
肋
)

mOO2

北
も
二
・
二
〇
m
の
方
形
、
高
五
〇
誓
仙
台
領

側
境
塚
は
新
道
切
通
し
工
事
で
消
滅
)

⑳
ヤ
ハ
ズ
森
境
塚

(
田
瀬
ダ
ム
利
用
の
用
水
路
工
事
で
半
壊
し
て
い
る

が
旧
道
の
両
側
に
二
基
残
存
。
高
三
〇
の
し
か
残

っ
て
い
な
い
の
で
境
塚
の
原
形
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
)

⑭
松
坂
越
境
塚
(
九
m
は
な
れ
て
二
基
現
存
。
東
塚
は
東
西
四
m
、
南

北
も
四
m
、
高
七
〇
誓
西
塚
は
東
西
二
・
二
m
、

南
北
も
二
・
二
m
、
高
五
〇
の
)

⑮
大
石
峠
(
カ
ラ
ス
ダ
越
)
境
塚

西
つ
み
の
谷
地

一
朝

以
上
の
ご
と
く
、
今
次
調
査
の
総
延
長
約
一
五
・
九
皿
に
わ
た
る
境
塚
一
五
カ
所
の
う
ち
、
近
年
の
開
発
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
全
く
消
滅
し
た
も
の

六
カ
所
。
半
壊
程
度
で
残
存
す
る
も
の
六
カ
所
、
完
全
に
残
っ
て
い
る
も
の
三
カ
所
で
あ
る
。

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
章
北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

一
〇

昔
の
地
形
や
境
塚
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
明
治
十
五
年
生
れ
の
大
滝
潤
治
氏
、
明
治
十
七
年
生
れ
の
渡
辺
真
佐
二
氏
、
明
治
二
八
年
生
れ
の
多
田
政

蔵
・
佐
藤
初
治
の
両
氏
、
明
治
三
二
年
生
れ
の
尾
野
将
次
郎
氏
、
明
治
三
年
生
れ
の
小
原
金
七
氏
、
明
治
三
三
年
生
れ
の
伊
東
祐
司
氏
な
ど
で
あ
っ

て
、
こ
う
い
っ
た
方
々
の
教
示
な
し
に
は
今
次
調
査
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
お
そ
ら
く
今
後
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

山
の
地
理
に
明
る
い
古
老
達
の
高
齢
化
、
そ
し
て
近
年
の
土
地
開
発
の
急
速
化
、
こ
う
い
っ
た
時
点
に
お
け
る
今
次
調
査
は
緊
急
を
要
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

2

第
二
次
調
査
概
要
(
第
二
図
の
)

昭
和
四
四
年
四
月
十
四
日

く
も
り
時
々
晴
。
北
上
市
教
育
委
員
会
に
て
関
係
者
一
同
事
務
う
ち
合
せ
を
と
げ
、
土
地
の
伊
達
宗
成
(
江
刺
市
梁
川

字
舘
下
三
八
、
明
治
三
二
年
六
月
七
日
生
)
・
佐
藤
賢
午
(
江
刺
市
梁
川
字
赤
部
一
四
三
、
明
治
三
九
年
七
月
十
五
日
生
)
両
氏
の
案
内
で
、
柳
の

清
水
(
旧
称
、
寛
の
清
水
)
・
一
ツ
石
・
ニ
ッ
石
方
面
を
調
査
。

十
五
日

昨
夜
か
ら
の
雨
、
終
日
止
ま
ず
。
踏
査
不
可
能
の
た
め
全
日
室
内
作
業
。

十
六
日

快
晴
。
佐
藤
賢
午
氏
の
案
内
で
箱
岩
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
よ
り
藩
境
を
西
進
。
途
中
標
高
四
三
〇
m
の
二
等
三
角
点
を
通
過
。
さ
ら
に
西
進

し
境
塚
二
基
を
発
見
。
さ
ら
に
西
進
し
石
峠
に
達
す
。
地
元
の
菅
野
市
郎
氏
(
北
上
市
口
内
町
新
田
一
九
九
、
明
治
三
七
年
六
月
一
日
生
)
の
案
内
で

石
峠
の
西
の
大
石
峠
の
境
塚
を
確
認
。

十
七
日

雨
、
午
前
八
時
三
〇
分
頃
雪
と
な
る
。
佐
藤
賢
午
・
今
野
由
松
(
江
刺
市
梁
川
字
赤
部
四
六
五
、
明
治
三
三
年
十
月
一
日
生
)
両
氏
の
案

内
で
箱
岩
よ
り
東
進
し
ツ
キ
山
ド
ゥ
の
北
方
の
藩
境
ま
で
調
査
。

十
八
日

く
も
り
。
雪
が
降
っ
た
り
う
す
日
が
さ
し
た
り
し
た
か
、
終
日
寒
風
は
げ
し
。
阿
部
豊
志
(
江
刺
市
梁
川
字
武
道
坂
四
二
八
、
明
治
三

六
年
二
月
八
日
生
)
・
菊
池
国
雄
(
江
刺
市
梁
川
字
柳
沢
五
三
、
大
正
三
年
一
〇
月
十
八
日
生
)
両
氏
の
案
内
で
ツ
キ
山
ド
ゥ
か
ら
武
道
坂
・
金
成
山

(
標
高
五
四
〇
・
八
〇
m
の
三
角
点
)
を
経
て
樺
峠
ま
で
調
査
。

十
九
日

く
も
り
。
終
日
寒
風
吹
く
。
楠
田
清
五
郎
氏
(
江
刺
市
梁
川
字
四
ツ
西
風
四
七
、
明
治
四
四
年
十
一
月
二
〇
日
生
)
の
案
内
で
、
樺
峠
・



架
峠
・
叢
溌
警
南
部
領
で
は
「
覚
間
沢
」
の
文
字
を
あ
て
て
い
る
)
・
箱
石
峠
を
経
て
黒
木
峠
(
ニ
ッ
塚
)
に
い
た
る
。
こ
れ
は
挟
塚
で
二
基

現
存
。

二
〇
日

晴
。
宿
舎
に
て
図
面
整
理
。

北
上
川
以
東
の
第
二
次
調
査
成
果
を
摘
記
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ー

両
藩
の
御
境
争
論
が
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
か
ら
寛
永
十
九
年
(
一
六
四
二
)
ま
で
約
半
世
紀
に
お
よ
び
、
藩
境
塚
を
築
造
す
る
に
い
た
っ
た

の
で
あ
る
が
、
北
上
山
地
に
お
い
て
は
急
峻
な
山
稜
も
あ
る
ほ
か
に
、
緩
傾
斜
を
な
し
平
原
状
の
箇
所
も
あ
る
の
で
、
境
塚
を
探
索
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
第
二
次
調
査
に
あ
た
っ
て
も
第
一
次
調
査
の
終
了
地
点
で
あ
っ
た
石
峠
か
ら
既
往
の
調
査
線
を
再
吟
味
し
、
そ
れ
か
ら
再
出
発
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
第
一
次
調
査
で
は
石
峠
を
⑮
と
マ
ー
ク
し
て
お
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
石
峠
の
東
に
、
即
ち
⑭
松
坂
越
境
塚
と
⑮
石
峠
境
塚

と
の
中
間
に
大
石
峠
境
塚
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
、
大
石
峠
境
塚
を
⑮
と
マ
ー
ク
し
、
石
峠
境
塚
を
⑮
と
訂
正
す
る
。
こ
こ
か
ら
第

二
次
調
査
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

⑭
松
坂
越
境
塚
(
第
一
次
調
査
済
、
二
基
現
存
)

大
峠
西
境
塚
(
サ
イ
ノ
神
塚
一
基
現
存
。
東
西
三
・
四
m
の
方
形
、

阻0401

高
四
七
誓
古
絵
図
で
は
「
蟹
沢
越
」
に
あ
た
る
)

⑮
大
石
峠
境
塚
(
道
路
の
東
寄
り
に
一
基
残
存
。
東
西
四
m
、
南
北
五

⑰
大
峠
境
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
四
m
、
南
北
四
m
の
方
形
、
高
七
〇

mO64

m
の
ほ
ぼ
方
形
。
高
八
〇
の
)

m
∴
∴
肋
)

056

⑯
石
峠
境
塚
(
第
一
次
調
査
済
、
大
正
十
五
年
ご
ろ
の
道
幅
拡
張
工
事

の
際
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
)

五
両
峠
(
標
高
四
三
〇
m
、
塚
な
し
)

一
柳

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

箱
岩

(
東
西
一
三
m
、
幅
三
m
の
巨
大
な
凝
灰
岩
あ
り
。
塚
な
し
)

不
動
岩

(
塚
な
し
)

皿0041

m576

梁
川
・
土
沢
バ
ス
路
線
(
仙
台
領
古
道
の
西
側
に
サ
イ
ノ
神
塚
一
基

武
道
坂
カ
チ
道
(
こ
の
カ
チ
(
徒
歩
)
道
の
西
側
に
サ
イ
ノ
神
塚
あ

あ
り
。
東
西
六
・
三
m
、
南
北
五
・
五
m
、

高
一
・
六
m
)

mO53

り
。
東
西
・
南
北
と
も
に
二
・
五
〇
m
、
高
〇
・

六
の
)

柳
の
清
水
(
昔
は
「
境
の
清
水
」
と
称
し
藩
境
の
目
じ
る
し
で
あ
っ

武
道
坂
馬
道
(
五
万
分
の
一
地
図
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
「
武
道
坂
」

ツ < ツ

1,000址石 32m 石130m

た
と
い
う
。
一
辺
九
〇
肋
の
方
形
石
組
枠
の
清
水
。
塚

な
し
)

(
東
西
八
・
二
〇
m
、
南
北
四
m
、
高
三
m
の
花
崗
岩
。

こ
れ
が
藩
境
の
目
じ
る
し
で
あ
っ
た
と
い
う
。
塚
な
し
)

mO53

補
騎
総
帥
明
神

(
二
つ
の
う
ち
南
側
の
石
は
東
西
四
m
、
南
北
二
m
、
高

二
m
。
北
側
の
石
は
東
西
四
・
五
m
、
南
北
一
二
m
、
高

三
m
。
と
も
に
花
崗
岩
で
両
石
は
約
三
m
は
な
れ
て
い

る
。
藩
境
の
目
じ
る
し
で
あ
っ
た
と
い
う
)

金だ

< 成育←
350m 山 175m

で
あ
る
。
昭
和
四
三
年
の
道
路
拡
幅
工
事
で
サ
イ
ノ

神
塚
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
古
絵
図
に
は
「
神

威
峠
七
曲
」
と
あ
る
の
が
こ
の
馬
道
に
あ
た
る
ら
し
い
)

(
建
設
省
で
建
設
し
た
「
金
成
山
反
射
板
」
が
二
基

あ
る
)

(
標
高
五
四
〇
・
八
〇
m
の
三
角
点
あ
り
。
古
絵
図
の

「

神
鳴
明
神
峠
」
に
あ
た
る
。
塚
な
し
)

ツ
ギ
ヤ
マ
堂
北
側
裏
手
の
山
路
(
塚
な
し
)

(
標
高
四
六
三
m
の
東
、
塚
な
し
。
こ
の
間
の
戦
時
中
ま

で
は
北
側
の
大
鹿
部
落
と
南
側
の
大
岳
部
落
の
う
ち
の

中
岳
(
字
名
)
と
を
結
ぶ
峠
道
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
)

黒
戸
細
道

一
陶

樺
霊

(
五
万
分
の
一
地
図
で
は
梁
川
字
向
川
目
と
東
和
町
宮
守

の
田
瀬
を
結
ぶ
道
の
鞍
部
の
こ
と
で
あ
る
。
塚
な
し
)

(
積
石
塚
が
あ
っ
た
が
、
五
〇
年
ほ
ど
前
に
道
路
拡
幅
工

事
で
破
壊
消
滅
し
た
と
い
う
。
古
絵
図
に
よ
れ
ば
、
積

石
塚
は
サ
イ
ノ
神
塚
で
あ
っ
た
。
境
塚
な
し
)



水
木
峠

(
梁
川
字
四
ツ
西
風
と
東
和
町
大
野
と
の
間
に
あ
る
峠
で

あ
る
が
、
今
は
歩
い
て
い
な
い
)

ガ
ク
マ
沢
越
(
古
絵
図
に
よ
れ
ば
「
ガ
ク
マ
沢
越
」
と
「
黒
木
峠
」

と
の
間
に

「
苦
境
塚
三
ツ
有
」
と
注
記
さ
れ
て
あ
る

塚
は
現
存
し
て
い
な
い
)

箱
石
長
根
(
標
高
四
八
一
m
。
南
部
側
覚
間
沢
と
梁
川
字
砥
谷
沢
と

を
結
ぶ
峠
。
塚
な
し
)

⑱
黒
木
峠
(
ニ
ッ
塚
境
塚
)

(
二
基
向
い
合
っ
て
挟
塚
が
あ
る
の
で
、

ニ
ッ
塚
境
塚
と
通
称
し
て
い
る
。
北
側

塚
は
東
西
五
・
六
m
、
南
北
五
・
二
m
、

高
一
・
六
m
の
方
形
。
南
側
塚
は
東
西

五
・
二
m
、
南
北
五
・
三
m
、
高
一
・

五
m
の
方
形
。
挟
塚
の
間
隔
約
一
七
m
。

サ
イ
ノ
カ
、
、
、
塚
は
南
側
挟
塚
の
西
方
約

九
m
離
れ
て
現
存
し
東
西
四
・
三
m
、

南
北
四
・
一
m
、
高
二
・
三
m
の
方
形
。
)

3

第
三
次
調
査
概
要
(
第
二
図
小
田
㈲
)

黒
木
峠
ニ
ッ
塚
か
ら
東
方
の
五
輪
峠
塚
ま
で
の
藩
境
塚
は
何
年
か
放
置
さ
れ
る
と
樹
木
が
茂
り
通
行
も
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
境
塚
も
崩

れ
見
わ
け
が
困
難
に
な
る
よ
う
な
地
形
に
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
寛
政
七
年
(
一
七
九
三
)
の
「
乍
恐
奉
願
候
御
車
」
と
い
う
文
書
に

「
江
刺
郡
人
首
相
南
部
御
境
黒
木
通
よ
り
五
輪
迄
之
内
、
御
境
通
り
至
両
生
茂
り
、
通
用
も
相
成
難
に
罷
成
り
申
侯
」

と
か

「
人
首
村
南
部
御
境
黒
木
通
り
よ
り
五
輪
迄
之
内
、
御
境
塚
大
破
所
、
御
塚
形
も
難
相
見
得
罷
成
申
侯
付
、
此
度
御
修
覆
被
成
下
度
段
、
別
紙
願
申

註
2

上
候
」

な
ど
と
見
え
て
い
る
の
で
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
し
て
や
明
治
維
新
後
、
今
日
ま
で
放
置
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
探
査
は
容
易
で
な
い
の
で
あ
る
。
幸
に
も
昭
和
四
〇
年
十
二
月
に
岩
手
県

立
岩
谷
堂
農
林
高
等
学
校
の
林
業
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
黒
木
峠
ニ
ッ
塚
か
ら
五
輪
峠
ま
で
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
力
な
手
が
か
i
り
で
あ
る

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

二
二



第
二
車

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

し
、
今
次
調
査
に
も
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
銘
記
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。
た
だ
し
、
塚
二
基
で
セ
ッ
ト
を
な
し
て
あ
る
挟
塚
を
二
箇
所

の
境
塚
と
し
て
数
え
た
り
、
境
塚
で
な
い
石
づ
み
の
場
所
を
境
塚
と
誤
認
し
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
些
末
な
誤
り
と

い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
貴
重
な
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

調
査
経
過
を
摘
記
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

昭
和
四
四
年
十
一
月
十
九
日

く
も
り
の
ち
雨
、
の
ち
雪
。
江
刺
市
教
育
委
員
会
に
て
事
務
う
ち
合
せ
を
と
げ
、
調
査
起
点
現
地
を
巡
検
し
、
古
文

書
の
整
理
作
業
。

二
〇
日

暗
。
地
元
の
千
葉
努
・
千
葉
栄
進
両
氏
の
案
内
を
い
た
だ
き
、
黒
木
峠
二
つ
塚
か
ら
小
峠
塚
に
い
た
る
。
千
葉
努
氏
は
明
治
三
五
年
生
、

千
葉
栄
進
氏
は
明
治
三
八
年
生
。
こ
う
い
う
方
々
か
ら
の
聴
き
と
り
が
で
き
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
っ
た
。

二
一
日

晴
。
午
後
三
時
よ
り
小
雪
。
小
峠
塚
よ
り
本
日
も
千
葉
努
・
千
葉
栄
進
両
氏
の
案
内
で
平
塚
ま
で
す
す
む
。

二
二
日

晴
。
千
葉
左
膳
・
千
葉
栄
進
両
氏
の
案
内
に
て
明
神
長
根
(
明
神
平
)
ま
で
順
調
に
進
行
。

二
三
日

勤
労
感
謝
の
日
、
晴
の
ち
く
も
り
。
千
葉
操
氏
の
案
内
で
早
坂
長
根
塚
ま
で
す
す
む
。
千
葉
操
氏
は
明
治
四
三
年
生
れ
。

二
四
日

く
も
り
の
ち
雪
。
千
葉
努
・
千
葉
林
治
(
明
治
三
四
年
生
)
・
菊
池
甚
之
進
(
明
治
二
八
年
生
)
諸
氏
の
案
内
に
て
五
輪
塚
ま
で
す
す
む
。

二
五
日

風
雪
。
測
図
の
点
検
。

⑱

黒
木
峠
ニ
ッ
塚
(
第
二
次
調
査
済
。
岩
谷
堂
農
林
高
校
林
業
ク
ラ

⑳
小
峠
塚

ブ
測
図
(
以
下
岩
農
側
と
略
称
)

の
勅
4
 
8
と
勅

4
 
9
に
あ
た
る
)

mO501
訂
‖
‖

(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
九
五
m
、
南
北
五
・
四
〇
m
の

方
形
、
高
一
・
七
〇
m
、
岩
農
測
肌
2
 
5
)

⑲
黒
木
峠
中
ノ
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
五
・
三
m
、
南
北
五
・
四
m
の

⑪
獅
子
神
塚
1
号
(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
八
〇
m
、
南
北
三
・
八
〇

435.60m

方
形
、
高
一
・
八
五
m
。
岩
農
測
肋
4
 
1
)

128.50m

m
の
方
形
、
高
八
二
㌢
岩
農
測
肋
2
 
4
)



⑳
獅
子
神
塚
2
号

一
飾

⑳
獅
子
神
塚
3
号

一
桁

⑭
獅
子
神
塚
4
号

(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
四
〇
m
、
南
北
四
・
五
〇

偽
の
方
形
、
高
七
八
㌢
岩
農
測
勅
2
 
3
)

m

る
し
で
あ
っ
た
と
い
う
)

03

⑳
す
り
こ
ぼ

(
後
)
塚
(
「
寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日
申
合
候
境
目
之

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
八
〇
m
、
南
北
三
・
七
〇

m
の
方
形
、
高
八
〇
㌢
岩
農
測
勅
2
 
2
)

一三

197 m

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
七
〇
m
、
南
北
三
・
六
五

m
の
方
形
、
高
五
六
誓
岩
農
測
肌
2
 
1
)

147.50 m

⑳
獅
子
神
塚
5
号

mO
-
」
J64

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
四
〇
m
、
南
北
三
・
三
〇

m
の
方
形
、
高
一
・
三
〇
偽
。
岩
農
測
勅
2
 
0
)

96.40m

覚
」

に
は

「
す
り
こ
場
後
塚
」
、
「
和
賀
郡

東
和
町
、
平
野
工
司
所
蔵
絵
図
」

に
は
「
す

り
こ
場
」
と
み
え
て
い
る
塚
で
、
一
基
現
存
。

東
西
四
伽
、
南
北
四
・
四
〇
m
の
方
形
、
高

一
・
六
〇
m
。
岩
農
測
な
し
)

(
米
里
か
ら
学
問
沢
(
南
部
領
で
は
覚
間
沢
)
を
経
て
東

和
町
田
瀬
に
い
た
る
バ
ス
路
線
)

⑳
獅
子
神
塚
6
号

一
…

㊨
平
塚

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
七
〇
m
、
南
北
三
・
二
〇

肋
の
方
形
、
高
一
・
一
九
m
。
岩
農
測
肌
1
 
9
)

⑳
丸
森
塚

一
駒

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
五
〇
肋
、
南
北
三
・
三
〇
m
の

方
形
、
高
八
七
誓
岩
費
測
肋
1
 
7
)

⑳
お
っ
は
り
塚
(

「
和
賀
郡
東
和
町
、
平
野
工
司
所
蔵
絵
図
」
に
は
「

境 大き

松∴< 首霊書く

20.50m道 5.50m

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
五
〇
m
、
南
北
四
・
五
〇
m
の

方
形
、
高
五
六
誓
岩
麗
測
に
は
な
し
)

(
「
寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日
申
合
候
境
目
之
覚
」
に
「
人

首
道
」
と
み
え
て
い
る
古
道
で
あ
る
)

m83
(
ソ
〕

(
傘
形
に
開
い
て
い
る
松
の
古
樹
で
、
昔
は
藩
境
の
目
じ

釦
織
鍵
l
号

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

お
っ
は
り
」
塚
の
す
ぐ
西
方
に
小
川
が
画
か
れ
て
お

り
「
大
田
川
」
と
注
記
し
て
あ
る
。
現
地
は
こ
の
絵

図
通
り
、
北
方
に
流
れ
る
幅
約
三
肋
の
小
川
が
あ
り
、

そ
の
東
岸
約
四
〇
m
に
一
基
現
存
。
東
西
三
・
四
五

m
、
南
北
三
・
九
〇
m
の
方
形
、
高
九
六
誓
岩
農

測
肋
1
4
)

(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
六
〇
m
、
南
北
三
・
五
〇
脇

一
五



第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

の
方
形
、
高
八
七
㌢
岩
農
測
肋
1
 
3
)

一
六

の
方
形
、
高
九
四
の
。
岩
度
胸
了
)

⑳
狼
欠
塚
2
号
(
一
基
現
存
。
東
西
三
m
、
南
北
二
・
七
〇
m
の
方
形
、

⑳
早
坂
長
根
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
五
〇
m
、
南
北
三
・
七
〇
m

高
七
八
㌢

岩
農
測
な
し
)

の
方
形
、
高
九
二
誓
岩
農
測
肋
6
)

⑳
狼
欠
塚
3
号
(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
三
〇
m
、
南
北
四
・
四
〇
m

⑰
笹
(
森
)
長
根
塚
(
「
寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日
申
合
侯
境
目
之
覚
」

の
方
形
、
高
一
・
一
三
m
。
岩
農
測
堀
口
)

⑭
明
神
長
根
(
明
神
平
)
塚
(

「
寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日
申
合
候
境

目
之
覚
」
に
は
「
明
神
長
根
塚
」
、
「

和
賀
郡
東
和
町
、
平
野
工
司
所
蔵
絵
図
」

に
は
「
明
神
平
」
と
あ
る
。
標
高
六
二

三
・
一
〇
m
の
明
神
山
の
山
頂
直
下
の

稜
線
上
に
一
基
現
存
。
東
西
三
m
、
南

北
三
・
三
〇
m
の
方
形
、
高
七
〇
㌢

岩
農
測
勅
1
 
0
)

で
は

「
笹
森
長
横
塚
」
、
「
和
賀
郡
東
和
町
、

平
野
工
司
所
蔵
絵
図
」
で
は

「
さ
さ
永
根
」
と

み
え
て
い
る
。
一
基
現
存
。
東
西
二
・
八
〇
m
、

南
北
三
・
四
〇
m
の
方
形
、
高
七
四
誓

岩
農

測
肋
3
)

⑳
五
輪
峠
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
一
〇
m
、
南
北
三
・
五
〇
m
の

319.50m

方
形
。
高
五
七
肋
。
岩
農
測
肱
2
)

⑳
五
輪
塚

(
米
里
か
ら
宮
守
村
の
鱒
沢
に
い
た
る
途
中
の
五
輪
峠
に

明
神
長
根
・
長
者
屋
敷
両
塚
間
の
基
の
神
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
三

・
八
〇
m
、
南
北
四
・
八
〇
m
、
高
一

・
一
〇
m
。
古
絵
図
に
い
う
「
南
山
道
」

か
。
道
路
廃
絶
し
た
た
め
か
痕
跡
不
明
。

岩
農
測
肌
8
)

⑳
長
者
屋
敷
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
三
・
七
〇
m
、
南
北
三
・
八
〇
m

道
を
挟
ん
で
東
西
に
二
基
向
い
合
っ
て
あ
る
が
、
馬
の

放
牧
の
た
め
達
成
し
た
土
塁
が
あ
り
、
土
塁
は
塚
を
通

過
す
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
た
め
二
基
と
も
半
壊
し
て

残
存
。
挟
塚
の
西
側
塚
は
東
西
三
・
四
〇
m
、
南
北
三

m
、
高
五
三
誓
東
側
塚
は
東
西
四
・
二
〇
m
、
南
北

四
m
、
高
一
・
〇
五
m
で
挟
塚
の
間
隔
は
約
二
〇
m
。

岩
農
測
は
西
側
を
脇
1
と
し
て
い
る
。
ま
た
西
側
塚
の



東
北
約
二
五
・
五
〇
偽
に

(
南
部
藩
側
)
高
約
二
・
四

〇
m
の
石
造
五
輪
塔
一
基
が
あ
る
)

北
上
川
以
東
第
三
次
調
査
は
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
。

4

第
四
次
調
査
概
要
(
第
二
図
の
・
㈲
)

昭
和
四
五
年
十
一
月
十
六
日

雪
、
午
後
時
々
陽
が
さ
す
天
気
と
な
る
。
米
里
公
民
館
で
事
務
う
ち
合
せ
。
午
後
、
土
地
の
古
老
千
葉
林
治
(
明
治

三
四
年
十
一
月
五
日
生
)
・
千
葉
栄
進
(
明
治
三
八
年
二
月
四
日
生
)
両
氏
の
ほ
か
松
渕
華
氏
と
共
に
第
三
次
調
査
の
終
点
で
あ
っ
た
五
輪
峠
に
い
た

り
、
そ
れ
よ
り
東
南
方
に
藩
境
を
探
索
。

十
七
日
快
晴
、
風
も
な
し
。
人
首
町
よ
。
五
輪
峠
塚
に
い
た
り
、
そ
れ
に
つ
づ
く
南
部
御
仮
屋
場
塚
●
沢
内
洞
頭
塚
肩
車
シ
長
嶺
塚
.
肝
胆
下

シ
長
嶺
・
毛
無
峠
塚
ま
で
を
調
査
。
北
新
田
・
上
大
内
沢
を
経
て
下
山
。
本
日
の
案
内
は
千
葉
林
治
・
千
葉
栄
進
の
両
氏
。

十
八
日

快
晴
、
風
も
な
し
。
地
も
と
の
佐
藤
万
之
助
(
明
治
三
八
年
三
月
二
五
日
生
)
・
千
葉
林
治
両
氏
の
案
内
で
人
首
町
よ
り
中
沢
・
狭
石
(

ハ
サ
・
、
、
イ
シ
、
狭
の
字
で
あ
っ
て
挟
字
で
は
な
い
。
念
の
た
め
特
記
し
て
お
く
)
・
戸
中
(
ト
チ
ュ
ウ
)
を
経
て
前
日
の
毛
無
峠
に
い
た
る
。
そ
れ
よ

り
大
ふ
き
棚
塚
ま
で
進
み
、
山
本
川
源
流
の
渓
谷
頭
か
ら
山
本
・
二
股
・
九
才
坂
・
戸
車
(
戸
久
沢
と
も
い
う
)
を
経
て
人
首
町
に
帰
る
。

十
九
日

く
も
り
。
人
首
町
よ
り
二
股
・
木
細
工
(
ギ
ザ
イ
ク
)
・
重
王
堂
・
古
歌
葉
を
経
て
姥
石
峠
か
ら
種
山
高
原
に
入
り
、
前
日
の
調
査
終
点

大
ふ
き
棚
塚
よ
り
調
査
開
始
。
今
次
調
査
の
予
定
ど
お
り
物
見
塚
ま
で
終
了
。
案
内
は
菊
池
甚
之
進
氏
(
明
治
二
八
年
九
月
二
日
生
)
。

二
〇
日

早
朝
か
ら
全
日
雨
。
大
雨
注
意
報
発
令
。
そ
れ
で
宿
舎
に
て
図
面
作
業
。

二
一
日

く
も
り
。
第
二
日
目
と
三
日
目
は
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
で
調
査
は
予
定
を
越
え
て
進
捗
し
た
。
そ
れ
で
、
か
ね
て
聞
い
て
い
た
物
見
街

道
の
一
里
塚
と
御
番
所
跡
・
札
場
跡
を
も
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
案
内
は
菊
池
甚
之
進
・
千
葉
盛
吉
(
明
治
三
六
年
一
〇
月
二
三
日
生
)

の
両
氏
。

二
二
日

晴
。
調
査
残
務
を
点
検
整
理
す
。

第
二
葺

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

今
回
調
査
し
た
部
分
に
関
す
る
古
文
書
と
し
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
左
の
二
通
が
知
ら
れ
て
い
る
。

㈲

千
葉
林
治
氏
(
米
里
字
上
大
内
沢
九
三
、
明
治
三
四
年
十
一
月
五
日
生
)
所
蔵
文
書
。
表
題
は

『
延
宝
御
境
塚
一
巻

御
境
古
人
心
得
書

古
人
ノ
移
り
代
り

上
大
内
沢
采
女
由
来
記
』

と
な
っ
て
い
る
が
、
「
御
境
塚
間
数
之
事
」
と
称
す
る
記
事
の
奥
書
に
は

「
右
之
通
り
拙
者
共
被
預
り
置
候
御
絵
図
江
引
合
塚
数
相
改
、
相
違
無
御
座
候

以
上

元
禄
拾
壱
年
四
月
九
日

古
人

〃〃〃

大
内
沢

山
元
ノ

佐
伝
治

平

作

喜
兵
衛

甚
九
郎

生
江
助
内
様

高
玉
平
助
様
」

と
あ
る
の
で
、
元
緑
十
一
年
(
一
六
九
八
)

の
記
録
で
あ
る
。

㈲

遠
野
市
中
央
通
り
昆
盛
夫
氏
(
故
人
)
所
蔵
文
書
。
表
題
は
『
御
境
之
事
』
、
内
題
に
は
「
安
永
九
年
(
一
七
八
〇
)
御
境
見
分
党
帳
」
と
あ

る
も
の
。

両
者
に
は
八
〇
余
年
の
年
代
の
ひ
ら
き
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
境
塚
相
互
間
隔
間
数
に
も
一
致
し
な
い
点
が
あ
り
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
困
惑
し

た
。
両
者
の
間
数
を
表
示
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。



種 さ 紫 毛 内争 川 沢 南 五 

境 塚 名 

ケ 沢 洞 頭 

さ 森 

通 
無 峠 

川e 下 シ 長 嶺 
下 シ 長 嶺 

内 洞 頭 

部 御 仮 屋 場 

輪 

塚 塚 塚 塚 塚 塚 塚 塚 塚 } } } } 

元 穂 十 年 文 重 日 

一 
四 _」 /ヽ 四 

一 八 七 八 五 五 四 ○ 
○ 〇・ 五 五 五 ○ ○ ○ 
間 間 間 問 間 間 間 間 

」一〇○○「▼・〇一一一一ノ} 」---〉〇・○○--ノ} ヽ一一。-Y一°。・。・ノ}} 」〇〇〇「○○--1 

安 四 
八 七 六 九 五 四 ○ 永 
八 一 六 ○ 六 五 ○ 九 

間 問 間 間 間 間 間 間 

年 文 書 

と 赤 物 本 箱 ひ 大 板 

境 塚 名 

1- フ せ 根 
る ふ 

レヽ 岩 見 檜 ケ き 橋 

長 嶺 

石 
沢 棚 

塚 塚 峠 塚 塚 塚 塚 塚 

一一一一一で〇一〇一ノ } } 

元 緑 十 年 文 書 

記 記 四 ○○」 /ヽ 

一 一 

載 載 六 _⊥__ ハ 八 五 
な な ○ 四 五 五 ○ 
し し 間 間 間 間 間 間 

}} し一一「〇〇〇ノ} 」○○-一一一ノ} }」〇一〇Y- 

安 五 四 六 
一 一 

○ 七 九 四 六 六 四 永 
七 四 ○ 七 六 九 

一 
九 

間 問 間 間 間 間 間 間 

年 文 書 

◎
五
輪
(
五
輪
峠
境
)
塚
(
「
寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日
申
合
侯
競
目

之
覚
」

に
は
五
輪
峠
に
道
路
を
は
さ
ん
で

二
基
東
西
に
向
い
あ
っ
て
い
る
う
ち
の
西

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

の
塚
は

「
五
輪
塚
」
、
東
の
塚
は

「
遠
野

御
領
塚
」
と
あ
り
、
「
正
徳
甲
子
(
四
年
)

八
月
六
日
御
境
御
改
間
数
並
印
、
田
瀬
御

一
九



第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

境
通
り
御
山
の
ゑ
寸
(
絵
図
)
」
に
は
「

五
輪
」
塚
、
「
和
賀
郡
東
和
町
、
平
野
工

司
所
蔵
絵
図
」
で
は
「
五
輪
峠
」
塚
、
「

安
永
九
年
御
境
見
分
党
帳
」
に
は
「
五
輪

峠
境
塚
」
と
あ
る
。
第
三
次
調
査
済
)

⑭
毛
無
峠
塚

柴
通
塚

⑳
南
部
御
仮
置
場
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
七
〇
m
、
南
北
五
・
一

O
m
の
方
形
、
高
五
九
誓

『
安
永
九
年
御
境

見
分
党
帳
』
に
は
南
部
御
仮
屋
場
塚
付
近
の
現

地
状
況
に
つ
い
て
、
塚
の
「
卯
(
東
)
ノ
方
二

十
間
先
南
部
御
領
石
壱
ツ
有
、
長
さ
壱
丈
五
尺

位
高
五
尺
位
御
境
嶺
石
と
の
間
壱
間
」
と
記
載

し
て
い
る
。
そ
の
岩
も
現
存
し
て
い
た
)

⑬
沢
捷
(
一
基
現
存
。
東
西
五
・
六
〇
m
、
南
北
五
・
二
〇
m

的

の
方
形
、
高
一
・
〇
九
m
。
眺
望
良
好
な
箇
所
で
あ

8

る
)

森
一〇-○○( 940m)-○○塚一

二
〇

(
一
基
現
存
。
東
西
五
・
二
〇
m
、
南
北
四
・
四
〇
偽
の

方
形
、
高
五
〇
㌢
塚
の
西
二

m
に
三
等
三
角
点
七

四
九
・
三
m
あ
り
、
南
に
物
見
山
(
種
山
)
が
遠
望
で

き
る
)

(
毛
無
峠
塚
の
南
で
山
稜
が
高
く
な
っ
て
い
る
場
所
が
塚

位
置
に
あ
た
る
が
、
塚
は
消
滅
し
て
い
る
。
藩
境
界
線

は
、
南
北
に
走
る
土
塁
よ
り
こ
の
地
点
で
は
な
れ
、
西

南
に
曲
る
)

(
西
南
に
走
っ
て
き
た
藩
境
界
線
は
、
種
ケ
沢
洞
頭
塚
の

あ
る
山
頂
よ
り
北
に
走
る
山
稜
の
高
く
な
っ
て
い
る
場

所
で
東
南
に
反
転
す
る
。
そ
の
曲
折
部
が
塚
位
置
に
あ

た
る
が
、
塚
は
消
滅
し
て
い
る
。
藩
境
界
線
と
土
塁
と

が
再
び
合
す
る
と
こ
ろ
に
種
ケ
沢
洞
頭
塚
が
あ
る
。
⑭

毛
無
峠
塚
よ
り
⑳
種
ケ
沢
洞
頭
塚
ま
で
九
四
〇
m
)

⑳
種
ケ
沢
洞
頭
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
二
〇
m
、
南
北
四
・
二
〇

離
葦
シ
翰
掛
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
二
〇
肋
、
南
北
三
・
九
〇

m847

偽
の
方
形
、
高
七
一
㌢
三
等
三
角
点
六
四
二
・

九
m
を
経
て
塚
に
い
た
る
。
南
に
藩
境
線
、
毛
無

峠
・
大
森
山
・
物
見
山
(
種
山
)
を
遠
望
で
き
る

場
所
に
あ
る
)

一
別

⑳
板
橋
塚

恕
府
下
シ
長
嶺
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
五
・
三
〇
m
、
南
北
四
・
九

仰3
刊
‖
‖5

O
m
の
方
形
、
高
八
七
の
)

m
の
方
形
、
高
五
一
㌢
平
坦
な
山
稜
を
の
ぼ
り

つ
め
た
頂
部
の
ナ
ラ
林
の
中
に
あ
る
)

(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
八
〇
m
、
南
北
四
・
五
〇
m
の

方
形
、
高
八
二
㌢
五
万
分
の
一
人
首
図
幅
で
い
え
ば
、

米
里
か
ら
戸
車
(
ト
チ
ュ
ウ
)
を
経
て
丸
森
山
の
北
を

通
り
小
友
の
藤
沢
に
い
た
る
途
中
で
、
小
路
が
鞍
部
を

通
過
す
る
。
そ
の
地
点
が
板
橋
塚
で
あ
り
、
『
安
永
九



年
御
境
見
分
党
帳
』
に
は
板
橋
塚
付
近
の
状
況
に
つ
い

て
、
塚
の
「
酉
戌
(
西
北
西
)
方
御
境
際
他
領
(
仙
台

領
の
こ
と
)
ニ
山
石
五
ツ
有
、
内
壱
ツ
長
サ
一
間
半
位

横
一
間
位
外
小
石
有
」
と
記
載
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
岩
も
現
存
し
、
最
大
の
も
の
で
南
北
(
藩
境
線
方
向

に
そ
っ
て
)

の
長
さ
約
三
m
、
東
西
は
二
m
あ
る
)

⑰
大
ふ
き
棚
塚
(
一
基
現
存
。
東
西
四
・
四
〇
m
、
南
北
六
・
二
〇
m
の

⑲
本
橋
塚

ひ
る
ケ

方
形
、
高
九
二
誓
高
原
の
頂
部
に
あ
り
地
形
は
南

に
次
第
に
低
く
な
る
)

卿
南
下
す
れ
ば
三
条
の
沢
に
出
会
う
、
「
ひ
る
ケ
沢
」

1
 
7
で
あ
る
が
、
塚
は
消
滅
。
沢
を
す
ぎ
れ
ば
登
り
と
な

る
。
⑰
大
ふ
き
棚
塚
よ
り
⑬
箱
根
石
塚
ま
で
一
七
〇

八
m
)

⑳
箱
根
石
塚
(
一
基
現
存
。
た
だ
し
土
塁
に
よ
っ
て
東
側
が
半
壊
し
て

m9061

そ
の
間
に
道
路
が
み
え
、
西
北
に
大
森
山
、
北
に
藩
境

線
が
毛
無
峠
塚
の
あ
る
山
頂
ま
で
続
い
て
み
え
る
。
南

に
は
『
安
永
九
年
御
境
見
分
党
帳
』
の

「
箱
根
石
よ
り

午
(
南
)

ノ
方
五
丁
程
向
他
領
(
仙
台
領
の
こ
と
)
物

見
岩
石
」
に
該
当
す
る
大
き
な
露
岩
が
あ
り
、
そ
の
南

に
物
見
山
を
遠
望
で
き
る
)

(
一
基
現
存
。
た
だ
し
土
塁
に
よ
っ
て
東
側
は
半
壊
。
残

存
し
て
い
る
東
西
は
土
塁
ま
で
い
れ
て
七
・
七
〇
m
、

南
北
は
七
・
五
〇
m
で
方
形
、
高
六
二
誓

な
だ
ら
か

な
山
稜
を
の
ぼ
り
つ
め
て
平
坦
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
付
近
は
草
原
で
あ
る
が
、
低
い
ナ
ラ
の
木
が
所
々

に
あ
る
。
塚
の
北
は
湿
地
帯
。
塚
よ
り
一
〇
〇
m
ほ
ど

南
で
藩
境
は
直
角
に
西
折
し
て
物
見
塚
(
物
見
山
)

に

達
す
る
)

1487 偽

い
る
。
残
存
し
て
い
る
現
状
は
東
西
三
・
八
〇
m
、
ほ

ぼ
完
存
し
て
い
る
南
北
は
五
・
七
〇
m
で
方
形
、
高
一

m
。
す
ぐ
西
に
三
本
の
松
木
、
そ
の
西
方
は
牧
草
地
、

北
上
川
以
東
第
四
次
調
査
は
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
。

⑳
物
見
塚

(
一
基
現
存
。
た
だ
し
塚
中
央
を
土
塁
が
西
南
よ
り
東
北

に
走
っ
て
い
る
。
東
西
四
・
八
〇
m
、
南
北
四
・
五
〇

m
の
方
形
、
高
三
七
誓
塚
上
に
一
等
三
角
点
八
七
〇

・
六
m
が
あ
る
)

5

第
五
次
調
査
概
要
(
第
二
図
㈲
・
㈲
)

昭
和
五
〇
年
五
月
十
四
日

く
も
り
時
々
陽
が
さ
す
。
江
刺
市
教
育
委
員
会
に
て
事
務
う
ち
合
せ
を
と
げ
、
午
後
江
刺
市
立
種
山
高
原
少
年
自
然
の

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
章
北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

二
二

家
に
向
う
。
前
回
の
調
査
か
ら
す
で
に
五
年
も
経
過
し
て
い
る
の
で
物
見
塚
近
傍
の
横
柄
景
観
が
か
な
り
変
貌
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
物
見
塚
か
ら
の

進
行
方
向
の
判
定
だ
け
に
止
め
る
。

十
五
日

晴
。
物
見
塚
か
ら
三
ノ
輪
塚
ま
で
調
査
。

十
六
日

雨
。
調
査
地
域
は
標
高
七
〇
〇
m
ほ
ど
な
の
で
積
雪
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
そ
の
上
樹
林
草
叢
の
密
生
地
で
あ
る
た
め
、
雨
が
降
っ
て
い

て
は
調
査
は
不
可
能
で
あ
る
。
宿
舎
に
て
図
面
整
理
を
な
し
、
夕
刻
遠
野
市
市
民
セ
ン
タ
ー
に
い
た
り
事
務
う
ち
合
せ
を
な
す
。

十
七
日

終
日
雨
、
調
査
不
可
能
。
遠
野
市
市
民
セ
ン
タ
ー
収
蔵
の
出
土
品
・
民
俗
資
料
な
ど
を
見
学
。

十
八
日

晴
。
荷
沢
開
拓
地
に
い
た
り
、
二
班
に
わ
か
れ
て
金
ケ
沢
塚
ま
で
進
む
。

十
九
日

く
も
り
の
ち
時
々
雨
。
摺
鉢
峠
塚
ま
で
進
む
。

⑳
物
見
塚

(
第
四
次
調
査
済
)

m876

⑪
赤
岩
塚肋673

(
一
基
現
存
。
遠
野
市
中
央
通
り
昆
盛
男
氏
(
故
人
)
所

蔵
文
書
に
「
但
、
西
成
ノ
問
御
境
目
二
目
立
候
山
石
七

つ
有
、
内
大
石
壱
つ
有
之
候
。
此
石
御
境
目
二
有
、
御

領
赤
岩
沢
亥
ノ
方
同
所
塚
よ
り
、
と
う
せ
い
長
嶺
迄
弐

百
七
間
」
と
あ
る
大
石
が
、
物
見
塚
か
ら
六
六
七
肋
余

の
地
点
(
防
火
線
の
内
側
、
即
ち
北
側
)
で
確
認
。
大

岩
の
南
側
辺
に
山
石
が
散
在
し
て
い
る
。
塚
は
五
・
四

あ
る
二
列
の
土
塁
の
う
ち
、
南
側
の
土
塁
が
こ

の
境
塚
に
重
複
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
境
塚
の

北
側
半
分
だ
け
が
残
存
。
直
径
一
m
ほ
ど
の
中

塚
で
、
径
二
〇
̃
三
〇
の
ほ
ど
の
石
が
数
個
み

ら
れ
る
。
高
三
〇
肋
程
度
)

⑮
せ
き
置
場
塚
(
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
番
所
跡
程
度
の
人
工
造
成
平

坦
土
盛
り
が
長
方
形
に
残
存
し
て
い
る
が
)

⑭
あ
ず
さ
川
沢
塚
(
一
基
残
存
。
ほ
ぼ
東
西
に
走
る
土
塁
と
南
北
方
向

⑫
と
う
せ
い
長
嶺
塚
(
一
基
現
存
。
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
並
行
し
て

な
か

O
偽
の
方
形
、
高
六
五
の
)

ね

に
走
る
土
塁
が
直
交
す
る
地
点
に
あ
り
、
塚
の
西

側
半
分
だ
け
残
存
す
。
東
側
半
分
は
土
塁
達
成
時

に
破
壊
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
二
毒
し
て
お
く



が
、
本
稿
に
お
い
て
土
塁
と
い
っ
て
い
る
も
の
は
、

藩
政
時
代
の
も
の
で
は
な
く
て
、
明
治
以
降
の
造

成
で
あ
る
。
残
存
す
る
塚
の
西
辺
は
南
北
五
・
五

〇
偽
、
北
辺
と
南
辺
は
そ
れ
ぞ
れ
二
m
。
塚
は
方

形
で
高
四
〇
の
)

⑰
赤
坂
洞
頭
塚
(
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
土
塁
に
よ
り
塚
の
西
側
半
分
は
破

m56
軸
‖
‖

⑳
あ
ず
さ
川
峠
塚

壊
さ
れ
、
東
半
分
だ
け
が
土
塁
に
並
行
す
る
か
た
ち

で
残
存
。
原
形
は
方
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東

の
一
辺
は
四
m
、
高
四
〇
の
)

(
一
基
残
存
。
方
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
検

⑮
三
ノ
輪
塚
(
前
掲
文
書
に
「
三
ノ
輪
之
曲
り
目
、
御
境
也
」
と
あ
る
。

m253

こ
れ
が
探
査
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
北
西
か

ら
南
東
方
向
に
走
る
土
塁
の
西
側
二
m
の
と
こ
ろ
に
残

存
。
西
側
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
東
側
半
分
は
往

時
の
す
が
た
を
と
ど
め
て
お
り
、
ほ
ぼ
方
形
。
東
の
一

辺
は
三
・
五
〇
m
、
高
六
〇
の
)

m443

⑳
金
ケ
沢
塚

↑
駒

⑳
摺
鉢
峠
塚

⑳
あ
ず
さ
川
野
塚
(
前
掲
文
書
に
よ
り
、
丹
念
に
探
査
し
た
が
確
認
で

277 m

き
な
か
っ
た
。
消
滅
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

前
掲
文
書
に
よ
り
三
ノ
輪
塚
・
赤
坂
洞
頭
塚
と
の

間
隔
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
)

m973

証
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
北
側
一
辺
五
m
。
東
辺
と

西
辺
は
そ
れ
ぞ
れ
一
m
、
高
四
〇
の
)

(
一
基
残
存
。
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
走
る
土
塁
に
並
行
し
て
、

東
西
一
・
五
〇
m
、
南
北
二
m
の
半
円
形
の
マ
ウ
ン
ド

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
高
四
〇
肋
)

(
東
北
方
向
か
ら
南
西
に
斜
行
す
る
土
塁
か
ら
七
伽
東
側

に
一
基
残
存
。
東
辺
三
・
五
〇
m
、
北
辺
と
南
辺
は
そ

れ
ぞ
れ
二
m
、
高
三
〇
肋
)

㊥
山
な
し
沢
峠
塚

6

第
六
次
調
査
概
要

昭
和
五
二
年
三
月
二
三
日

く
も
り
午
後
晴
。
遠
野
市
市
民
セ
ン
タ
ー
で
事
務
う
ち
合
せ
を
と
げ
荷
沢
峠
に
向
い
摺
鉢
峠
塚
に
い
た
る
。
登
行
す
る

に
つ
れ
て
積
雪
が
深
く
な
り
等
高
線
六
五
〇
m
付
近
で
は
腰
を
没
す
る
ほ
ど
の
積
雪
と
な
る
。
標
高
七
四
五
m
に
あ
る
摺
鉢
峠
塚
は
す
っ
ぽ
り
雪
に
覆

わ
れ
て
い
た
。

合
議
の
結
果
、
現
地
踏
査
は
次
回
に
お
こ
な
う
こ
と
と
決
定
し
、
今
回
は
三
月
二
八
日
ま
で
室
内
作
業
に
切
替
え
た
。
そ
の
要
点
を
摘
記
す
る
と
つ

ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
章
北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

二
四

の

第
五
次
調
査
の
終
決
点
摺
鉢
峠
塚
か
ら
山
無
シ
沢
峠
塚
・
き
わ
た
ケ
沢
塚
・
似
内
野
塚
1
・
同
2
・
笹
森
塚
を
経
て
狼
岩
塚
ま
で
は
境
塚
が

築
造
さ
れ
た
が
、
狼
岩
塚
よ
り
以
東
に
は
境
塚
は
無
い
。

㈲

太
平
洋
岸
唐
丹
地
域
で
は
「
印
杭
」
が
設
置
さ
れ
た
。

㈲

そ
こ
で
、
摺
鉢
峠
塚
か
ら
狼
岩
塚
ま
で
の
境
塚
を
調
査
し
、
次
は
唐
丹
地
域
で
印
杭
を
調
査
す
れ
ば
、
こ
れ
で
昭
和
四
三
年
以
来
の
北
上
川

以
東
藩
境
塚
調
査
が
一
段
落
す
る
と
い
う
明
る
い
見
透
し
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

7

第
七
次
調
査
概
要
(
第
二
図
㈲
)

昭
和
五
二
年
五
月
三
〇
日

く
も
り
。
遠
野
市
市
民
セ
ン
タ
ー
で
事
務
う
ち
合
せ
を
し
摺
鉢
峠
塚
に
向
い
確
認
す
る
。

五
月
三
一
日

く
も
り
時
々
雨
。
似
沢
野
塚
2
ま
で
進
む
。

六
月
一
日

く
も
り
時
々
雨
。
狼
岩
塚
ま
で
進
む
。

六
月
二
日

雨
。
雨
の
た
め
実
地
踏
査
で
き
ず
、
宿
舎
に
て
図
面
整
理
。

六
月
三
日

暗
時
々
く
も
り
。
狼
岩
塚
ま
で
の
調
査
を
終
了
。

六
月
四
日

く
も
り
。
所
期
の
調
査
を
終
了
し
た
の
で
、
室
内
で
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
。

寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)

の
『
仙
台
御
境
筋
品
々
御
境
奉
行
書
』
に

「
狼
岩
塚
迄
御
境
筋
有
之
、
此
先
塚
無
御
座
候
」
と
あ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
四
〇
年
後
の
安
永
九
年
(
一
七
八
〇
)
の
『
御
境
見
分
党
帳
』
に
も

「
右
狼
若
造
境
塚
有
、
是
よ
り
も
先
、
御
境
筋
境
塚
無
之
也
」

と
み
え
て
い
る
。
さ
ら
に

「
御
境
見
分
党
帳
与
御
境
目
道
規
間
数
覚
書
帳
与
狼
岩
迄
ハ
塚
有
之
候
」

と
も
記
し
て
あ
る
の
で
、
今
次
調
査
の
あ
と
は
釜
石
市
域
に
な
っ
て
い
る
唐
丹
地
域
に
設
け
ら
れ
た
「
印
杭
」
を
調
査
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。



さ
て
、
今
次
調
査
の
成
果
を
摘
記
す
る
と
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

⑳
摺
鉢
峠
塚
(
第
五
次
調
査
済
)

⑭
似
沢
野
塚
2

(
土
塁
上
に
一
基
残
存
。
南
北
四
・
六
m
、
東
西
四
・

m973

533 m

⑱
山
無
シ
沢
峠
塚
(
土
塁
上
に
一
基
残
存
。
南
北
四
・
三
m
、
東
西
四

⑳
笹
森
塚

・
九
m
の
ほ
ぼ
円
形
状
に
な
っ
て
い
る
。
高
八
〇

の
。
こ
の
塚
か
ら
次
の
塚
ま
で
は
山
坂
が
急
峻
に

な
る
)

mO47

⑳
き
わ
た
ケ
沢
塚
(
土
塁
上
に
一
基
残
存
。
南
北
三
・
五
m
、
東
西
三

・
一
m
、
高
五
〇
の
の
ほ
ぼ
円
形
状
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
安
永
九
年
(
一
七
八
〇
)

の
『
御
境

見
分
党
帳
』
に
記
載
の
な
い
新
塚
が
、
き
わ
た
ケ

沢
塚
か
ら
一
八
一
m
の
地
点
で
発
見
さ
れ
た
。
し

た
が
っ
て
こ
の
塚
は
安
永
九
年
以
降
に
築
造
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
塚
の
大
き
さ
は
南
北
四
m
、

高
八
〇
の
の
ほ
ぼ
円
形
に
な
っ
て
い
る
)

⑳
耳
切
塚

一
助

⑰
狼
岩
塚

九
m
、
高
一
二
〇
㌢

ほ
ぼ
方
形
。
こ
の
塚
か
ら
山

坂
が
急
に
な
る
)

(
土
塁
か
ら
一
・
三
m
北
西
に
一
基
残
存
。
土
塁
を
つ
く

る
と
き
に
少
々
け
ず
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
き
さ
は

南
北
一
・
三
m
、
東
西
一
・
二
m
の
ほ
ぼ
円
形
に
み
え

る
が
、
北
辺
一
・
四
m
、
西
辺
一
・
四
m
で
方
形
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
)

(
土
塁
上
に
一
基
残
存
。
南
北
三
・
三
m
、
東
西
三
・
八

m
、
高
八
〇
の
の
ほ
ぼ
円
形
に
な
っ
て
い
る
)

⑳
似
沢
野
塚
1
(
土
塁
か
ら
〇
・
五
m
南
に
一
基
残
存
。
東
・
西
・
南

211 m

・
北
の
一
辺
の
長
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
四
伽
、
一

・
六
m
、
一
・
三
m
、
一
・
三
m
の
ほ
ぼ
方
形
で
高

四
〇
の
)

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

(
土
塁
か
ら
一
・
六
m
北
に
一
基
残
存
。
塚
は
あ
ま
り
大

き
く
な
く
、
東
・
西
・
南
・
北
の
各
一
辺
の
長
さ
は
ほ

ぼ
一
・
六
肋
の
方
形
。
狼
岩
塚
の
名
称
で
あ
る
が
、
狼

岩
と
思
わ
れ
る
大
き
な
岩
が
、
樺
山
(
標
高
八
〇
八
・

九
m
)
山
頂
か
ら
北
東
約
五
五
〇
m
に
あ
っ
た
。
岩
は

山
の
尾
根
に
ほ
ぼ
南
北
に
長
く
、
約
四
四
̃
四
五
m
あ

り
、
幅
は
最
も
広
い
部
分
で
約
一
四
̃
一
五
m
、
高
さ

は
約
二
一
m
あ
る
岩
石
で
あ
る
。
こ
の
岩
か
ら
東
方
に

五
葉
山
(
標
高
一
三
四
一
・
三
m
)
を
遠
望
で
き
た
。
)

二
五



第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過
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第
八
次
調
査
概
要
(
第
二
図
㈲
)

昭
和
五
三
年
六
月
七
日

晴
。
釜
石
市
教
育
委
員
会
で
事
務
う
ち
合
せ
を
し
、
久
保
省
一
郎
氏
宅
(
釜
石
市
下
平
田
六
の
三
五
)
に
い
た
り
所
蔵
の

古
絵
図
二
幅
(
一
幅
は
元
緑
十
四
年
四
月
、
他
の
一
幅
は
元
緑
十
四
年
七
月
の
も
の
)
を
借
用
す
。
つ
い
で
釜
石
市
唐
丹
町
「
本
郷
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
」
に
到
り
、
同
所
に
て
調
査
上
の
具
体
的
事
務
う
ち
合
せ
を
と
げ
、
仙
台
藩
の
本
郷
御
番
所
跡
を
調
査
。

六
月
八
日

晴
。
朝
六
時
宿
舎
出
発
。
南
部
・
伊
達
両
藩
が
漁
業
権
を
め
ぐ
っ
て
領
界
争
い
を
し
た
鷲
巣
崎
方
面
を
海
上
よ
り
調
査
。
船
は
伊
勢
丸

(
船
主
三
浦
尚
二
氏
)
。
同
乗
し
た
小
池
進
・
蔦
西
良
之
進
両
氏
に
説
明
を
い
た
だ
き
、
両
藩
の
最
東
端
藩
境
を
確
認
で
き
た
。

宿
舎
に
帰
り
朝
食
後
、
鈴
木
正
直
氏
の
案
内
で
、
石
塚
峠
の
「
印
杭
」
調
査
の
た
め
、
平
田
(
旧
南
部
藩
領
)
側
よ
り
登
行
。
途
中
、
追
分
道
標
石

碑
(
高
さ
約
六
〇
肋
)
を
調
査
す
る
。
こ
の
追
分
石
碑
は
釜
石
市
下
平
田
の
公
民
館
の
す
ぐ
南
の
旧
浜
街
道
東
傍
に
あ
り
「
右
は
せ
ん
た
い
」
と
陰
刻

し
て
あ
る
。
年
月
日
は
な
い
。

十
時
四
〇
分
石
塚
峠
に
着
く
。
旧
浜
街
道
の
西
測
約
五
m
の
尾
根
頂
上
で
÷
印
杭
」
を
確
認
で
き
た
。
国
土
地
理
院
二
万
五
千
分
平
田
図

幅
の
一
水
準
点
三
二
一
・
七
か
ら
南
東
方
約
三
・
九
m
の
地
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
旧
浜
街
道
の
東
側
「
印
杭
」
は
崖
崩
れ
に
よ
り
消
滅
し
て
し

ま
っ
て
い
た
。

本
郷
(
旧
伊
達
藩
領
)
側
に
向
っ
て
下
山
途
中
、
一
里
塚
二
基
並
存
一
対
(
地
元
で
は
七
里
塚
と
い
っ
て
い
る
)
を
確
認
。

六
月
九
日

晴
。
午
前
中
、
鍋
倉
峠
付
近
お
よ
び
篠
倉
峠
付
近
を
踏
査
し
、
午
後
は
篠
倉
峠
の
東
に
あ
る
右
横
(
写
真
6
8
)
を
調
査
。
但
し
、
日
程
の
関

係
上
、
こ
の
右
横
の
性
格
を
究
明
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

六
月
十
日

晴
。
旧
国
道
四
十
五
号
線
を
通
り
唐
丹
町
本
郷
経
由
で
早
坂
方
面
に
向
う
。
花
呂
辺
(
旧
伊
達
藩
領
)
よ
り
早
坂
峠
を
経
て
佐
賀
・
尾

崎
白
浜
に
通
ず
る
旧
道
と
山
道
と
の
追
分
地
点
で
道
標
石
碑
を
調
査
。
こ
の
石
碑
は
七
片
以
上
に
無
惨
に
も
破
砕
さ
れ
て
い
た
。
破
砕
面
か
ら
み
て
、

ご
く
近
年
に
破
砕
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

旧
街
道
早
坂
峠
の
東
方
約
五
〇
〇
m

(
旧
国
道
四
十
五
線
沿
)
の
水
準
点
一
八
六
・
五
m
付
近
よ
り
尾
根
つ
た
い
に
東
方
に
向
い
、
桐
棚
の
絶
壁
(

国
土
地
理
院
二
万
五
千
分
平
田
図
幅
標
高
一
二
〇
m
地
点
)

の
上
よ
り
鴬
巣
崎
方
面
を
陸
上
尾
根
の
藩
境
よ
り
調
査
。
鴬
巣
崎
藩
界
は
六
月
八
日
に
海



上
か
ら
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
念
の
た
め
更
に
陸
上
か
ら
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

㈲

印
杭

第
七
次
調
査
概
要
の
項
に
お
い
て
、
寛
保
元
年
と
安
永
九
年
の
文
書
を
引
用
し
、
狼
岩
塚
ま
で
は
境
塚
が
築
造
さ
れ
た
が
狼
岩
塚
以
東
に
は
築
造
さ

れ
ず
に
「
印
杭
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
の
べ
て
お
い
た
。

こ
の
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
新
ら
し
く
次
の
絵
図
と
文
書
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

S

久
保
省
一
郎
氏
所
蔵
絵
図
そ
の
一

「
此
度
、
飴
誓
御
国
絵
図
指
上
候
付
、
奥
州
南
部
御
領
分
与

仙
台
領
分
御
境
目
相
改
双
方
際
絵
図
取
替
申
候
通
相
違

無
御
座
候
、
為
後
証
仇
如
件

松

平

陸
奥
守

松

本

釆

女

印

元
穂
十
四
年
四
月
十
三
日

同

山

口

内

記

印

同

大
河
内

源
大
夫

印
」

㊥

同
上
所
蔵
絵
図
そ
の
二

「

南
部
信
濃
守
内

七
戸

長
右
衛
門

印
判

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

元
緑
十
四
年
辛
巳
年
七
月

清

六
右
衛
門

印
判
」

「
元
禄
十
四
年
巳
七
月

井
上
大
和
守
横
江
御
上

被
成
候
際
絵
図
之
写
」

『
北
上
市
史
』
第
四
巻
二
六
九
̃
二
七
〇
頁
所
収
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
九
月
唐
丹
村
境
に
印
杭
立
て
る
に
つ
き
書
上
げ
文
書

さ
て
、
い
文
書
は
伊
達
領
か
ら
南
部
領
へ
と
南
か
ら
北
方
に
向
う
旧
浜
街
道
の
石
塚
峠
(
第
二
図
㈲
)
に
お
い
て
東
側
に
印
杭
を
立
て
た
と
き
の

も
の
で
あ
っ
て
、
伊
達
藩
領
側
の
記
録
で
あ
る
。
ま
ず
「
南
部
(
藩
領
)
よ
り
印
杭
を
相
立
ら
れ
た
と
き
由
を
申
し
来
り
候
に
つ
き
」
そ
の
旨
を
上
司

に
申
達
し
た
と
こ
ろ
認
可
が
あ
っ
た
の
で
、
南
部
側
の
閉
伊
田
(
平
田
)
村
の
肝
入
市
右
衛
門
・
古
人
長
兵
衛
・
長
三
郎
・
組
頭
万
兵
衛
・
左
兵
衛
・

門
七
の
六
人
と
伊
達
側
の
気
仙
郡
唐
丹
村
古
人
儀
兵
衛
・
同
久
四
郎
・
肝
入
与
次
右
衛
門
の
三
人
が
立
会
の
上
で
印
杭
を
立
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
印
杭
を
相
立
て
候
場
所
は
、
唐
丹
村
よ
り
南
部
へ
の
往
還
街
道
よ
り
東
の
方
は
八
尺
ほ
ど
引
上
げ
、
御
境
嶺
よ
り
南
部
(
藩
領
)
の
方
へ
相
立
て
申

し
候
。
印
杭
は
粟
の
角
材
で
高
さ
五
尺
ほ
ど
、
面
(
ど
り
)
は
六
寸
、
厚
さ
五
寸
、
(
表
)
面
に
『
こ
れ
よ
り
北
は
南
部
領
』
と
書
き
申
し
候
」
。
「

こ
の
ほ
か
脇
書
は
御
座
な
く
候
」
。
「
印
杭
を
相
立
て
申
し
候
所
は
、
山
を
少
し
切
崩
し
て
掘
立
て
、
印
杭
の
板
前
に
四
方
一
尺
五
寸
ほ
ど
に
高
さ
六

寸
に
石
を
す
へ
」
た
と
。

西
側
の
印
杭
は
「
此
印
杭
、
去
々
年
、
此
方
様
よ
り
立
て
ら
れ
候
」
と
あ
る
か
ら
、
東
側
印
杭
よ
り
二
年
前
の
元
文
四
年
(
一
七
三
九
)
に
、
伊
達

藩
領
側
か
ら
の
要
請
で
南
部
藩
側
が
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
今
回
確
認
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
印
杭
で
あ
っ
た
。
東
側
の
も
の
は
既
に
度
々
の
道
路
改
修

拡
幅
工
事
に
よ
り
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
確
認
さ
れ
た
印
杭
は
貴
重
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

西
側
印
杭
は
長
径
約
二
二
㌢
短
径
約
十
七
肋
の
楕
円
形
の
粟
材
で
、
高
さ
は
地
上
約
二
〇
の
の
み
残
存
し
、
上
部
は
失
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
ま

わ
り
に
石
敷
(
浜
石
も
あ
る
)
が
あ
っ
た
。
印
杭
の
位
置
は
、
旧
浜
街
道
幅
の
中
央
よ
り
西
側
約
五
伽
で
、
現
道
路
面
よ
り
の
高
さ
は
約
二
m
で
あ
る
。



㈲

最
東
端
太
平
洋
岸
に
お
け
る
藩
境
界

南
部
・
伊
達
両
藩
の
藩
境
塚
な
ら
び
に
印
杭
に
よ
る
境
界
線
は
、
西
方
奥
羽
山
脈
の
駒
ヶ
岳
(
標
高
一
一
二
九
・
八
m
)
か
ら
東
は
太
平
洋
岸
(
唐

丹
の
桐
ケ
浦
付
近
の
鴬
巣
崎
)
ま
で
総
延
長
概
数
約
一
三
〇
皿
で
あ
る
。

こ
の
藩
境
界
の
最
東
端
を
確
認
す
る
た
め
、
海
上
と
陸
上
と
か
ら
調
査
し
た
。
こ
の
海
洋
は
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
所
謂
三
陸
海
岸

で
あ
る
。
そ
の
た
め
漁
場
を
め
ぐ
っ
て
藩
境
界
争
い
が
あ
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

『
北
上
市
史
』
第
四
巻
一
六
四
̃
一
.
六
五
頁
所
収
「
唐
丹
浜
方
面
の
領
境
出
入
に
つ
き
書
留
」
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
頃
の
文
書
に
よ
る
と

「
嘉
永
三
成
春
、
右
聖
轟
江
平
田
村
久
保
之
市
兵
衛
本
人
こ
て
大
石
(
註
、
唐
丹
湾
南
岸
の
地
名
)
杯
も
加
入
致
候
様
子
こ
て
、
庄
三
郎
と
中
老

大
方
こ
て
立
網
相
立
候
処
、
当
国
よ
り
指
支
候
処
、
南
部
こ
て
ハ
犬
鷲
じ
り
よ
り
南
部
之
内
二
俣
。
後
チ
ニ
而
取
合
二
相
成
、
此
方
こ
て
御
上
様

江
相
達
し
御
代
官
様
・
大
肝
人
様
等
御
通
村
被
遊
御
見
分
成
被
置
、
南
部
よ
り
も
御
代
官
様
等
、
同
所
江
通
村
致
見
分
改
、
壱
ヶ
年
中
出
入
致
候
。

翌
嘉
永
四
年
之
春
、
今
泉
御
代
官
様
・
大
肝
人
様
よ
り
仰
被
出
候
ハ
バ
、
以
来
御
絵
図
通
り
、
に
ご
り
浜
ハ
、
南
ハ
仙
台
領
二
有
之
候
。
従
而
郡

境
致
候
事
。
」

と
あ
り
、
藩
境
界
争
い
が
、
漁
場
に
ま
で
及
び
、
一
か
年
中
、
出
入
り
が
あ
っ
た
後
、
協
定
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
と
き
の
協
定
境
界
は
、
平
田
と
唐
丹
が
釜
石
市
に
合
併
し
た
現
在
で
も
、
平
田
・
唐
丹
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
の
権
利
(
漁
業
権
)

の
境
界
と
な
っ
て

い
る
。

鴬
巣
崎
に
境
界
を
示
す
「
十
字
の
印
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

「
十
字
の
印
」
と
鰹
島
・
大
浅
根
(
調
査
の
時
に
は
海
潮
の
関
係
で
現

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
波
の
強
い
日
な
ど
に
は
、
シ
ブ
ギ
が
立
つ
所
だ
と
い
う
)
を
結
ぶ
線
が
現
在
も
境
界
に
な
っ
て
い
る
。

㈲

旧
浜
街
道
の
七
里
塚

既
述
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
一
里
塚
(
土
地
で
は
七
里
塚
と
呼
称
し
て
い
る
)
二
基
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
藩
境
調
査
と
は
直
接

関
係
が
な
い
の
で
実
測
は
せ
ず
に
写
真
撮
影
だ
け
に
止
め
た
が
、
そ
の
所
在
位
置
か
ら
み
て
大
曽
根
一
里
塚
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
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そ
の
理
由
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
、
久
保
省
一
郎
氏
所
蔵
、
元
禄
十
四
年
四
月
古
絵
図
に
明
記
さ
れ
て
あ
る
。

第
二
、
県
庁
に
『
大
正
十
一
年
̃
十
五
年

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物庶

務
課
』

と
い
う
標
題
の
あ
る
文
書
綴
が
あ
る
。

こ
の
文
書
綴
の
う
ち
に

『
大
正
十
一
年
十
一
月
十
六
日

気
仙
郡
長

下
斗
米
末
蔵

内
務
部
長
大
森
佳
一
段

一
里
塚
調
査
ノ
件

客
月
九
日
庶
第
五
四
六
二
号
ヲ
以
テ
御
照
会
ノ
首
題
ノ
件
二
関
シ
部
内
、
左
記
町
村
二
就
キ
別
紙
ノ
通
調
査
侯
条
、
此
段
及
回
報
候
也
』

と
い
う
文
書
が
収
め
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
に
現
在
釜
石
市
に
編
入
さ
れ
た
唐
丹
何
分
に
つ
い
て
、
次
の
ご
と
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「

唐

丹

村

一
、
名

称

七
里
塚
、
岩
ノ
沢
ノ
二
個
所

二
、
所
在
地

唐
丹
村
字
大
曽
根
八
六
、
三
三
番
、

二
個
一
対

唐
丹
村
字
片
岸
地
番
ナ
シ

三
、
地
目
反
別



唐
丹
何
字
大
曽
根
ハ
二
個
一
対

拾
坪
(
山
林
)

仝

字
山
岸
ハ
二
個
一
対

拾
坪
(
原
野
)

四
、
所
有
者
ノ
住
所
氏
名

唐
丹
村
字
本
郷
百
十
九
番
地
ノ
二
ノ
一

千
葉
達
哉

全
林
石
地

五
、
形
状
寸
尺
、
高
サ
等

土
盛
セ
シ
形
状
ニ
シ
テ
高
サ
五
尺
乃
至
一
丈
位

六
、
現
状

唐
丹
村
字
片
岩
ノ
一
個
所
ハ
明
治
廿
九
年
六
月
十
五
日
大
海
噺
ノ
為
メ
破
壊
セ
ラ
レ
殆
ン
ド
平
地
二
均
シ
原
野
ト
ナ
レ
リ

七
、
由
来
伝
説
等

旧
南
部
通
ノ
浜
街
道
ナ
リ

八
、
管
理
保
存
ノ
方
法

爾
来
自
然
ノ
管
理
ニ
シ
テ
別
段
ノ
方
法
ヲ
講
ゼ
ズ
」

以
上
に
よ
っ
て
、
今
般
確
認
さ
れ
た
一
里
塚
は
大
曽
根
一
里
塚
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

さ
て
、
土
地
で
は
七
里
塚
と
呼
称
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
蛇
足
な
が
ら
敷
術
し
て
お
く
。

近
世
陸
上
交
通
道
路
の
整
備
は
慶
長
八
年
(
一
六
〇
三
)
江
戸
日
本
橋
を
架
設
し
、
里
程
の
起
点
と
し
、
翌
九
年
か
ら
東
海
・
東
山
・
北
陸
諸
道
の

道
路
を
修
補
し
道
幅
を
五
間
と
し
、
三
十
六
町
一
里
ご
と
に
方
五
間
の
一
里
塚
を
築
き
、
そ
の
上
に
榎
と
か
松
な
ど
を
植
え
さ
せ
、
そ
の
の
ち
西
南
諸

道
に
も
一
里
塚
を
設
け
た
と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
徳
川
氏
以
前
に
織
田
信
長
が
永
様
十
二
年
(
一
五
六
九
)
頃
か
ら
、
平
定
し
た
分
国
(
支
配
地
)
内
の
関
所
を
廃
止
し
て
東
海
・
東
山

両
道
に
沿
っ
て
い
る
分
国
内
の
宿
駅
・
道
路
・
橋
梁
を
修
補
し
、
天
正
三
年
、
四
年
(
一
五
七
六
)
頃
に
は
尾
張
国
内
に
あ
る
東
海
道
筋
は
道
幅
三
間

二
尺
(
或
は
三
間
半
だ
と
も
い
う
)
、
脇
道
(
主
要
な
支
線
道
路
)
は
二
間
二
尺
、
在
所
道
(
支
線
道
路
)
は
一
間
と
定
め
、
松
・
柳
な
ど
を
植
え
さ
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せ
た
こ
と
は
、
市
街
地
以
外
に
お
い
て
道
幅
を
制
定
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
最
初
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
天
正
十
四
年
(
一
五
八
六
)
に

三
十
六
町
を
一
里
と
定
め
、
一
里
ご
と
に
一
里
塚
を
築
き
、
塚
の
上
に
松
・
榎
な
ど
を
植
え
さ
せ
た
の
も
信
長
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
は
、

一
里
に
は
六
町
(
東
国
の
北
条
氏
分
国
)
、
三
十
六
町
、
三
十
九
町
、
四
十
町
、
四
十
二
町
、
四
十
四
町
、
四
十
八
町
(
山
陽
道
)
、
五
十
町
(
筑
前

)
、
六
十
町
(
今
川
氏
分
国
)
な
ど
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
長
の
三
十
六
町
一
里
塚
制
は
信
長
の
分
国
内
だ
け
に
と
ど
ま

り
、
全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
何
町
を
も
っ
て
一
里
と
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
多
様
で
あ
っ
た
の
で
、
一
里
塚
の
名
称
も
、
地
方
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
一
里
壇
(
岩
代
)
、
一
里
松
(
篠
山
・
鳥
取
・
徳
島
)
・
一
里
塚
松
(
佐
賀
)
、
一
本
木
(
庄
内
)
、
印
木
(
秋
田
)
、
一
里
林
(
高
知
)
、

そ
の
ほ
か
一
里
山
(
広
島
)
、
一
本
松
(
徳
島
)
、
二
本
榎
(
た
と
え
ば
江
戸
の
芝
な
ど
)
な
ど
と
も
い
う
。
熊
本
か
ら
八
代
の
間
で
は
二
里
塚
、
三

里
塚
、
四
里
塚
な
ど
と
称
し
た
。
秋
田
の
二
里
塚
、
千
葉
の
三
里
塚
、
庄
内
の
十
里
塚
な
ど
と
い
う
名
称
も
熊
本
・
八
代
間
と
同
様
に
、
あ
る
一
里
塚

を
起
点
と
し
そ
こ
か
ら
の
里
程
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
里
塚
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

本
県
に
お
い
て
は
、
主
幹
奥
州
街
道
筋
で
は
す
べ
て
一
里
塚
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
脇
街
道
で
あ
る
宮
古
街
道
(
盛
岡
城
下
よ
り
東
海
岸
岩
手
県

宮
古
に
い
た
る
)
で
は
七
里
塚
と
い
っ
た
。
六
町
一
里
制
の
七
里
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
塚
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宮
古
街
道
の
ほ
か
に
、
七
里
塚
と

い
う
名
称
は
県
内
の
気
仙
・
東
磐
井
・
西
磐
井
・
江
刺
(
以
上
は
旧
仙
台
領
)
・
和
賀
・
上
閉
伊
・
岩
手
(
以
上
は
旧
南
部
領
)
の
七
郡
に
あ
り
、
い

ず
れ
も
脇
街
道
で
あ
る
。

㈲

藩
境
調
査
を
終
了
す
る
に
あ
た
っ
て

昭
和
三
九
年
三
月
以
来
、
十
年
以
上
に
わ
た
る
藩
境
調
査
を
今
般
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
慨
な
き
を
え
な
い
。
協
力
い
た
だ
い
た
各
地
の
方

々
、
あ
る
と
き
は
山
岳
の
風
雪
に
耐
え
あ
る
と
き
は
炎
暑
を
凌
ぎ
惜
し
み
な
く
遂
行
し
た
岩
手
大
学
日
本
史
研
究
室
所
属
の
学
生
お
よ
び
卒
業
生
の
姿

な
ど
、
今
も
脳
裏
に
鮮
明
で
あ
る
。



思
い
お
こ
せ
ば
学
生
の
こ
ろ
、
柳
田
国
男
の
『
境
に
塚
を
築
く
風
習
』
の
う
ち
に

「
境
界
劃
定
の
為
に
塚
を
築
い
た
と
云
ふ
精
確
な
記
録
は
遠
野
古
事
記
上
巻
に
見
え
て
居
る
。
寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日
、
南
部
領
遠
野
と
仙
台
領

人
首
と
の
前
年
来
の
境
目
出
入
、
書
付
を
以
て
落
着
、
翌
十
九
年
六
月
十
七
日
よ
り
境
塚
築
始
め
同
二
十
一
日
相
済
む
云
々
」

と
あ
る
の
を
読
ん
だ
の
が
、
そ
も
そ
も
の
藩
境
塚
と
の
出
会
の
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
毎
度
の
よ
う
に
調
査
略
報
の
冒
頭
に
引
用
し
て
岩
田
孝
三

氏
の
文
を
掲
げ
て
き
た
が
、
岩
田
孝
三
氏
は
二
年
先
輩
の
同
窓
で
、
専
攻
も
共
に
地
理
歴
史
で
あ
っ
た
。
深
い
因
縁
を
思
い
、
各
位
に
感
謝
し
っ
つ
摘

筆
す
る
。

註12345

『
北
上
市
史
』
第
四
拳
二
九
五
頁

同
上
二
九
七
頁

か
づ
の

四
十
二
町
一
里
制
は
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
1
』

(
東
洋
文
庫
五
四
)
一
八
五
頁
に
、
四
十
四
町
一
里
制
は
同
書
一
五
三
頁
に
み
え
て
い
る
。
前
者
は
鹿
角
郡

(
い
ま
は
秋
田
県
で
あ
る
が
旧
藩

時
代
は
南
部
領
で
あ
っ
て
、
盛
岡
城
下
か
ら
鹿
角
郡
に
い
た
る
脇
街
道
で
あ
っ
た
)
、
後
者
は
津
軽
藩
で
、
こ
う
い
っ
た
里
程
制
は
中
世
か
ら
の
遁
捌
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
宮
古
由
来
記
』

(
南
部
叢
書
第
一
冊
所
収
)

に
「
寛
永
十
八
年
、
従
森
岡

(
板
橋
註
、
盛
岡
藩
当
局
の
こ
と
)
被
御
付
候
に
付
両
は
、
三
関
伊
の
道
法
相
改
、
七
里
塚
築
立
申
候
様
に
被
仰

付
候
。
依
之
、
中
元
助
兵
・
船
越
新
左
衛
門
両
人
、
三
関
伊
道
法
相
改
、
四
拾
弐
丁
を
壱
里
と
定
め
、
七
里
語
の
塚
を
粟
立
申
候
。
宮
古
御
水
主
丁
の
橋
の
左
右
に
槻
木
、
寛
永
二
十
年
に
植
」

と
あ
る

(
三
二
四
頁
、
圏
点
板
橋
)
。

因
に
こ
の
蕾
は
文
化
年
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
花
泉
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
3
集
二
六
頁
、
昭
和
四
九
年
三
月
刊
。

『
岩
手
県
史
墳
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
二
号
、
大
正
十
一
年
度
調
査
。

江
刺
郡
内
に
あ
る
七
里
塚
と
い
う
名
称
の
お
こ
り
に
つ
い
て
、
後
者
の
報
告
書
は
「
伊
達
政
宗
、
六
の
数
を
忌
嫌
し
七
町
を
小
道
一
里
と
し
て
そ
の
塚
と
塚
と
の
間
は
四
十
二
町
を
以
て
一
里

と
定
め
た
」
と
い
う
伝
承
を
か
か
げ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
は
果
し
て
正
し
い
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
と
し
て
も
、
鎌
倉
の
七
里
ケ
浜
、
千
葉
県
太
平
洋
岸
の
九
十
九
里
浜
な
ど
は
六
町
一
里
の

第
二
章

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過



第
二
草

北
上
川
以
東
の
調
査
経
過

こ
と
だ
と
い
う
。

南
部
氏
は
中
世
以
来
の
旧
い
大
名
で
あ
る
か
ら
、
脇
街
道
里
程
に
古
来
か
ら
の
六
町
一
里
制
が
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
伊
達
氏
仙
台
鯛
に
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

6

「
郷
土
研
究
」
一
ノ
三
、
大
正
二
年
五
月
。

近
年
、
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
十
二
巻
に
も
再
録
さ
れ
た
。



第
三
章

藩
境
塚
の
築
造

一
資
料
に
み
え
る
詩
境
塚

豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
に
よ
り
諸
大
名
の
領
地
が
再
編
成
さ
れ
、
南
下
す
る
南
部
氏
と
北
進
す
る
伊
達
氏
と
は
、
や
が
て
領
地
が
接
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
両
藩
の
領
境
を
確
定
・
明
示
す
る
た
め
に
藩
境
塚
が
築
造
さ
れ
た
。
西
は
奥
羽
山
脈
中
の
駒
ヶ
岳
の
頂
上
(
三
角
点
二
二
九
・
八
、
詳

し
く
い
え
ば
駒
形
神
社
奥
宮
)
を
起
点
と
し
て
東
に
の
び
、
北
上
川
を
こ
え
て
さ
ら
に
東
に
む
か
い
、
つ
い
に
三
陸
沿
岸
の
襲
湾
の
北
、
鴬
巣
崎
(

三
角
点
二
七
八
・
四
の
東
)

に
ま
で
達
す
る
長
大
な
藩
境
線
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
東
西
方
向
に
延
々
と
の
び
て
い
る
藩
境
線
を
北
上
川
で
東
西
に
二
分
し
、
駒
ヶ
岳
か
ら
北
上
川
西
岸
に
い
た
る
西
半
分
に
つ
い
て
は
、

昭
和

三
十
九
年
三
月
以
来
三
次
に
わ
た
っ
て
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
『
南
部
伊
達
両
藩
藩
境
塚
-
北
上
川
以
西
の
部
-
』

(
昭
和
四
十
二

年
三
月
刊
)
と
し
て
報
告
し
て
お
い
た
。
北
上
川
東
岸
か
ら
唐
丹
湾
に
い
た
る
東
半
分
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
か
ら
八
次
に
お
よ
ぶ
調
査
が
お
こ

な
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
今
回
の
報
告
と
な
っ
た
。

藩
境
塚
に
関
す
る
資
料
は
、
資
料
の
性
格
か
ら
あ
る
て
い
ど
所
蔵
者
が
限
定
さ
れ
る
。
藩
境
に
関
す
る
重
要
な
文
書
・
絵
図
は
同
じ
も
の
を
二
部
作
成

し
両
藩
相
互
に
交
換
し
て
い
た
。
交
換
さ
れ
た
文
書
・
絵
図
の
写
本
は
関
係
す
急
龍
雄
に
よ
り
代
々
保
有
さ
れ
、
さ
ら
に
代
々
の
境
古
人
に
よ
る
備
忘

録
的
な
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
岩
手
県
立
図
書
館
、
盛
岡
市
公
民
館
、
北
上
市
立
図
書
館
、
宮
城
県
立
図
書
館
、
仙
台
市

博
物
館
な
ど
の
公
共
機
関
や
両
領
の
古
人
や
肝
煎
で
あ
っ
た
家
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

数
多
く
の
記
録
・
絵
図
の
う
ち
、
藩
境
塚
所
在
確
認
の
た
め
に
使
用
し
た
主
要
な
資
料
を
年
代
順
に
あ
げ
て
み
る
と
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
二
軍

詩
境
塚
の
築
造



第
三
軍

港
寛
塚
の
築
造

第
一
表

藩
境
塚
主
要
資
料
一
覧

④ ⑦ 略資 号料 

境 月 I。。「 候 二 寛 

資 料 名 

畑 起 ヽ 覚 

延 宝 境月 日三 永 十 

>- \..__ 間 九 之 日 八 
し 沢 年 覚 申 年 
争 越 四 合 十 

館 仙 書 宮 

所 蔵 著 名 

台 館 城 
市 県 
博 立 
物 図 

峠 99 記 70 

摘 要 

年 塚 里 ノlヽヽ 録 隠 
ヽ 

の 木 
ヽ 

洞 
=司 絵 一 

l 

北 図 ツ 六 1とお 

上 
ヽ 

塚 四 五 
市 一 l 

一 
輪 

史 〇°し_ /ヽ 122 年 塚 
』 

八 小 
ヽ 

の 

論
に
つ
き
協
定
、

中
塚
新
規
築
造

一
件
〕

元
緑
十
一
年
四

江
刺
市
米
里
、

月
九
日
御
境
塚
-
千
葉
作
右
衛

第
四
巻
一
一
九
ペ
ー
ジ
、

資
料

二
四
七
ペ
ー
ジ

間
数
之
事

一
日
」

-
日
I

1
了
2
物
見
峠
̃
0
0
黒
木
峠

弐
塚
の
記
録
、
一
六
九

八
年
、
〔
上
大
内
沢
釆

女
由
来
記
〕

『
北
上
市

史
』
第
四
巻
一
八
〇
̃

一
八
二
ペ
ー
ジ
、
資
料

資
料
名

所
蔵
著
名

元
禄
十
二
年
六

月
十
日
唐
丹
村

御
他
領
江
御
境

釜
石
市
大
町

三
丁
目
、
民

勇
郎

摘

〔
元
禄
十
四
年

四
月
、
改
新
絵

図
〕

宮
城
県
立
図

書
館

〔
元
禄
十
四
年

四
月
十
三
日
、

釜
石
市
下
平

田
、
久
保
省

二
七
四
̃
二
七
五
ペ
ー
ジ

2
3
9
五
葉
山
̃
2
5
7
に
こ
り

浜
の
記
録
、
一
六
九
九

年
、
〔
唐
丹
ふ
る
か
が

み
〕

『
北
上
市
史
』
第

四
巻
一
八
四
̃
一
八
五

ぺ
-
ジ
、
資
料
二
七
六

̃
二
七
七
ペ
ー
ジ

3
土
橋
境
塚
̃
2
5
6
鴬
巣

崎
の
絵
図
、
一
七
〇
一

年
、
『
北
上
市
史
』
第

四
巻
一
八
七
・
七
九
九

̃
八
〇
三
ペ
ー
ジ
、
資
料

一
三
五
̃
一
三
七
ペ
ー
ジ

2
3
9
五
葉
嶽
̃
2
5
6
鴬
巣
崎

の
絵
図
、
一
七
〇
一
年
、



㊨ ⑦ ㊥ 略資 号料 

結網棚写脱弼弼竃 扁君∴緯韻夕蟹缶∴里志奈害補募集愚 
資 料 名 

沢 遠 書 北 一
団 釜 

所 蔵 著 名 

正 野 館 上 郎 ’石 郎 
久 市 市 久 市 

旧 
ヽ 

立 保 下 

蔵 赤 図 省 平 

八
〇
四
̃
八
一
六
ペ
ー

の
絵
図
、

2
 
3
 
9
五
葉
嶽
̃
獅
桐
ケ
浦

写
真
7
6
・
7
 
8一

七
〇
一
年
、

写
真
7
 
7

耽
物
見
峠
̃
鵬
五
輪
峠

の
絵
図
、
一
七
一
四
年
、

『
北
上
市
史
』
第
四
巻

ジ
、
資
料
一
三
八
̃

一
四
四
ペ
ー
ジ

鵬
五
輪
峠
̃
聖
二
又
の

記
録
、
一
七
四
一
年
、

㊥ ㊤ 略資 号料 

御 安 廻 台 廿 延 奉 境 
資 境 永 候 領 享 行 筋 

書 五 
/ 

日 五 書 品 

料 名 

上 年 上 境 遠 年 上 々 

帳 帳 筋 野 ._⊥._ ノヽ 御 
月 相 仙 月 境 

野 町 和 写 料 東 

所 蔵 署 名 

直 倉 賀 本 編 京 

人 
沢 ヽ 

郡 東 

) 

纂 所 大 学 

菅 和 ( 史 

⊂二=す の 52 

一 
ジ 七 くま司 史 語 新 の 156 

l 
ペ 四 本 盛 

摘 要 

l 

北 上 市 史 

記 録 ヽ 

赤 部 峠 l 究喜 べ料 l一 四 五 ) 七 北 上 市 史 料 編 纂 所 

」 後 繚 

田 政 箇 著 

記 録 

五 輪 峠 塚 八 五 ペ 
i ジ ヽ 資 

巻 を 

ヽ ∈司 北 上 同 市 公 民 

四 ペ l 
』 第 四 巻 

七 七 〇⊥_ ノヽ 午 

66 大 鹿 峠 

ジ 

う 七 l 
四 九 ぺ l 』 第 四 巻 所 蔵 写 本 東 京 大 学 ‾「 翁 ±土 日 

七 四 八 年 ヽ 

l 237 扁 

i ジ 

料 七 九 

l う 

市 史 と=;〇 第 館 所 蔵 写 

第
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第
三
軍

港
境
塚
の
築
造

㊥ ② ⑦ 略資 号料 

御 安 留 筋 月 /一°「 廻 仙 安 
資 境 永 帳 御 〕 安 重 Eヨ 台 永 

見 九 通 仙 永 上 御 五 

科 名 

分 年 付 台 五 帳 領 年 
覚 名 御 年 写 御 
帳 月 御 境 境 月 

男 通 遠 野 町 和 重 E∋ 宮 

所 蔵 著 名 

り 野 直 倉 賀 館 城 
ヽ 

市 人 沢 郡 県 

昆 中 
ヽ 

東 立 
盛 央 菅 和 図 

一 
∈=司 記 156 ジ二 t二二二司 る 

一 記 鹿 3 二ジ ∈:『 の 66 二ジ 

摘 要 略資 号料 

一 北 録 五 九 ’、○北 ( 連 載 峠 西 八、 ○北 記 大九、 

干害二藻草妄評諾緯寧琵芋粥 二史七。 

四 ぺ l 
【[二つ 第 四 巻 

八 〇 年 ㊨ 

237 又 の 

ジ 

八三 六ぺ lI 
』 第 四 巻 

一一〇し_ /ヽ 年 カ ) ヽ 

と み ら れ ② 

が ㊥ (参 と 
ヽ 年 月 の 

塚 l 66 大 

ジ六 五 l 

〇 七 ぺ l 
』 第 四 巻 

七 七 _-」し_ ノヽ 年 ⑦ 

156 五 輪 峠 

ジ五 〇 l 

図 南 嘉 通 御 竹 上 仙 嘉 仕 入 覆 境 村 月 天 

資 部 永 田 人 木 置 台 永 侯 用 井 塚 仙 高 保 
仙 四 足 苅 

/ / 

元 覚 
/二 

上 台 

科 名 

ム 口 年 村 積 払 修 領 年 人 木 置 御 通 
御 四 覚 高 入 覆 御 九 足 苅 御 領 田 年 
境 旦 木 用 井 塚 月 積 払 修 御 瀬 四 

下 
一 

釜 重 Eヨ 宮 書 宮 

所 蔵 著 名 

荒 丁 石 館 城 館 城 
次 目 市 県 県 

郎 
ヽ 

只 ○○,_ 上し 立 

日 越 図 図 

八 )●〔 156 ー ジ ==司 の 156 ジ ∈:『 の l務 ジ′ 

摘 要 

五 年 

仙 人 峠 の 

五 輪 峠 l 八 八 ペ l 

ヽ 資 料 

四 〇 l 

北 上 市 史 

記 録 

五 輪 塚 l 

云 ペ I 

ヽ 資 料 

六 l 

北 上 市 史 

記 録 

五 輪 塚 l 九 七 ぺ l 

ヽ 資 料 

資 料 

絵 図 ヽ 

237 ツ 又 

ジ 

六 〇〇」 /ヽ l 

四 五 ぺ l 
』 第 四 巻 

八 四 八 年 ヽ 

99 豊 栄 塚 

ジ 

六 l 
5 ペ I 

』 第 四 巻 

八 四 年 

99 黒 木 塚 

ジ 

元 l 



⑰ 略資 号料 

再 平 I--「 

資 新 野 年 
踏 工 月 

名 名 

図 司 不 
〕 所 明 

蔵 
ヽ 

野 町 和 

所 蔵 著 名 

工 宮 賀 
司 田 郡 

ヽ 

東 
平 和 

′な 年 l 3 
一 

摘 要 

い 月 156 ( _」」 /ヽ 

ヽ ′標 五 輪 立 花 

) 

題 の 峠 の 土 橋 

七 

記 絵 
) ペ 

載 図 挟 l 

は 
ヽ 

塚 
ジ 

本
報
告
所
収
の
「
関
係
資
料
」

の
ペ
ー
ジ
の
順
序
で
し
め
し
て
あ
る
。

5

第
一
表
は
鬱
の
項
を
除
き
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博
康
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作
製
し
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立
花
敏
騰
が
の
㊦
㈲
を
補

っ
た
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収
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原
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形
に
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た
が
、
文
章

の
体
を
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し
て
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る
も
の
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原
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書
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わ
ら
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改
行
せ
ず
続
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ば
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を
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く
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に
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付
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標
題
の
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方
は

つ
き
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よ
う
に
し
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。
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日
標
題

原
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が
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書
の
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題
と
同
一
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ば
あ
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年
月
〕
標
題

年
月
不
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な
の
で
推
定
に
よ
る
ば
あ
い

〔
年
月
標
題
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仮
題
の
ば
あ
い
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標
題
の
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に
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宜
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め
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料
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を
付
し
た
。

3

所
蔵
者
名
は
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き
の
と
お
り
に
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公
共
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関
名
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が
公
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関
の
ば
あ
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市
町
村
名
、
氏
名

所
蔵
者
が
民
間
人
の
ば
あ
い
、
市
町
村
名
は
大
字
(
お
お
あ
ざ
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で
と
ど
め
た
。
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要
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る
落
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塚
の
所
在
範
囲
(
塚
の
名
称
の
上
に
付
し

て
あ
る
洋
数
字
は
塚
の
整
理
番
号
)
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西
歴
年
号

(
資
料
の
和
年
号
を
換
算
)
、
所
収
著

書
名
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活
字
印
刷
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
ば
あ
い
は
、
「
著
書
名
」
巻
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へ
-
ジ
と
し
た
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注1

主
要
資
料
に
み
え
て
い
る
藩
境
塚
(
こ
の
場
合
の
り
藩
境
塚
〃
と
は
〃
藩
境
塚
お
よ
び

藩
境
の
め
じ
る
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
〃
を
ふ
く
む
)
を
対
比
検
討
す
る
た
め
に
第
二
表

を
作
成
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
資
料
は
鵬
五
輪
峠
(
境
塚
)
で
二
分
し
た
か
た
ち
で
記
載
さ

は
さ
み
づ
か

れ
て
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
亀
立
花
土
橋
挟
塚
か
ら
五
輪
峠
に
い
た
る
ま

で
の
前
半
に
つ
い
て
は
、
資
料
略
号
で
し
め
す
と
、
左
か
ら
、
⑦
、
の
、
②
㊤
㊨
、
の
、

㊥
②
②
、
⑦
㊨
、
そ
し
て
も
っ
と
も
右
の
欄
に
は
年
代
不
明
の
⑦
を
お
く
と
い
う
よ
う
に

し
て
七
つ
の
間
に
わ
け
て
表
示
し
た
。
ま
た
、
五
輪
峠
か
ら
網
鷲
の
巣
鴨
内
さ
い
か
に
沖

さ
い
か
ま
ま
で
の
後
半
は
、
②
㊤
、
㊥
⑦
曲
、
㊧
、
㊧
、
⑫
、
㊥
の
六
欄
と
し
た
。
資
料

略
号
と
同
じ
欄
に
あ
る
西
歴
年
号
は
貰
料
の
作
製
年
を
し
め
し
て
い
る
。

2

表
の
も
っ
と
も
左
に
あ
る
整
理
番
号
は
、
他
の
表
や
図
版
・
写
真
に
付
し
て
あ
る
整
理

番
号
と
一
致
す
る
よ
う
に
し
た
。

3

⑦
か
ら
⑫
ま
で
の
棚
に
み
え
る
塚
名
称
直
後
に
あ
る
略
号
は
資
料
の
出
典
を
し
め
し
て

い
る
。
ま
た
、
・
-
・
I
(
上
下
方
向
の
矢
印
)

は
資
料
に
み
え
る
塚
間
相
互
の
測
定
位
置
を

あ
ら
わ
し
、
そ
の
右
に
資
料
の
測
定
数
値
を
か
か
げ
た
。

4

(

)

(
カ
ッ
コ
)
内
に
は
、
塚
名
の
異
称
、
塚
の
説
明
を
、
「

」

(
カ
ギ
カ
ッ
コ
)

は
記
録
・
絵
図
か
ら
の
引
用
文
を
、
〔

〕

(
キ
ッ
コ
ウ
)

は
執
筆
者
に
よ
る
補
注
を
か

か
げ
て
い
る
。
ま
た
、
回
は
伊
達
領
内
の
、
田
は
南
部
領
内
の
、
サ
イ
は
サ
イ
ノ
カ
ミ
塚

の
略
符
号
で
あ
る
。

5

資
料
を
対
比
検
討
し
て
み
た
結
果
、
年
月
不
明
の
②
は
、
⑫
㊤
㊨
㊨
㊨
②
㊨
の
塚
名
称
、

そ
の
順
序
、
塚
間
相
互
の
距
離
な
ど
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
、
⑫
の
作
製
さ
れ

た
時
期
に
つ
い
て
は
二
ハ
九
八
̃
一
七
七
六
年
ご
ろ
に
お
さ
え
る
の
か
妥
当
で
あ
ろ
う
。

6

第
二
表
は
㊥
㊥
㊨
の
項
を
除
き
、
佐
々
木
博
康
が
作
製
し
、
立
花
敏
勝
が
㊥
㊥
㊨
を
補

っ
た
。第

三
章

藩
境
塚
の
築
造

五

九
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二

蒲
境
塚
の
現
況

藩
境
塚
の
現
況
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
3
立
花
土
橋
挟
塚
か
ら
購
五
輪
峠
ま
で
は
、
主
と
し
て
略
号
㊥
②
②
⑰
の
資
料
に
準
拠
し
、
購
五
輪
峠
か
ら

2
 
5
 
9
鷲
の
巣
鴨
内
さ
い
か
に
沖
さ
い
か
ま
ま
で
は
、
㊨
㊥
㊨
の
資
料
に
よ
っ
て
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
を
表
化
し
た
の
が
、
第
三
表
で
あ
り
、

図
示
し
た
の
が
第
一
・
二
用
̃
㈲
図
で
あ
る
。

さ
て
、
〃
藩
境
塚
お
よ
び
藩
境
の
め
じ
る
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
〃
の
調
査
の
結
果
、
数
多
く
の
新
事
実
が
判
明
し
た
。
そ
の
記
録
を
詳
細
に
の
べ

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
、
わ
り
あ
て
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
を
超
過
し
て
し
ま
い
、
定
め
ら
れ
た
印
刷
費
を
オ
ー
バ
ー
す
る
恐
れ
も
で
て

く
る
。
そ
こ
で
、
や
む
を
え
ず
、
調
査
結
果
を
表
に
ま
と
め
、
そ
こ
に
若
干
の
説
明
を
く
わ
え
る
と
い
う
方
法
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、

表
化
し
た
た
め
個
々
の
藩
境
塚
に
つ
い
て
の
説
明
文
の
長
さ
を
必
要
最
小
限
度
と
し
た
た
め
、
当
初
原
稿
の
お
よ
そ
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
ほ
ど
に

短
縮
・
省
略
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

数
多
く
の
"
藩
境
塚
お
よ
び
藩
境
の
め
じ
る
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
〃

(
以
下
、
塚
と
略
記
)
の
表
化
に
は
、
つ
ぎ
の
方
式
で
整
理
し
た
。

1

表
に
は
、
整
理
番
号
、
塚
の
名
称
、
塚
の
所
在
地
、
塚
の
現
状
、
つ
ぎ
の
塚
ま
で
の
距
離
、
備
考
の
六
項
目
と
し
、
順
次
左
よ
り
右
へ
欄
を
な

ら
べ
る
。

2

整
理
番
号

塚
に
つ
い
て
は
調
査
の
順
序
(
西
方
か
ら
東
方
へ
)
に
し
た
が
っ
て
整
理
の
た
め
の
一
連
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。
通
し
番
号
の

前
に
下
記
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
お
き
、
塚
を
分
類
し
た
。

A

藩
境
塚
大
塚
(
単
独
に
あ
る
も
の
)
。
B

藩
境
塚
大
塚
で
挟
塚
。
C

藩
境
塚
中
塚
。
D

サ
イ
ノ
カ
、
、
、
塚
。
E

藩
境
の

め
じ
る
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

F

そ
の
他
。

道
路
・
山
・
川
・
不
明
の
も
の
な
ど
は
分
類
し
な
か
っ
た
。

3

塚
名
称

塚
名
称
は
第
二
表
の
う
ち
か
ら
、
年
代
が
比
較
的
新
し
く
、
か
つ
長
い
区
間
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
記
録
が
あ
る
も
の
か
ら
一
つ
を
え

ら
ん
だ
。
そ
の
出
典
を
資
料
略
号
で
付
記
し
た
。
名
称
が
難
読
の
場
合
は
平
仮
名
で
ル
ビ
を
ふ
っ
た
。



4

塚
の
所
在
地

二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
上
に
お
け
る
位
置
を
、
地
形
図
名
、
図
幅
北
西
隅
か
ら
の
長
さ
×
同
南
西
隅
か
ら
の
長
さ
を
、
・
、
、
リ

メ
ー
ト
ル
単
位
で
し
め
し
た
。

二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
は
下
記
の
も
の
を
使
用
し
た
。

平 小 陸 種 野 口 地 
_ゝ.▲_ 

山 

形 図 

剛 

白 八 手 

日 
ケ 

田 浜 町 原 崎 内 名 

昭 
測 〃 〃 〃 〃 〃 和 

43 
」重し 里 

年 

〃 昭 〃 昭 修 
和 臆 漢音 和 正 
47 臆 臆 46 48 測 
年 〃 年 量 

〃 〃 〃 〃 〃 昭 
発 和 

49 50 45 45 49 51 

行 年 

● ● ● ● ● 年 
10 2 6 6 3 2 

● ● ● ● ● 

月 月 

3 28 30 30 30 28 日 

日 

3 2 3 

備 考 

〃 色 〃 〃 色 色 
刷 刷 刷 

こ
こ
で
の

「
地
形
図
名
」
と
は
図
幅
上
部
中
央
お
よ
び
右
下
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
に
よ
っ
て
記
入
、
「
図
幅
北
西
隅
か
ら
の
長
さ
」
と
は
図

幅
北
西
隅
か
ら
塚
所
在
地
ま
で
の
直
線
距
離
。

5

藩
境
塚
の
現
状

現
状
は
通
有
の
塚
基
数
、
塚
の
大
き
さ
(
塚
の
東
西
方
向
の
一
辺
の
長
さ
×
南
北
方
向
の
一
辺
の
長
さ
×
高
さ
、
メ
ー
ト
ル

単
位
)
、
挟
塚
の
ば
あ
い

(
a
・
b
で
し
め
す
)
に
は
塚
相
互
間
の
距
離
も
メ
ー
ト
ル
単
位
で
記
し
た
。

6

つ
ぎ
の
塚
ま
で
の
距
離

メ
ー
ト
ル
単
位
で
し
め
し
た
。

了

備
考

塚
所
在
地
に
い
た
る
付
近
の
経
路
と
藩
境
線
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
上
記
の
地
形
図
に
よ
っ
て
説
明
。
経
路
・
藩
境
線
な
ど
の
説
明
順

序
は
、
北
方
か
ら
南
方
へ
、
も
し
く
は
、
西
方
か
ら
東
方
へ
の
順
路
で
し
め
し
た
。
地
図
記
号
の
う
ち
道
路
に
つ
い
て
は
幅
員
に
関
係
な
く
、
た

南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料



第
三
章

詩
境
塚
の
築
造

だ
単
に
道
路
と
標
示
、
国
道
は
「
国
道
一
〇
七
号
」
の
よ
う
に
記
し
、
「
線
」
の
字
は
つ
け
な
い
。
ま
た
、
小
道
は
「
小
道
」
と
記
し
、
図
幅
に

み
え
な
い
道
は
「
山
道
」
と
い
っ
た
よ
う
に
記
述
を
区
別
し
た
。
三
角
点
・
水
準
点
・
標
高
点
な
ど
に
つ
い
て
は
「
三
角
点
五
二
・
三
」
と
記
し

た
。
説
明
文
中
の
字
名
は
「

」

(
カ
ギ
カ
ッ
コ
)
で
く
く
っ
て
か
き
、
難
読
文
字
は
そ
の
文
字
の
直
後
に
(

)

(
カ
ッ
コ
)
で
く
く
り
平
仮

名
で
か
い
た
。
例
え
ば
「
覚
間
沢
(
が
く
ま
ざ
わ
)
、
園
で
は
覚
、
園
で
は
学
の
文
字
を
あ
て
て
い
る
」
と
し
た
。
四
・
回
は
そ
れ
ぞ
れ
南
部
領
内

・
伊
達
領
内
を
あ
ら
わ
す
略
号
。
距
離
は
メ
ー
ト
ル
単
位
で
記
し
た
。

調
査
の
結
果
を
、
た
ん
に
表
示
し
た
だ
け
で
は
理
解
に
困
難
が
で
て
き
た
り
、
筆
者
の
意
図
と
相
違
し
た
う
け
と
り
方
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で
、
く

ど
く
な
っ
た
が
第
三
表
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
付
し
た
。

な
お
、
第
一
図
に
つ
い
て
は
、
藩
現
塚
位
置
を
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
に
記
入
し
た
原
図
を
用
意
し
た
が
、
あ
ま
り
に
長
大
に
な
る
の
と
、
図
面
縮

小
の
さ
い
の
技
術
的
な
問
題
か
ら
、
塚
位
置
を
五
万
分
の
一
地
形
図
に
転
記
し
た
も
の
を
版
下
図
と
し
た
。
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第二図(1)-(4)満境塚・満境のめしるしの形状図

形状図は平面図の右と下にそれぞれの側面図をおいた.側面は単純に図化し水糸線は高さを示した.

平面図の右下に塚の整理番号と塚名称を付した.塚名称のうしろにある囲,回の表記はそれぞれ南部

藩内,伊達藩内にある塚であることを示している.図は磁北方向によっだが例外もある.それらは塚

整理番号に下線を付して区別し,その図だけに適応する方位は小さい矢印で北方向を示しておいた.
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写真1 B4 聞沢挟環a

南部領側の境塚aで,ポールの直立個所が塚頓.北から

みる. (塚の名称の前にある数字は整理番号,以下同じ主

写真2 B4 間沢挟塚b

写真1の境塚aの南にある藩境のめじろしであったという

う沢をこえだ南に伊達細則の境塚bがある.ポールの直立
個所が塚頂.南からみる.

灘韻÷二言丁子

達意講書蓮華

∵・ ・
∴隠

i∴ 臆臆_臆‾・

∴’・:こ∴

ナ

一、 ‾・遷・、一誌や

写真3 B5 櫓坂挟塚a・b
山頂に2基の境塚があI),2本のポールの正副冊子のう

ち,左は境塚a,右はbの塚頂をしめしている.西南から

みる.

写真4 B1 8 飯盛坂境環a

境塚2基のうち,道路切通工事のため境塚aの南部は半

壊,境塚bは消滅.ポールをもっている人のいるところが

境塚aの頂部.南からみる.

写真6 B25 悪代峠境壕b

境塚2基のうち,用水路工事のため境塚aは満城,また

道路切迫工事のため境塚bは削平され壊滅寸前.ポールを

もった人のいるところが境塚b.西からみる.



写実7 B29 ヤハズ森境塚a・b

境塚2基とも用水路工事用の通路のため半壊しながら

もれずかに残存.2人の人のうち,左は境塚a,右は境塚b

南からみる.

写真9 B43 小豆沢越境環a

境塚2基のうち,境塚aは現存,道路切迫工事のため境

塚bは瀞成.ポールの直立個所が境塚a頂部・南からみる・

写実11 B47 大石峠境塚b

境塚2基のうち,境塚aは瀞成,境塚bのみ残存・人の

右が塚頂.南からみる.

写真8 A40 松崎越境塚

尾根の峠部にある.ポールの市立個所が塚頂.南からみ

る.

写真10 B45 松坂越境塚

尾根の峠部にある.ポールの直立個所が塚頂.南から

みる.

写真12 A51大峠西境塚
壕士に右榔」槌,右(商)から左(北)へ言は「好手/虚空蔵」

(高さ65e爪主2は「天保十五辰年/駕字/草地峰山/八月・日」 (

65em) , 3は「篤′手/岩鷺山。 《、600爪) , 」は「堀台九年/駕字/

i,・I水蜜射l暗/ (士中細ヒのためよめず)七月七日/ ( 1行よめず)」

(50em)とある.ポールの商工立脚汀が塚頂・西からみる・



写真13 A52 大峠境塚

壌土に姐和こなら/してし、る石碑書生,信葉音の石肌高さ70。、m)

の北」剛直「用」/一雄紺/羽黒白l 」.束作間に‾弘化二年/所
出‖または両 月′川/方刷ン長上助_.左 卑‖∴の石碑音、

53c、m)の南正面に‾帖’i口二/雷神誉/旧弓廿五町.束裏面に
「錨地安蔵/し他l(,人

らみる.

とある.ポールの直、釧冊子が壕碩.南か

写真15 E58 一ツ石・E59 ニッ石

藩境のめじろしであったという花筒石.人のいる近景の

岩が・ツ石,遠景の2個の岩がニッ石.南からみる.

写真14 E57 境の清水

藩境のめじろしであったという方0.9mの石組枠の清

水.人の右にみえる.西からみる.

写真16 B99 黒木峠挟塚a・b

境塚2基のうち,近景に3人の人がのっているのが境
塚b,遠景に1人いるのが境塚a,南からみる.

写実18 A122 小峠塚

人のいるところが塚頂.東からみる.
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写真19 A123 獅子神塚口〕

山道の北側にある.南からみる.

写真21 A125 獅子神塚③

人のいるところが塚頂.南からみる

土星蓬・予言添乳∵
青

写真23 A127 獅子神塚⑤
北からみる.

写真20 A124 獅子神塚の

壌土に松の大木がある.南からみる

写真22 A126 獅子神塚的
壌土にコナラの木がある.北からみる.

写真24 A128 獅子神塚⑥

右(北)の雑木林,左(南)の杉林は終り,境塚の手前

(東)は畑と水田になっている.束からみる.



写真25 A129 平塚

西からみる.

写真27 A132 すりこぼ後塚

束からみる.

写真29 A138 おっはり塚②

塚上に標石(12cm角の石杭,上面に十字,側面にも文字

らしきものあれど不明)と雑木3本.東からみる.

写真26 巨131境松

藩境のめじろしであったという松の古樹.松の根もと

に出羽三山の石碑3基(明冶42年2基・大正12年1基)

あり.北からみる.

写真28 A133 丸森塚

塚上にコナラの枯木があったが,調査の都合上伐倒した.

西からみる.

写真30 A139 おっぽI)塚③

塚上に標石(写真29と同様) .南からみる.



写真31 A140 狼欠塚〔1〕

塚上に標石(12em角の石杭,上面「十」 ,南側「山」,

北面「六九」の文字) .南からみる.

写真33 A144 明神平塚

塚上に標石(12cm角のコンクi)葛ト杭,上面「十」,南

面「山」 ,北面「互∴」の文字)と松の木2本(うち1

本は枯木) ・栗の枯木l本.北からみる.

写真35 A148 長者屋しき塚

塚上に標石(12cm角のコンクリート杭,上面「十」,南

面「山」 .北面「三七」の文字) .東北からみる"

写真32 A141狼懸塚②

壕上に標石(12em角のコンクリート杭,上面「十」,南

面「山」 ,北面「五八」の文字) .北からみる.

写真34 D147 明神平・長者屋しき両環問のサイノカ

ミ嫁

入のいるところ.南からみる.

写真36 A151早坂永根塚

塚上に標石(12cm角のコンクリート杭,上面「十」,南

面「県行林」の文字) .南からみる.



写真37 A152 ささ水根塚

束からみる.

写実39 B156 五輪峠塚②a・b

境塚a bは県道の東西の屋上にある.左の人のいると

ころが境塚a,右は境塚b,北からみる.

写具41 B156 五輪峠環②b

塚上に標石(12cm角の石杭,上面「十」 ,南面「山」 ,

北面「三三七」の文字) .西からみる.
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写真38 A155 五輪峠塚〔1〕

塚上に標石(12em角の石杭,上面「十」,南面「山」 ,

北面「六」の文字) .束からみる.

写真40 B156 五輸峠環②a

北からみる.

写真42 A157 南部御仮屋場塚

壌土に標石(12cm角の7崩・上面「十」 ,南面「用,

北面「三四一」の文字).西からみる.



写真43 A158 沢内洞顕揚

塚上に標石(12cm角の石杭,上面「十」,四面「山」,

東面「六九」の文字) .東南からみる.

写真45 A160 川下シ長嶺塚の

西北からみる.

写真47 A164 種ケ沢洞頭環

塚上に標石(12cm角の石杭,上面「十」 ,南面「山」,

北面「三四二〇」の文字)と落葉松3本. 2人の人がい

るところが塚頂.南からみる.

写真44 A159 川下シ長嶺塚〔1〕

壌土に標石(12em角の石杭,土面「十」 ,南面「山」,

北面「∴iIし仁」の文字) .束からみる.

写真46 A161ケナシ峠塚

人の左が塚.塚の1.5mラ和こ標石(12cm角の石杭,上面

「十」 ,東面「山」 ,四面「壱」の文字)・南からみる.

写真48 A165 板橋塚

ポールの直立個所が塚頂.束からみる.



写実49 A166 大ふき棚塚

塚上に標石(12cm角の石杭,上面「十」 ,西面「山」 ,

東面「四一三」の文字)と松の木l本.西からみる.

写具53 A179 ミノ輪塚

測量用の三脚のあるところが塚頂.北からみる.

写真50 A168 箱根石坂

塚の東側は土塁のため破壊.塚の西に松の木3本.人の

いるところが塚頂.西南からみる.

写真52 A172 物見塚

塚上に三角点870.6, 3人の人のうち右の平板を操作し

ている人の左に三角点がねずかこみえでいる.束からみる.

写責54 A181赤坂洞頭塚

三本の松の木のあるところ.が塚頂・



写真55 A182 あすさ川峠塚

小高くなっている個所が塚.

写真57 A184 摺鉢峠塚

杭のあるところが塚頂.束からみる.

写真59 A186 きわたケ沢塚

ポーリング棒と大木との間が塚頂.西からみる.

写真56 A183 金ケ沢塚

杭のあるところが塚頂.北からみる.

写真58 A185 山なし沢峠塚

杭のあるところが塚頂.南からみる

写真60 A187 新塚

中央の杭(左)のあるところが塚頂.西からみる.



写真61 A188 似沢野環〔1〕

杭のあるところが塚頂.西からみる

写真63 A190 ささ窯場

杭のあるところが塚頂.南からみる.

写真65 A192 狼岩塚

杭のあるところが塚頂.西からみる.

写真62 A189 似沢野坂②
ポールの直立個所が塚頂.東からみる

写真64 A191耳切塚

小高くなっているところが塚.南からみる.

写真66 192 狼岩

藩境のめじろしとなった岩.



写真67 240 鍋倉峠

切通し工事によって道路の両側が大きく別当されてい
る.

写真69 E251石塚峠

唐丹側(南)から平田側(北)にみる.

写実71 E251印杭遠景2

写真71を東南からみる.右上隅に印杭.

写真68 巨245 篠倉峠の石積み

ポールの直立個所が石積み中央,石積みの大きさは約

6.7mの円彫.南からみる.

写真70 E251印杭遠景1

ポールの直立個所が印杭,右上方に水準点(312.7)束

からみる.

写真72 E251印杭近景

印杭は長経約22cm,#径約17cmのクリ材で,地表から20

emの高さで切断されていた.北西上方からみる.



写真73 E257 浜境十字刻印遠景

藩境のめじろしのため岩壁に十字のしるしを刻んでお

いたもので,十字の左が桐が棚(唐丹側)右が佐須(平田

側).黒枠は次の写真74の投影範囲を示している・十字

刻印は黒枠の中央右よりにあるが写真では明瞭ではない・

写真75 仙台溶本郷番所跡と旧浜街道

人のいる小道が旧浜街道.
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写具77 久保省一郎所蔵元禄14年7月給図

五葉獄から鷲柴崎までの藩境図, 115.4×78.2cm.
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写真74 各257 浜境十字刻印

写真の外側上下左右4つの矢印の交点に浜境十字の刻
印がある.

写真76 久保省一郎所蔵元禄14年4月給図

五薬殺から鴬巣崎までの藩境図, 79.9×77.2cm.
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写実78 元禄14年4月絵図の石塚峠と一里塚

写真76の部分で石塚峠の文字の上には石の塚がえがか

れているし,その下に道をはさんで黒印が2個記されて

いるが,これは一里塚のしるしで,この一里塚は現存し,

地元では七里塚とよんでいる.
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写真79 北上市稲瀬町(旧江刺郡) 寺坂御番所跡

宇内門間362新田電光畑.建物は江戸末期のもの,所

有者新出太一一氏よI〉北上巾が買取-)博物館地向に移築す

べ〈解体保存.

写真81 北上市立花御番所跡

立花舘 脇手三蔵氏宅.

大
滝
家
土
壁
を

堀
に
し
て
い
た

こ
の
奥
、
松
坂
越

の
ふ
も
と
に
御
番

所
が
あ
っ
た
。

隼黙せ勅小黒

写真83 北上市口内町(旧江刺郡)口内御番所跡

松坂越道のち今の荒町の農協支所のところへ移る.

(写真8■/I参照)

御番所

(保存のため解体の日)

写真80 寺坂御番所

幕末期,現存の建物.

写真82 北上市 黒岩御番所跡

平家の束.山道と方「掴水道との分岐点にあった.

荒
町
農
協
支
所

写真的

(写真83参照)



御 湯

番 沢

麗
道

写真85 北上市口内町(旧江刺郡) 水押御番所跡

黒岩に通ずる道に対する御番所.

予
言
知
緩
一

・
墓
籾
ふ

ん
棺
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脊
世
子
で
、
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;
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上
亭
尊
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⊥
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∴
.

一
レ
〆
て
書
信
セ

÷
上
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・
‡
÷
碁

写真87 浮田御番所

高札,佐々木型雄蔵.

写真89 江刺市梁川 野手崎御番所跡

舘下317,中村トミヨ宅地,町小路の北はずれに御番

所があった.

御
番
所
跡

写真86 東和町 浮田御番所跡

浮出8地割80番,佐々木理雄宅と81番地,日下泰夫宅

の閏の段一丘上にあり. 「溜風御番所」ともいれ毒した・

写真88 東和町 倉沢御番所跡

適地というところにあった∴領境「柳の清水越」に対

する御番所.

嚢三二軍事
韓欒響溺藷
写真90 江刺市米呈上大内沢と人首御番所跡

はじめ五輪峠越と覚間沢越の分岐点,大内沢の千田青

書宅前にあった.幕末には人首町荒町カトI)ック教会の

隣に移され,姥石峠と五輪峠越道の両方をおさえた.

(写真91参照)



写真91人首御番所跡

(写真00参照)

写貢93 宮守村 遊井名田御番所跡

下鱒沢32の185遅出喜悦宅の傍である.

≒三三三・二醤陸

写実95 遠野市小友町 新谷御番所跡

小友町28の12新谷新一宅(内部は昔のまま).

写真92 東和町 田瀬御番所跡

和賀郡東和町田瀬,間瀬ダムの湖底,渇水のとき岸辺

に御番所跡の土台石がそのまま現れる.切替えられた県

道高屋敷の真下に見える.

写真94 遠野市小友町2の124 鮎貝御番所跡

五輪峠越に対する御番所.

写実96 遠野市上郷町 赤羽御番所跡

平倉4の23萩野定見宅前,赤羽根峠に対する御番所.



写真97 住田町世日米 横大道御番所跡

自動車の見える方向が柿沢への道,沢に水呑み場あI).

垂三種一本一二一べここ‾ヰ
二三へすごしヽ」

二義義幸予

写真99 気仙郡住田町 二度成木御番所跡

上有住半桧山,赤羽根峠越に対する御番所,ふたなぎ製

材所の貯木場地「小二あ/シだ.

写真101釜石市平田(へだ)町 平田御番所跡

I佃,有用重太郎宅,石塚峠越に対する番所・

写真98 住田町上有住 道祖神峠御番所跡

新県道,赤羽根峠,旧道は人の立っているところから右

へ尾根をねたI),嶺の太い松から上有住へ沢道を急に下る

0.5キロばかりで水呑み場跡あり.そこが御番所跡.

写真100 気仙郡住田町 新切御番所跡

下有住の宮尺道と新切道の交差点,吉田惣巾宅地内,ね

らび峠越に対する御番所.
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写真102 (写真101参照)
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仙

義
春
卿
墓
所
蹄

闇
圏

親
閲
醜
聞
醸

写真103 釜石市唐丹町本郷(旧気仙郡)唐丹御番所跡 写真104 (写真103参照)

佐久間磯治宅地内,石塚峠越に対する御番所.地元では,

「鴬巣崎」の「峠」と「桐ケ浦」と合ねせて「相浦崎=さ

らさき」といっている.(写真104参照)



南
部
伊
達
両
藩
薄
塩
塚
関
係
資
料
集
録





関
所
・
番
所
・
境
い
道

概

説

慶
長
九
年
(
一
六
〇
四
)
幕
府
命
令
に
よ
っ
て
東
海
道
、
中
仙
道
、
日
光
街
道

奥
州
街
道
、
甲
州
街
道
の
五
街
道
に
、
日
本
橋
を
基
点
と
し
て
一
里
塚
を
築
い
た
。
北
上
地
方

で
は
従
来
ま
で
岩
崎
の
泉
徳
寺
の
五
代
坂
を
通
っ
て
い
た
奥
州
幹
線
道
路
は
、
す
っ
か
り
き
り

か
え
ら
れ
、
相
去
、
鬼
柳
、
黒
沢
尻
、
二
子
、
成
田
を
通
る
こ
と
と
な
っ
た
。

南
部
領
で
は
す
で
に
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)

に
鬼
柳
に
伝
馬
所
を
設
け
翌
年
御
番
所
を
撞

き
関
門
と
し
、
伊
達
領
で
は
明
暦
二
年

(
一
六
五
六
)

に
相
去
へ
御
番
所
を
設
け
た
。
寛
永
九

年
に
鬼
柳
に
御
仮
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
黒
沢
尻
の
本
陣
に
対
し
て
の
御
仮
屋
で

関
所
と
は
関
係
が
な
く
、
参
勤
交
代
や
幕
府
重
役
が
た
ま
た
ま
和
賀
川
洪
水
に
よ
る
舟
止
め
に

あ
っ
た
と
き
の
逗
留
の
仮
宿
で
あ
る
。

相
去
へ
は
仙
台
の
御
伝
馬
町
三
十
一
軒
か
ら
百
二
人
の
足
軽
を
移
し
、
武
頭
一
名
、
組
頭
二

名
、
床
頭
一
名
、
足
軽
四
名
が
い
て
、
捕
手
が
毎
日
朝
六
時
か
ら
夕
六
時
ま
で
の
交
替
勤
務
で

あ
っ
た
。
門
前
に
は
チ
ク
モ
、
サ
シ
マ
タ
、
コ
ガ
ラ
・
、
、
、
鉄
砲
十
挺
、
弓
十
張
、
槍
十
本
が
備

え
ら
れ
、
北
上
川
舟
運
の
監
視
の
目
的
で
延
宝
四
年

(
二
ハ
七
六
)

に
相
去
川
口
に
川
前
番
所

が
増
置
さ
れ
た
と
き
は
十
匁
砲
が
さ
ら
に
一
挺
加
備
さ
れ
た
。
黒
沢
尻
、
更
木
へ
も
物
留
番
所

が
つ
く
ら
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
相
去
番
所
の
武
頭
は
緑
高
二
百
五
十
石

級
で
武
芸
師
範
の
者
の
う
ち
か
ら
百
日
交
替
で
仙
台
大
番
組
か
ら
廻
さ
れ
た
。
組
頭
は
足
軽
町

開
設
功
労
者
の
旧
蔦
西
氏
の
臣
の
下
門
岡
斎
羽
場
城
主
及
川
若
狭
吉
種
と
、
胆
沢
郡
北
下
幅
村

見
分
城
主
三
宅
織
部
の
子
孫
が
代
々
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
及
川
氏
は
直
話
の
代
に
直
系

が
断
絶
し
、
三
宅
氏
は
又
石
筍
門
に
罪
あ
っ
て
解
任
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
は
渡
辺
、
桑
原
、
戸
沢
、

遠
藤
、
千
枝
と
い
う
人
た
ち
の
系
で
継
が
れ
た
。
足
軽
百
二
人
へ
一
括
し
た
知
行
状
を
出
し
て

い
る
が
土
地
は
押
積
り
配
分
で
、
私
憩
に
た
よ
り
、
相
去
足
軽
は
各
人
五
百
文
、
組
頭
は
一
貫

文
で
あ
っ
た
。
六
原
は
貴
幸
二
年
に
見
分
村
の
三
宅
氏
旧
家
臣
の
二
三
男
で
構
成
し
た
三
十
一

人
を
配
置
し
、
そ
の
足
軽
は
各
人
二
人
扶
持
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
内
実
は
配
分
地
内

南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料

で
の
耕
作
し
だ
い
に
よ
り
、
あ
る
い
は
土
地
の
肥
疫
に
関
係
し
て
多
少
の
収
入
差
が
で
て
い
た
。

番
所
を
通
過
す
る
と
き
は
人
も
馬
も
各
々
十
五
文
を
支
払
わ
せ
て
判
紙
を
与
え
、
受
け
と
っ

た
十
五
文
の
う
ち
半
分
は
武
頭
、
他
の
半
分
は
、
二
分
し
て
そ
の
半
分
を
組
頭
二
名
へ
、
他
の

半
分
す
な
わ
ち
全
体
の
四
分
の
一
は
床
頭
十
名
に
配
分
し
、
少
々
の
残
金
は
番
所
の
積
立
金
と

し
た
。

鬼
柳
番
所
の
備
品
と
し
て
は
享
保
二
十
年
(
一
七
三
五
)

の
記
録
を
み
る
と
、
鉄
砲
十
援
挺

弓
五
張
、
懸
替
弦
十
筋
、
鉄
砲
玉
百
六
十
、
御
薬
入
八
十
、
早
合
十
、
火
縄
十
、
線
皮
ド
ゥ
ラ

十
、
靭
五
、
一
穂
二
征
矢
五
、
手
根
共
錆
玉
三
匁
か
ら
四
匁
ま
で
と
し
て
あ
り
、
手
当
は
足

軽
一
日
七
十
文
と
あ
る
。

延
宝
九
年

(
一
六
八
一
)

に
人
首
、
野
手
崎
へ
、
天
和
四
年

(
一
六
八
四
)

に
下
門
岡
村
へ

の
番
所
設
置
願
い
が
出
さ
れ
、
元
緑
三
年

(
一
六
九
〇
)

に
許
可
さ
れ
同
五
年
に
建
て
ら
れ
て

い
る
が
、
元
繚
十
二
年

(
一
六
九
九
)

の
領
境
絵
図
に
よ
れ
ば
、
幹
線
と
し
て
、
伊
達
領
は
小

白
浜
、
上
有
住
(
道
祖
神
、
二
度
成
木
、
新
切
)
、
世
田
米

(
横
大
道
)
、
人
首
、
野
手
崎
、

へ

だ

上
口
内
、
岩
谷
堂
、
金
ヶ
崎
を
挙
げ
、
南
部
領
と
し
て
は
平
田
、
赤
羽
根
、
新
屋
、
奥
友
、
田

瀬
、
浮
田
、
立
花
、
南
鬼
柳
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
道
名
を
記
し
て
い
る
元
緑
十
三
年
よ
り
五

十
五
年
前
の
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)

に
開
か
れ
た
道
は
相
去
、
若
駒

(
下
門
岡
)
、
人
首
、

あ
る
す

有
石

(
有
住
)
、
駒
田
、
唐
丹
で
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
五
十
年
間
中
に
さ
ら
に
三
通
開
か
れ
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
元
緑
十
二
年
に
遠
野
領
だ
け
で
も
山
道
で
草
刈
道
十
筋
、
か
く
れ
道
九

筋
の
計
十
九
の
小
道
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
か
く
れ
道
が
少
し
手
直
し
さ
れ
て
公
道
に
な
っ
た

も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
番
所
と
い
わ
れ
た
も
の
は
南
部
領
で
は
鬼
柳

(
関
所
と
も
い
う
)
、
立
花
の

宿
立
、
黒
岩
の
保
木
之
木
、
浮
田
の
溜
風

(
今
は
太
田
目
と
い
う
)
、
倉
沢
の
適
地
、
田
瀬
の

高
屋
敷
(
ダ
ム
へ
水
没
し
た
が
、
渇
水
の
と
き
土
台
石
が
露
出
す
る
)
。
以
上
は
和
賀
郡
で
、

以
下
は
上
閉
伊
郡
と
な
り
、
下
鱒
沢
の
遊
井
名
田
、
鮎
貝
、
小
友
の
新
屋
(
当
時
は
荒
谷
)
、

赤
羽
根
(
旧
は
大
寺
村
と
い
い
、
今
の
秋
野
藤
五
郎
家
の
内
)
、
平
田
(
関
所
と
も
い
う
)

の

十
一
カ
所
で
あ
る
。
伊
達
領
で
は
相
去
、
下
門
岡
(
今
の
内
門
岡
)
、
水
押
、
上
口
内
の
松
坂

二
一
九



南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料

あ
る
寸
に
き
り

野
手
崎
の
田
瀬
街
道
、
人
首
村
下
大
内
沢
(
ご
は
ん
ど
こ
ろ
と
い
っ
て
い
る
)
、
下
有
住
新
切

ふ

た
な
き

上
有
住
二
度
成
木
、
唐
丹
、
そ
の
ほ
か
に
伊
手
に
季
節
的
に
置
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
し

姥
石
に
も
あ
っ
た
と
い
う
(
元
山
か
ら
の
道
で
山
下
に
小
さ
い
一
里
塚
、
山
頂
に
大
き
い
挟
み

塚
の
一
里
塚
が
残
っ
て
い
る
)
。

こ
れ
ら
の
番
所
の
建
物
は
さ
し
て
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
相
去
の
場
合
は
十
二
間
半
に
三

間
半
、
関
所
の
と
こ
ろ
も
七
間
に
二
間
半
で
、
比
較
的
大
き
い
が
、
門
岡
に
二
間
に
六
問
(
第

二
期
の
も
の
が
移
さ
れ
て
現
存
)
、
下
大
内
沢
は
役
人
の
宿
が
六
問
に
十
間
(
第
二
期
の
も
の

が
移
さ
れ
て
現
存
)
、
新
切
は
五
間
に
三
間
、
二
度
成
木
は
六
間
に
三
間
、
唐
丹
は
六
間
に
三

間
半
で
細
長
く
通
行
人
取
り
締
り
の
設
計
で
あ
る
。
改
判
所
と
か
判
所
と
か
い
わ
れ
た
の
は
通
行

証
文
を
出
す
こ
と
か
ら
の
別
称
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
役
人
を
「
脱
石
ダ
ン
ボ
ウ
」
と
呼
ん
だ
の

は
密
売
人
側
か
ら
の
悪
評
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

(
司
東
記
)

元
緑
三
年
(
一
六
九
〇
)

〔
下
門
岡
村
御
境
諸
事
候
覚
=
北
上

市
稲
瀬
町

子
田
鶴
吾
〕

○
元
禄
三
年
(
一
六
九
〇
)
、
下
門
岡
村
に
番
所
を
お
く
(
現
在
の
内
門
間
の
地
)(

伊
達
)

一

下
門
岡
村
御
番
所
境
屋
敷
二
相
定
申
候

元
緑
三
年
か
の
へ
午
九
月

下
門
岡
村
御
番
所

御
輯
目
衆

茂

庭

三
太
夫

二
二
〇

宮

崎

彦
兵
衛

宮
沢

安
石
工
門

渡
辺

伝
右
工
門

壱
歩
判
弐
切
被
下
置
分

元
緑
四
年

佐
々
木

市
之
丞

様

同
判
弐
切
被
下

元
禄
五
年
十
一
月
十
六
日

牧

野

孫
六
郎

様

南
部
領
内
の
番
所
に
つ
き
書
留

元
禄
十
二
年

(
一
六
九
九
)

〔
宮
城
県
立
図
書
館
〕

○
南
部
領
内
の
境
番
所
以
外
の
物
留
番
所
、
川
筋
中
番
所

(
南
部
)

諸
番
所
之
事

一

物
留
等
之
諸
番
所
川
筋
中
番
所
之
類
左
之
通

和
賀
郡
鬼
柳
通
岩
崎
村

一

物
宿
御
番
所

宿

但
仙
人
峠
越
沢
内
エ
ノ
道
ニ
テ
御
境
ノ
番
所
二

ハ
無
之

同
郡
同
通
同
村



一

新
物
留
御
番
所

下
中
嶋

但
和
賀
川
通
船
物
留
ニ
テ
御
覧
番
所
ニ
ハ
無
之

同
郡
黒
沢
尻
通
黒
沢
尻
村

一

物
留
御
番
所

下
河
岸

但
御
嬬
所
下
川
一
二
丁
北
上
川
通
船
物
留
ニ
テ
御
境
御
番
所
ニ
ハ
無
之

同
郡
高
木
通
更
木
材

一

中
番
所

野
沢

但
土
沢
花
巻
ヨ
リ
黒
岩
立
花
エ
ノ
道
ニ
テ
御
覧
御
番
所
ニ
ハ
無
之

番
所
勤
務
交
替
に
つ
き
引
継
一
件

宝
永
五
年

(
一
七
〇
八
)

九
月
̃

宝
永
六
年

(
一
七
〇
九
)

六
月

〔
江
刺
市

三
瓶
正
次
〕

○
下
門
岡
番
所
、
野
手
崎
番
所
の
勤
務
交
替
に
つ
き
番
所
の
備
品
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に

扶
持
米
を
買
米
価
に
換
算
し
て
精
算
す
る

(
伊
達
)

寛

一

寺
坂
御
境
目
御
番
所
宝
永
五
年
九
月
廿
三
日
猪
狩
儀
太
夫
方
よ
り
姉
歯
庄
太

夫
方
江
引
渡
し
申
候

古
御
番
鑓

鍾
弐
本

小
が
ら
み
一
丁

木
本
弐
本

南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料

手
沓
弐
つ

但
錠
釣
共
二

首
鉄
弐
丁

但
筒
せ
め
共
二

畳
拾
八
畳

但
三
枚
う
ら
二
両

御
兵
具
御
本
帳

壱
冊

御
境
目
御
定
日

壱
本

弐
歳
馬
判
紙
拾
三
枚

清
次
判
紙
五
枚

御
勘
定
所
合
判
壱
枚

白
根
沢
十
歳
殿

石
田
作
蔵
殿

松
岡
兵
太
郎
殿

駒
小
判
紙
八
拾
五
枚

右
十
八
口
之
通
此
度
健
二
受
取
申
候

宝
永
五
年
九
月
廿
三
日

姉

歯

庄
太
夫

判

猪

狩

儀
太
郎

殿

一

野
手
崎
御
境
目
御
番
所
同
九
月
廿
四
日
矢
内
次
兵
衛
方
よ
り
庄
子
小
兵
衛
方

江
引
渡
申
候

覚

赤
鳥
毛
御
番
鑓

弐
本

首
鉄
せ
め
英
二
弐
丁

手
沓
弐
つ
錠
釣
共
二

小
指
壱
丁
樫
柄

木
本
弐
本

槍
三
は
ち

畳
九
畳
へ
り
無
し
上
ノ
間



南
部
伊
達
面
詰
詩
境
塚
関
係
資
料

同
拾
畳
へ
り
な
し
下
の
間

御
兵
具
有
物
本
帳
壱
冊

他
領
よ
り
弐
蔵
馬
大
判
紙
拾
枚

今
村
三
之
丞
殿

木
戸
源
六
郎
殿

堂
月
内
記
殿

坂
元
平
右
工
門
殿

合
板
七
枚

所
々
御
境
横
目
衆
合
判
七
拾
八
枚

駄
小
判
紙
百
拾
四
枚

五
百
拾
三
枚
駒
小
判
紙

三
百
三
十
五
枚
駄
小
判
紙

御
役
衆
合
判
百
七
拾
五
人
分
名
元
云
立
壱
通
合
判
共
二

御
定
日
留
写
書
立
壱
通

右
拾
三
日
之
通
夜
相
渡
健
二
受
取
申
候
。
以
上

宝
永
五
年
九
月
廿
四
日

矢

内

次
兵
衛

殿

庄

子

小
兵
衛

判

御
小
人
今
内
能
登
と
.
□
然
者
下
門
岡
村
野
手
崎
両
所
御
覧
目
代
り
御

役
人
衆
二
相
下
候
二
付
、
先
達
品
々
柏
窺
申
候
処
、
先
番
之
者
引
続
相
勤
代

り
御
役
人
衆
江
引
渡
し
可
申
由
二
伸
下
候
へ
共
寺
坂
御
境
目
先
番
猪
狩
仲
左

工
門
、
病
気
二
付
き
同
氏
餞
太
夫
次
番
二
御
座
候
間
柄
勤
、
当
月
廿
三
日
二

姉
歯
庄
太
夫
方
江
引
渡
し
申
侯
野
手
崎
御
境
目
ハ
翌
廿
四
日
庄
子
小
兵
衛
方

江
矢
内
次
兵
衛
引
渡
し
申
候
。

一
御
伝
馬
御
印
判
之
義
江
刺
岩
谷
堂
よ
り
御
境
目
迄
御
印
判
ハ
御
用
便
を
以
為

相
定
可
申
由
二
被
仰
下
候
間
、
御
用
便
を
以
幸
此
度
御
小
人
今
内
能
登
申
候

一
三
二

二
付
頼
申
候
両
、
右
今
内
二
御
印
判
相
渡
し
七
北
田
町
入
口
之
検
断
方
江
相

納
首
尾
仕
申
候
問
、
左
様
二
御
受
取
被
成
下
度
奉
存
候
。
且
又
人
馬
小
判
紙

之
義
残
ル
分
両
所
御
境
共
二
代
り
御
役
人
衆
江
直
に
引
渡
し
申
候
。
拙
者
共

御
用
立
申
候
小
判
紙
之
分
ハ
御
勘
定
可
仕
候
依
仙
台
よ
り
江
刺
中
迄
之
御
印

判
ハ
拙
者
共
へ
御
勘
定
二
罷
登
候
節
用
申
候
而
直
に
七
北
田
町
入
口
検
断
方

江
兼
両
の
通
相
渡
し
首
尾
可
仕
由
是
又
先
達
被
仰
下
車
承
知
候
。

一

寺
坂
御
境
目
先
月
廿
三
日
野
手
崎
御
覧
日
岡
廿
四
日
に
代
り
御
役
人
衆
江
引

渡
し
申
候
条
、
同
日
よ
り
極
月
迄
勤
懸
り
相
残
り
申
候
。
旅
御
扶
持
方
如
何

様
に
返
上
口
之
御
首
尾
二
仕
儀
二
御
座
候
裁
、
相
窺
申
慶
事
存
候
。

九
月
廿
九
日

三

瓶

勘

助

猪

狩

重
兵
衛

猪

狩

義
太
夫

猪
狩

仲
左
工
門

猪

狩

勘
之
允

小
原

孫
左
工
門

三

瓶

弥

平

猪
狩
八
郎
右
工
門

矢

内

次
兵
衛

十
歳

様

こ
ひ
と

注

御
小
人
と
は
、
硬
目
の
下
役
で
現
在
の
巡
査
の
よ
う
な
役
で
あ
っ
た
。
連
名
署
は
岩
谷

堂
岩
城
氏
へ
の

「
御
預
り
足
軽
」
で
本
藩
所
属
で
あ
り
、
し
か
も
岩
城
氏
に
仕
え
る
、
と

い
う
二
重
の
身
分
に
あ
っ
た
。



一
御
宿
次
御
状
拝
見
仕
候
。
然
著
野
手
崎
、
下
門
岡
御
境
目
二
両
南
部
人
馬
小

判
紙
之
義
車
上
侯
処
、
跡
御
役
人
衆
江
引
渡
申
候
問
只
今
御
勘
定
二
不
及
申

候
段
、
被
仰
下
承
知
仕
候
。
被
仰
造
次
第
二
御
勘
定
相
立
可
申
候
。

一
最
前
相
窺
申
候
御
境
目
旅
御
扶
持
方
米
之
義
勤
懸
り
之
分
、
江
刺
相
場
御
直

段
を
以
、
金
代
江
被
召
上
候
様
二
仕
度
候
。
拙
者
餞
御
搾
米
に
て
上
納
仕
義

成
兼
申
候
問
、
右
之
通
夜
成
下
様
二
仕
度
奉
存
侯
。

十
月
廿
七
日

猪

狩

儀
太
夫

矢

内

次
兵
衛

十
歳
様

覚

-

一

米
拾
五
石
≡
斗
六
升

但
去
年
正
月
元
日
よ
り
十
二
月
晦
日
迄
江
刺
郡
寺
坂
野
手
崎
両
所
御
境
目
御

用
拙
著
四
人
二
面
交
り
々
々
二
相
勤
申
候
御
扶
持
方
分

党

一

米
拾
五
石
五
斗

右
両
所
御
境
横
目
御
用
正
月
元
日
よ
り
九
月
甘
三
日
同
廿
四
日
迄
四
人
こ
て

相
勤
申
候
日
数
五
百
七
十
五
留
分
御
扶
持
万
引

残
米
三
石
八
斗
六
升

此
金
九
切
卜
代
壱
貫
四
百
四
文

右
両
所
御
境
横
目
御
用
九
月
廿
三
日
同
廿
四
日
二
御
免
二
付
去
々
年
分
御
買

米
御
直
段
を
以
金
代
二
両
上
納
申
分

右
之
通
留
り
証
済
相
添
致
上
納
候
。
以
上

南
部
伊
達
両
諸
藩
覚
塚
関
係
資
料

宝
永
六
年
六
月
朔
日

石

村

喜

蔵

殿

横
尾
九
郎
右
工
門
殿

猪
狩
重
兵
衛

鈴
木
左
太
郎

矢
内
次
兵
衛

覚

三
十
三
日
分

一

米
六
斗
六
升

猪
狩
市
郎
兵
衛

但
野
手
崎
御
境
目
九
月
廿
一
日
晩
よ
り
十
月
廿
五
日
朝
迄

六
十
一
日
半
之
分

一
米
壱
石
弐
斗
三
升

矢
内
次
兵
衛

但
野
手
崎
御
境
目
十
月
廿
五
日
晩
よ
り
十
二
月
晦
日
晩
迄
之
本
番
に
有
之

侯
処
九
月
廿
一
日
晩
よ
り
同
廿
四
日
朝
迄
加
番
猪
狩
重
兵
衛
相
諸
侯
二
付

此
日
数
九
日
三
日
指
引
残
ル
日
数
六
十
一
日
半
也
。

八
十
三
日
分

一
米
壱
石
六
斗
六
升

猪
狩
儀
太
夫

但
寺
坂
御
境
目
九
月
廿
三
日
晩
よ
り
十
二
月
十
七
日
朝
迄
本
番
二
有
之
候

処
九
月
十
七
日
晩
よ
り
同
廿
三
日
朝
迄
此
日
数
ハ
十
三
日
也
。

十
三
日
半
之
分

一

弐
斗
七
升

二
百
一
日
分
也

右
米
合
三
石
八
斗
五
升

鈴
木
左
太
郎一

三
三



南
部
伊
達
両
藩
諸
費
塚
関
係
資
料

右
之
通
関
太
夫
左
太
郎
市
兵
衛
右
三
人
次
兵
衛
宅
二
寄
合
候
て
日
数
米
高
勘

定
申
候
。六

月
朔
日

一
壱
歩
判
九
切
卜
代
壱
貫
四
百
四
文
受
取
申
候
。

但
両
所
去
年
寺
坂
野
手
崎
両
所
御
境
目
御
番
二
相
勤
候
処
、
前
々
よ
り
壱

ケ
年
中
御
扶
持
方
二
相
渡
候
処
御
勤
仕
懸
り
御
上
納
金
也
。

六
月
朔
日

横
尾
九
郎
右
工
門

鈴
木
左
太
郎
殿

御
代
官
横
尾
九
郎
石
工
門
登
仙
申
由
為
知
申
参
候
間
、
右
之
通
金
九
切
卜
代

壱
貫
四
百
四
文
左
太
郎
様
参
上
申
候
而
九
郎
石
工
門
へ
相
渡
し
右
之
通
九
郎

右
工
門
受
取
証
済
有
り
。

覚

野
手
崎
御
勤
仕

但
正
月
元
日
よ
り
九
月
廿
四
日
迄

一

式
百
八
十
八
人
留
分

寺
坂
御
勤
仕

但
正
月
元
日
よ
り
九
月
廿
三
日
迄

一

式
百
八
十
七
留
分

〆
五
百
七
十
五
留
り
分

此
米
拾
壱
石
五
斗
也

右
ハ
去
年
両
所
御
勤
仕
留
り
証
済
を
以
相
考
如
此

但
九
月
廿
四
日
よ
り
十
二
月
晦
日
迄

一

九
十
六
留
り
分

二
二
四

但
九
月
廿
三
日
よ
り
十
二
月
晦
日
迄

一

九
十
七
留
り
分

此
米
三
石
八
斗
六
升

右
ハ
去
年
両
所
御
勤
仕
懸
り
こ
付
御
上
納
之
分

右
之
通
二
御
座
候
。
己
上

丑
ノ
五
月
廿
八
日

右
之
通
割
を
以
四
人
分
未
上
納
奮
立
相
出
ス

覚

一

米
六
斗
七
升

猪
狩
重
兵
衛

此
金
壱
切
卜
代
八
百
九
文

一

米
壱
石
弐
斗
四
升

矢
内
次
兵
衛

此
金
弐
切
卜
代
竜
骨
五
百
六
十
六
文

金
二
直
テ
≡
切
卜
代
三
百
六
十
六
文

一

米
壱
石
六
斗
七
升

金
二
直
テ
三
切
卜
代
四
百
四
文

〆
九
切
卜
代
壱
貫
四
百
四
文

代
相
場
壱
貫
弐
言
文
割

此
金
三
助
卜
代
壱
貫
七
百
弐
拾
九
文

金
二
直
テ
四
切
五
百
弐
拾
九
文

一

米
弐
斗
八
升

此
代
九
百
文

右
米
合
三
石
八
斗
六
升

此
金
六
切
上
代
五
貫
四
文
也

猪
狩
儀
太
夫

鈴
木
左
太
郎



南
部
伊
達
両
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藩
境
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五

(1割齢)

S

王吟e計

軽く敬三唖韓轄-I悟や匝押

頂Q無性琵揮-1悟や匝尊

K駐ヨ性指揮-I悟や匝尊

王血塊月割駐韓蛭打田妾出他部葡梨描喜田徳出国

匝桂白雪、博野望輔城川襲11恒田無嶋誼

や軸∃円ら匝輔凋」く自

室輔巧D荘蛇轄峨雫妾出丑把輔凋把捜くロ」く襲相即や身

幅野営怪韓蛭-1厚く叶田螺旧弊刃甘壁

吏K主任輯揮-I恒や匝碑

熊鞘蜜噂嬉蛭輔怪韓轄-I憧ゆ匝尊

(禦図〇轄榊)

小曲悪阻縫困鎧薄南出球嘉駐韓駐

韓旧聞堕N博悪態図的蜜澗駄N陸

掠悪態困嬰南N堕せ享担陸中N蝶

魅鱒困芸当嬰羅N固壌蒔制球踏粗

甘屋馬輩

憧韓畦饗貯留

峠撞十日調廿日中辛早口
草1叶昭博避荘: (置)

直 選」く出超霊(置)

遭計理蠍や遭定圧

K度を撲津持く 韻

∃ 口 唇 鴨 謹
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南
部
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伊
達
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境
絵
図

正
徳
四
年
(
一
七
一
四
)
八
月
六
日

(
北
上
市
立
図
書
館
蔵
)

悼
八
搬
観
輔
弼
護
㌔

曲

蛇
御
蔵
領
古
人
宮
田
村
主
殿

碧
諒
卿
峨

早
生
十
㌢
抱
け
道

草

回
答
瞳
腰
部
軸

物

口
的
工
単
車
冒
豊
Y
早

出
出
平
艦
博
昭

鴇
早
叩

き
寸
範
雷
管
∠
埋
却

⊥
≡
出
口

此
峠
よ
り
東
[
H

御
境
ハ
上
代
ヨ
リ
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立
水
落
嶺
切
之
田

峠

両
方
古
人
守
之

上
浮
田
村
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曲
工
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的
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子

曲
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春
も
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可
叩
沸

軟
球
輩
0
手
蔓
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飽田史上

東
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見
峠
よ
り
松
さ
き

地
主
松
崎
様
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」

ヽ
、

ヽ

寺
地

弥
陀
真

艶
Y
拷
碁
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号
冊
湧
理
血

的
里
与
四
壁

日
工
辛
辛

事
理
出
勤
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Y
早
話
臓

罰十田町=
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(
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Y
遭
蜂
哲
学

的
工
学
動
哲
学

的
工
訝
井
等
車

Y
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要
苛
中
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士
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草
劇
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艦
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潤

琶十ざ画し
瀞「白澤萌せ汁

\、\細ノ

松
崎
よ
り
小
豆
沢
越
迄
御
境
遇

地
主

上
浮
田
村
肺
魚

帯
刀

小
豆
沢
越
畑
道

鞠
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臨
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中
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峨
理
早
冊
疑
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孜
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球
団
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古
来
よ
り
土
沢
迄
ノ
本
道

西
ハ
小
豆
沢
越
ヨ
リ
東
ハ

鳥
田
越
迄
御
境
通
り

地
主
大
田
目
弥
次
右
衛
門



滝
明
神
社

有
り

此
明
神
ハ
ま
が
た
こ
く

よ
h
ソ

御
と
び
被
成
候
む
し
ぢ
則

大
杉
二
成
候
あ
ら
た
な
明
神

中
タ
ケ
よ
り
隠
洞
迄

御
境
通
り
地
主

大
沢
ノ
与
石
工
門

田
瀬
村

く
れ
洞
峠隠

洞
よ
り
ふ
ど
う
坂
迄

御
覧
通
り
地
主里

館
仁
助

亘鶴塁
口紅登

南
部
伊
達
面
詰
諸
費
塚
関
係
資
料
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羊
Y
寄
/
削
Y

Y
早
萬
Y

避
助
士
掘

出
で
雪
質
申
、
坪
J
田

Y
早
手
耐

難
諦
峨
零
q
、
劉
J
田

)
盛
0
千
乎
琶
郎
党

南
部
伊
達
両
藩
詩
境
塚
関
係
資
料

覚
間
沢

在
家

目
す
γ
里
/
拍
車
Y
早

目
用
瀬
叢
艦
雌
咄

0
艶
Y
欄
轟
科
白
ヤ
Ⅲ

孫
興
亜

的
工
事
散
田
狛
中

日
工
事
的
∴
翔
平

Y
出

撃
ア
首
鶴
城

豊
里
碁
士

里
心
掬

鼻
Y

醤
丑
部
臨
蔦
号
剛

胆
雌
出

一
間
の
そ
き
而
中
上
手

中
塚
通
よ
り
う
つ
き
く
ね
有

雷
蕗
塚
よ
。
御
境
ハ

●
北
ノ
方
へ
嶺
続
也



南
部
伊
達
両
藩
詩
境
塚
関
係
資
料

す
み
や
き
が
ま

拳
串

田
、
手

長
伏
明
神
よ
り
五
リ
ン

ざ
く
高
川
原
迄

わ
か
木
若
林
び
る
川
山
卜

惣
名
車
候

一
四
二

同
小
豆
よ
り
馬
田
迄

地
主

弥
次
工
門

間
対
馬
田
よ
り
加
仁
沢
迄

地
主
田
国
風
次
石
工
門

下
浮
田
村

彦
右
工
門

砂
子
中
竹
よ
り
か
く
れ
洞
迄

地
主
大
沢
友
石
工
門

同
村
肝
煎
半
内

田
瀬
村
里
館
仁
助

古
人
同
村

黒
土
利
兵
衛

同
村
古
人

内
遠
野
平
と

同
村
古
人

覚
岡
沢
大
佐
エ
ロ

同
肝
煎

伊
石
工
門

右
村
中
地
主
不
残

立
合

正
徳
四
甲
午
八
月
六
日

は
さ
の

早
坂
細
道

棄

日
工
字
陶
垣
を

耳
遠
申
出
Y
早
掘
繁

華
尊
敬
硯
曲
学
心
子
弟
峨
甥
里

笹
長
板

御
寛
政

丁
間
竿
取御

町
ノ
八
兵
衛

西
ハ
物
見
峠
よ
り
東
ハ

五
里
ん
越
迄
大
境
水
落
切

嶺
切
間
数
魚
留
り
沢

凡
一
万
百
六
十
問

町
ニ
メ
千
六
百
九
十
弐
町
八
開

壱
里
メ
四
里
半
七
町
人
間

一
水
木
よ
り
東
さ
く
迄
大
境
地
主
覚
岡
沢
大
佐
工
門

一
さ
く
の
北
遠
野
境
ほ
と
洞
迄
地
主
天
野
平
七

一
ほ
と
洞
よ
り
北
遠
野
境
南
i
川
有
功
地
主

松
長
根

部
費
古
人
吉
右
衛
門

一
中
ケ
石
川
出
る
方
と
も
り
谷
の
つ
ゞ
き
沢
に
引
佐
中
ケ
石
川

護
口
宮
森
境
迄
地
主
向
田
瀬
与
惣
名
工
門

一
砥
森
別
当

向
田
瀬

清
石
工
門

与
惣
石
工
門
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御
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惣
改

大
田
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書
次
郎
兵
衛

百
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石
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門

鳥
沢
四
郎
兵
衛

鴬

沢

木

工

三
関
次
郎
石
工
門

一
一
郎
石
工
門
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此
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よ
り
北
方
と
き
森

サ
タ
カ
川
原
山
田
瀬
山
卜
宮
森
村
迄
韻
続
切
水
落
次
第
二

上
代
御
覧
両
方
古
人
守
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也

五
り
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よ
り
郡
御
覧
水
の
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蓬
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人
ハ
平
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吉
石
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門
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峠
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砥
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出
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所
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岡
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沢
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御

家

被

仰

出

一

五
月
十
九
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一

和
賀
新
御
番
所
え
遣
候
御
法
度
物
留
帳
蔦
左
記

一

金
・
銀
・
銅
・
銭

一

諸
材
木
・
桂

一

紫
根

一

塗
物
・
薄
給
共

一

魚
油

一

明
松

一

男
女
牛
馬

一

望

一

貫
精

享
保
十
三
年
(
一
七
二
八
)

〔
岩
手
県
立
図
語
館
〕

一

銭
・
鉛

一

武
具
類

一

麻
糸
・
蝋

一

荏
潤

一

盟

一

虹
花
井
薬
種

一

く
ん
ろ
く
か
う

一

級

一

か
た
く
り
・
馨
預

米
井
雑
穀

眞
綿

漆魚
鳥
・
海
草

春
木

た
ば
こ

布起
炭

皮
の
類

右
之
品
堅
通
中
間
敷
事
、

御
法
度
物
之
品
々
、
諮
文
無
之
他
飼
え
船
積
出
候
義
、
堅
停
止
之
事
、

運
上
物
・
諸
材
木
上
川
よ
り
川
下
之
節
、
謹
文
二
向
委
相
改
、
相
通
可
申

事
、

一

夜
中
隠
し
材
木
相
通
申
儀
可
有
之
候
、
下
番
之
者
時
々
夜
廻
、
心
を
付
詮

議
可
仕
事
、

右
之
趣
急
度
可
相
守
、
若
違
背
之
輩
於
有
之
ハ
、
可
彼
処
厳
科
者
也
、

享
保
十
三
年
五
月

両
領
の
番
所
に
つ
き
書
留

○
北
上
川
以
東
の
両
領
番
所
名
と
そ
の
数

一

鬼
柳

浮
田

立
花

岩
崎

蔵
沢

赤
羽
根

鮎
貝

濁
沢

黒
岩

松
山

馬
門

橋
場

右
ハ
南
部
御
領
御
覧
御
番
所
也

次
ハ
仙
台
御
領
分

伊
沢
郡

江
刺
部
下
門
岡
村
之
内

相
去

江
刺
郡

江
刺
郡

寺
坂

上
口
内
松
坂
通

野
手
崎

享
保
二
十
年

(
一
七
三
五
)

〔
北
上
市
口
内
町

大
泉

俊
〕

田
瀬

小
坂

平
田

立
石

野
沢

荒
谷

岩
崎

遊
井
名
田

熊
沢

江
刺
郡
水
押
村
之
内

大
谷
地

同
郡

五
輪
峠
道

人
首

気
仙
郡
世
間
前
村
之
内

気
仙
郡
上
有
住
村
之
内

赤
坂
横
大
通
り

道
祖
神
峠

宇
田
郡

大
通

伊
具
郡
大
内
村
之
内

石
塚
峠

駒
ケ
峯

相
馬
境

山
口
境

伊
具
郡
口
成
村
之
内

峠
峯
伊
達
境

簾
色

刈
田
郡
越
川
村
之
内

口
仏
伊
達
境

刈
田
郡
湯
原
村
之
内
マ
マ

同
郡
同
村
の
内

.
趨
合
沢
米
沢
境

猿
鼻
出
羽
境

柴
田
郡
今
宿
村
之
内

名
取
郡
馬
場
村
之
内

笹
谷
峯
出
羽
境

同
郡
同
村
之
内二

口
二
本
不
友
出
羽
境

南
部
伊
達
両
港
諸
費
塚
関
係
資
料

二
口
清
水
大
峠
出
羽
境

国
方
作
並
村
之
内

坂
本
大
峠
出
羽
境

一
四
五



帝
都
伊
達
両
港
藩
境
塚
関
係
資
料

加
美
郡
小
野
田
本
郷
ナ
上
向

同
郡
宮
崎
村
之
内

軽
井
沢
西
前
坂
出
羽
境

玉
造
郡
鳴
子
村
之
内

中
山
宿
関
ケ
沢
同
境

切
籠
田
代
西
峠
境

栗
原
郡
鬼
首
村
之
内

嶺
境
塚
同
覧

同
郡
同
村
之
内

同
郡
花
山
村
之
内

水
境
同
境

同
郡
同
村
之
内

四
代
長
根
同
境

四
段
坂
同
境

伊
沢
郡
若
柳
村
之
内

嵐
江
岩
ノ
白
沢
同
境

〆
弐
拾
七
ヶ
所

此
外
唐
船
御
番
所
五
ヶ
所

亘
理
郡
坂
本
磯
崎

桃
生
郡
深
谷
宮
戸
大
浜

牡
鹿
郡
遠
嶋
鮎
川
浜

本
古
郡
歌
津
柏
崎

気
仙
郡
綾
里
八
之
森

こ
の
外
気
仙
郡
今
泉

領
境
道
筋
に
つ
き
覚

延
享
五
年

(
一
七
四
人
)

〔
仙
台
御
境
筋
品
々
御
境
奉
行
雷
上

=
盛
岡
市
公
民
館
写
〕

○
遠
野
方
面
か
ら
伊
達
領
に
通
ず
る
本
道
、
隠
道
、
山
道
、
草
刈
り
道

延
享
五
年

御
境
四
ヶ
所
道
之
外
御
境
通
二
道
有
之
内
御
書
上
之
隠
遁
並
村
々
よ
り
之
山

道
草
刈
道
他
領
江
田
候
道
覚

一
四
六

辰
ノ
五
月

寛

一

板
橋
三
ツ
カ
嶺
御
領
小
友
よ
り
他
領
ト
チ
ウ
村
へ
出
ル

但
御
書
上
之
隠
道
也

小
友
村
よ
り
之
山
道
他
領
人
首
山
本
へ
出
ル

小
友
村
タ
カ
ス
よ
り
之
山
道
弐
筋
二
別
れ
他
領
東
山
江
田
、
壱
筋
は
板
橋
之

処
よ
り
ト
チ
ウ
村
へ
出

一

長
野
よ
り
之
山
道
御
境
之
所
二
面
弐
筋
二
別
れ
壱
筋
は
三
ノ
輪
御
境
之
処
江

田
、
夫
よ
り
亦
弐
筋
二
別
レ
壱
筋
は
気
仙
大
又
沢
へ
出
ル

一
筋
は
ア
ツ
サ
川
沢
御
塚
向
へ
出
候
両
人
首
へ
之
道
也
。

右
長
野
御
境
之
処
二
両
別
レ
候
)
残
り
壱
筋
は
沢
内
小
ま
た
沢
江
田
ル

一

大
洞
大
ク
ソ
細
道
山
屋
よ
り
出
様
河
村
へ
出
ル

但
御
書
上
之
隠
道
也

来
内
砂
子
沢
よ
り
山
道
他
領
有
右
之
内
横
川
檜
槌
へ
出
ル

蕨
峠
之
道
来
内
村
よ
り
他
領
下
布
石
今
泉
高
田
へ
出
ル

但
御
書
上
之
隠
道
也

来
内
村
よ
り
山
道
他
領
西
山
新
田
江
田
ル

平
倉
村
よ
り
之
山
道
右
同
断

平
倉
ウ
ナ
シ
林
よ
り
之
山
道
右
同
断

長
畑
之
道
右
同
断

但
御
嵩
上
之
隠
道
也

一

三
斗
畑
之
道
平
倉
村
よ
り
西
山
新
田
へ
出
ル

但
御
書
上
之
隠
道
也

一

ナ
ノ
リ
之
草
苅
道
赤
羽
根
よ
り
出
新
田
へ
出
ル



一

早
坂
之
道
平
倉
村
よ
り
出
右
同
断

但
御
書
上
之
隠
道
也

赤
羽
根
よ
り
草
苅
道
西
山
新
田
へ
出
ル

細
越
村
よ
り
山
道
西
山
新
田
江
田
ル

小
枝
越
之
道
細
越
村
よ
り
田
舟
サ
ク
へ
出
ル

但
御
書
上
之
隠
道
也

一

尻
高
津
笹
生
田
よ
り
出
他
領
明
丸
へ
出
ル

板
橋
よ
り

貞
任
長
峯
迄

貞
任
長
峯
よ
り
股
ケ
峯
迄

股
ケ
峯
よ
り
赤
羽
根
峠
迄

赤
羽
根
峠
よ
り
乱
保
塁
迄

乱
保
塁
よ
り
仙
人
三
叉
迄

証
人
他
弐
石
宛
拝
領
之

勘
右
衛
門
領

彦

重

領

嬢
僻
領

布
石
衛
門
領

六
兵
衛
領

延
享
五
年
御
境
筋
委
細
之
改
御
奉
行
心
控
之
記
左
記
左
二
写
、
但
此
節
表
へ

の
御
書
上
ハ
後
篇
在
り

一

五
輪
峠
塚

但
同
処
塚
よ
り
御
境
筋
西
之
方
二
間
日
二
妻
ノ
神
石
倉
ア
リ
、

右
塚
よ
り
南
部
御
仮
屋
場
塚
、

但
御
書
上
之
隠
道
也

一

票
ノ
木
峠
道
畑
屋
よ
り
出
他
領
粟
ノ
木
土
倉
へ
出
ル

但
御
書
上
之
隠
道
也

〆
拾
九
筋

肉
九
筋
御
書
上
之
隠
道
拾
筋
は
山
道
草
苅
道

右
之
通
御
座
候
。
以
上

番
所
勤
番
心
得
に
つ
き
書
留

明
和
五
年

(
一
七
六
八
)

〔
福
田
家
文
辞
=
遠
野
市
立
困
苦
館
〕

○
遠
野
南
部
領
内
の
赤
羽
根
、
鮎
貝
、
遊
井
名
田
の
各
番
所
か
ら
御
用
を
申
付
け
ら
れ
た

と
き
は
、
肝
煎
、
老
名
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
者
は
違
背
の
な
い
よ
う
に
従
が
う
べ
く
布

達
さ
れ
る

○
高
名
の
士
が
通
過
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
番
所
に
お
い
て
は
礼
を
つ
く
す

よ
う
布
達
さ
れ
る

(
南
部
)

一
一
二
箇
所
御
境
御
番
処
江
諸
士
御
番
被
仰
付
候
。
仇
両
夜
仰
渡
書
左
之
通
。

覚

赤
羽

根

南
部
伊
達
両
落
語
境
塚
関
係
資
料

鮎

貝

遊
井
名
田

往
古
よ
り
被
御
据
置
候
御
境
御
番
所
別
而
吟
味
之
筋
有
之
、
.
前
々
之
趣
を
以
此

度
諸
士
御
番
被
仰
付
候
。
依
之
御
番
人
よ
り
御
用
筋
申
付
候
者
、
不
限
昼
夜

早
速
相
詰
下
知
を
請
可
申
候
。
急
変
急
事
著
肝
煎
老
名
共
二
不
限
、
御
番
所

近
所
之
者
共
駈
着
御
番
人
申
付
相
背
中
間
数
候
。
其
外
何
御
用
に
て
も
無
遅

滞
様
二
近
村
之
者
共
心
得
居
可
申
候
。
自
然
不
心
得
之
於
相
背
老
師
煎
老
名

と
も
迄
急
度
可
被
及
御
沙
汰
旨
被
仰
出
。

千
十
一
月

右
之
通
二
両
知
行
所
赤
羽
根
江
者
乳
井
平
内
殿
と
申
仁
御
越
二
付
、
盛
岡
御
屋
敷

よ
り
被
仰
出
候
者
御
番
人
衆
横
田
町
御
止
宿
候
者
仲
伴
御
旅
宿
江
御
見
舞
可
申
侯
。

御
目
付
壱
人
、
御
代
官
壱
人
赤
羽
根
江
遣
候
様
被
仰
出
、
赤
羽
根
江
者
御
目
付
小

一
四
七



南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料

笠
原
忠
兵
エ
、
御
代
官
工
藤
与
市
兵
衛
相
話
中
候
。
一
二
ヶ
所
御
境
御
番
人
同
断
会

釈
御
座
候
此
元
町
二
而
馬
継
候
而
直
々
枝
道
候
故
、
-
仲
伴
見
廻
者
相
控
候
。
尤
家
来

共
並
古
人
肝
煎
心
懸
内
々
申
付
候
御
覧
留
二
委
故
婁
略
ス
事
。

関
所
通
行
証
文
の
交
付
に
つ
き
願
書

明
和
六
年

(
一
七
六
九
)

六
月

〔
福
田
家
文
書
=
遠
野
市
立
図
書
館
〕

○
羽
黒
山
参
詣
の
た
め
、
他
領
通
行
証
文
を
交
付
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
が
出
さ

れ
る

(
南
部
)

一
家
来
奥
寺
与
兵
衛
羽
黒
参
詣
願
出
候
二
付
御
境
御
証
文
申
立
候
御
目
付
迄
差

出
候
書
付
左
之
通

覚

作
兵
衛
召
仕

奥
寺
与
兵
衛

右
者
羽
州
羽
黒
山
来
ル
廿
九
日
参
詣
仕
度
旨
申
出
候
間
鮎
貝
御
境
通
御
証

文
被
伸
上
頼
入
候
。
以
上

六
月
廿
五
日

(
宛
所
な
し
)

福
田
作
兵
衛

御

目

付

御

調

印大

道

具

六

尺

棒

由

緒

書

ニ
ケ

二
種

一
本

一
巻

寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)

〔
岩
手
県
立
図
書
館
〕

寛
延
二
年
盛
岡
御
目
付
よ
り
荒
谷
陸
右
工
門
に
対
し
系
囲
詞
に
付
返
答
状

御
境
堅
組
立
帳

遠
野

一

鮎
貝
、
新
屋
、
赤
羽
根
、
遊
井
名
田

右
四
ヶ
所
之
口
々
異
変
有
之
節

南
部
禰
六
郎
江
警
衛
人
数
差
出
候
餞

此
度
被

仰
付
候
尤
右
仕
組
平
常
組
立
滞
自
然
人
数
出
張
之
節
者
話
合
御

番
人
二
面
直
々
検
使
被

右
壱
ヶ
所
之
手
当
左
之
通

仰
付
候
事

一

歩

武

者砲

右

支
配
預
附
差
出
可
申
候
尤
旗
小
印
相
応
相
用
可
申
旨
南
部
爾
六
郎

被

仰
付
候
事



御

家

被

仰

出

寛

一

赤
羽
根
御
番
所

一

鮎
貝
御
番
所

一

遊
井
名
田
御
番
所

一
関
伊
田
御
番
所

一

熊
沢
御
番
所

乳

井

小
原

新
田
日

下

田

金

矢

豊
巻

濱
田

栃
内

坂

本

戸

来

宝
暦
六
年

(
一
七
五
六
)

〔
岩
手
県
立
図
書
館
〕

平

内

磯
右
衛
門

十

歳

清
之
丞

忠
兵
衛

新
右
衛
門

彦
右
衛
門

直
右
衛
門

市

内

助
兵
衛

右
は
御
境
御
番
所
、
是
迄
幼
少
御
番
被
仰
付
置
候
慶
、
前
々
之
趣
を
以
此
度
右
之

通
御
番
人
被
仰
付
、
五
月
内
代
相
勤
候
様
被
仰
出
、
尤
、
御
番
所
壱
ヶ
所
武
人
扶
持
井
雑

用
角
代
窒
ヶ
月
富
貴
五
百
文
宛
被
下
、
往
来
御
倍
馬
一
疋
宛
借
被
造
、
鑓
鶴
御
持

夜
道
候
付
、
緯
夫
窒
人
死
借
夜
道
旨
被
仲
田
、

十
一
月

遊
井
名
田

閉
伊

田

熊

澤

往
古
よ
り
被
御
据
置
候
御
境
御
番
所
、
別
て
御
吟
味
之
筋
有
之
、
前
々
之
趣
を
以

此
度
諸
士
御
番
被
仰
付
候
、
依
之
御
番
人
よ
り
御
用
筋
申
付
候
ハ
、
、
壷
夜
不
限

早
速
相
詰
下
知
を
請
可
申
候
、
急
変
急
事
肝
煎
・
老
名
共
二
不
限
、
御
番
所
折
所

之
者
と
も
駈
着
、
御
番
人
之
申
付
相
背
申
開
敷
候
、
其
外
何
御
用
こ
て
も
無
遅
滞

様
二
、
近
村
之
者
と
も
迄
心
得
居
可
申
候
、
自
然
不
心
得
之
者
有
之
於
相
背
は
、

肝
煎
・
老
名
共
迄
急
度
可
被
及
御
沙
汰
旨
被
仰
出
、

十
一
月

右
之
通
以
御
目
付
申
付
渡
之
、

一

十
二
月
廿
六
日

-

遠
野

赤
羽

根

同

鮎

貝
御
番
所

赤
羽

根

鮎

貝

寛

周

遊
井
名
田

右
御
番
所
え
一
ケ
月
武
人
御
扶
持
弁
難
車
代
毒
貫
五
百
文
宛
之
御
波
方
、
遠
野
ハ

八
戸
禰
六
郎
知
行
所
二
付
、
御
米
銭
と
も
こ
禰
六
郎
役
人
え
角
番
相
渡
、
月
々
禰

六
郎
役
人
よ
り
御
番
人
え
相
渡
、
御
番
人
よ
り
御
勘
定
所
宛
所
之
受
取
切
手
取
置

暮
二
室
蘭
六
郎
役
人
受
取
、
切
手
引
替
候
様
被
仰
付
、
御
目
付
を
以
申
渡
之
、

南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料



南
部
伊
達
面
詰
諸
費
塚
関
係
資
料

室

暦

風

土

記

水
押
村

一
御
境
御
番
所
壱
所

南
部
御
境
迄
拾
三
丁
程

宝
麿
十
三
年
五
月

同
村
肝
大

仁
右
工
門

宝
暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)

〔
前
沢
町
白
山

鈴
木
束
〕

野
手
崎
村

一
御
境
御
番
所
壱
ヶ
所
、
但
右
町
場
内
相
立
候
。
南
御
境
目
二
御
座
候

宝
麿
十
三
年
四
月

同
村
肝
入

手
兵
衛

同

利
左
工
門

気

仙

郡

古

記

宝
暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)

〔
大
船
渡
市
立
図
書
館
〕

唐
丹
村

一
唐
丹
御
覧
目
御
番
所

長
六
問
三
二
間
半

御
役
人
九
十
日
代
り
被
査
置
候

一
御
境
目
古
人
三
人

平
石
工
門

甚
内

与
兵
衛

御
覧
御
用
諸
事
相
勤
申
侯
為
御
合
力
金
二
切
家
被
下
僕

一
五
〇

世
田
米
村

一
南
部
御
覧
古
人

小
又
屋
敷
八
兵
衛
五
人
分
御
扶
持
方
被
下
置
御
兵
具
鑓
五

錠
鉄
砲
三
鏡
板
預
置
候
。
其
后
享
保
十
九
年
二
苗
字
刀
御
免
。
紺
野
次
郎
左

衛
門
卜
申
候

一
同
古
人

大
又
屋
敷
利
右
工
門
為
御
合
力
英
身
御
年
貢
金
之
内
二
両
金
二
切

被
下
候

一
同
古
人

同
所
次
兵
衛
ニ
モ
右
同
断

下
有
住
村

一
南
部
御
境
目
御
番
所

六
間
三
二
間
御
役
人
二
人

九
十
日
代
り

御
境
古
人

六
石
工
門
御
合
力
英
身
御
年
貢
ノ
内
二
両
金
弐
切
枝
下
候

同
古
人

三
郎
石
工
門
為
御
合
力
英
身
特
高
一
二
貫
六
百
二
十
七
文
一
丹
被
下

置
候

平
田
御
境
杭
打
之
事

延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
〕

〔
御
代
官
御
心
得
草
=
岩
手
県
立
図
書
館
山

一
往
古
仙
台
御
境
赤
羽
根
御
境
論
有
之
、
公
議
え
御
双
方
被
伸
上
候
所
、
前
傾

二
御
名
面
相
出
候
、
御
大
老
酒
井
雅
楽
頭
忠
浩
之
御
申
立
こ
て
、
御
双
方
御

和
談
、
後
年
御
境
御
難
漉
無
之
た
め
、
御
同
人
様
え
御
双
方
様
よ
り
御
書
付

ヲ
以
差
出
候
様
、
依
て
仙
台
御
境
は
、
今
以
御
親
・
、
、
御
難
温
飯
之
由
、
如
何



様
大
槌
平
田
御
境
杭
杯
御
建
直
等
、
御
双
方
様
御
杖
労
候
者
有
之
、
返
り
之

者
之
可
有
之
、
遂
吟
味
候
得
共
、
右
従
者
相
知
レ
不
申
、
右
御
訴
一
條
別
記

二
有
之
、御

家

被

仲

田

天
明
四
年

(
一
七
八
四
)

〔
岩
手
県
立
図
書
館
〕

天
明
四
年

一

八
月
十
三
日
、
諸
番
所
頃
日
二
至
病
人
数
多
有
之
、
御
番
人
御
着
支
二
相
成

候
二
付
、
少
々
病
気
は
押
候
て
出
勤
可
致
候
、
御
番
所
え
病
気
相
届
候
後
、

他
行
致
山
川
井
諸
見
物
之
場
所
え
罷
越
候
領
有
之
間
数
事
二
俣
得
共
、
自
然

心
得
違
之
者
も
可
有
之
哉
、
萬
一
石
鉢
之
儀
及
露
頼
候
ハ
、
、
急
度
御
沙
汰

可
被
成
候
侮
、
組
合
共
相
互
二
遂
吟
味
、
不
心
得
之
者
有
之
候
ハ
、
、
無
遠

慮
御
目
付
迄
可
申
出
旨
被
仰
出
、
諸
番
所
え
申
渡
候
様
、
御
目
付
え
申
渡
之
、

境

目

番

所

之

車

文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)

〔
郷
村
古
実
見
聞
記
=
岩
手
県
立
図
書
館
〕

境
目
番
所
之
専

一
境
目
番
所
共
、
口
留
番
慶
共
申
、
仙
垂
簾
こ
て
は
口
留
番
所
と
御
書
上
、
文

化
元
年
三
月
朔
日
御
書
上
左
之
通

一

境
目
番
所
和
賀
郡

同同同同同同同同園同同園同同同園同

同

郡

同

郡

同

郡

同

郡

同

郡

同

郡

岩
手
郡

鹿
角
郡

同

郡

同

郡

同

郡

閉
伊
那

同

郡

同

郡

同

郡

同

郡

北

都

南
鬼
柳
村
鬼

柳

立
花
村

宿

立

黒
岩
村

保
木
之
木

浮
田
村

溜

風

田
瀬
村

高
屋
敷

倉
澤
村

道

地

越
中
畑
村
越
中
畑

橋
場
村

橋

場

谷
内
村

熊

澤

花
輪
村

土
深
井

松
山
村

松

山

中
坂
村

濁

川

鱒
澤
村

遊
井
名
田

奥
友
村

鮎

貝

赤
羽
枝
村
赤
羽
根

平
田
村

平
田

新
屋
村

新

屋

馬
門
村

馬

門

南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料



南
部
伊
達
両
諸
藩
境
塚
関
係
資
料

御

家

被

仲

田

文
化
十
三
年

(
一
八
一
六

〔
岩
手
県
立
図
書
館
〕

閏
八
月
廿
六
日

一

野
澤
御
番
所
御
番
人

一

黒
岩
御
番
所
御
番
人

一
立
花
御
番
所
御
番
人

一

浮
田
御
番
所
御
番
人

一

倉
澤
御
番
所
御
番
人

長

嶺

氏
家

舟

越

宮仙

石

江
苅
内

野

邁

梅

本

新
田
目

盛太
田

左

司

判
左
衛
円

伊

助

寛

治

典

作

左

助

侍
八
郎

小
八
郎

忠

平

十
郎
兵
衛

園
右
衛
門

一

曲
瀬
御
番
所
御
番
人

足

澤

左
十
郎

右
何
も
伺
之
通
、
御
番
所
懸
り
御
目
付
え
申
渡
之
、

但
、
是
迄
花
巻
御
給
人
夜
道
候
魔
、
以
来
愛
元
よ
り
被
仰
付
枝
道
之
、

一
在
々
諸
御
番
所
え
御
沙
汰
書
左
之
通

一
議
御
番
所
勤
方
之
餞
は
、
専
御
境
目
御
警
衛
井
往
来
獲
り
無
之
様
吟
味
之

御
題
憲
二
有
之
候
魔
、
御
趣
意
相
怠
候
勤
方
ハ
有
之
間
敷
事
二
俣
得
共
、

不
締
之
様
こ
も
相
聞
得
候
憤
、
満
載
無
由
断
相
勤
可
申
候
、
尤
、
御
百
性

共
迷
惑
二
不
相
成
候
様
、
心
懸
可
申
旨
被
仲
田
、

但
、
非
番
之
者
、
一
・
六
二
御
中
丸
え
罷
出
居
候
様
被
仰
出
、

一
五
二

間
八
月

一

御
番
所
御
番
之
儀
は
、
是
迄
年
番
二
被
仰
付
撞
候
慶
、
已
束
半
年
代
交
代
勤

番
被
仰
付
候
條
、
申
合
無
怠
勅
勘
可
仕
旨
被
仰
出
、

閏
八
月

但
、
三
戸
夏
坂
・
花
輪
折
壁
・
遠
野
荒
屋
、
右
三
ヶ
所
御
番
所
は
是
迄
之

通
之
事
、

右
之
通
被
仲
田
、
夫
々
え
相
違
候
旨
、
御
目
付
江
刺
牧
太
申
出
之
、

唐
丹
村
境
番
所
に
つ
き
書
出

安
永
二
年

(
一
七
七
三
)

〔
唐
丹
村
風
土
記
御
用
書
出
=
『
宮

城
県
史
』
2
 
8
〕

○
唐
丹
村
御
番
所
の
規
模

(
伊
達
)

唐
丹
村

(
前
略
)

一

唐
丹
御
境
目
御
番
所
長
六
間
二
三
間
半
御
役
人
九
十
日
代
り
被
指
眉
候
。




